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『一生に一度の恋だった』




「星せい奈な……」

　愛しそうに私の名前を呼びながら、優しい愛あい撫ぶを繰り返す。

　何度も身体を重ね、大好きな人に抱かれる幸せを知った。それなのに、こうして触れられるのは今夜が最後だなんて……。

「優ゆう星せい君、ギュッとして」

　手を伸ばし、抱きしめてとお願いをする。すると彼は目を細めた。

「ん、これでいい？」

　逞たくましい腕に抱きしめられて胸がきゅんとなる。

「うん」

　覚えていたいの、優星君の温もりをすべて。

　静かな空間に響く互いの息遣いとベッドが軋きしむ音。大好きな人とひとつになったまま、時間が止まればいいのに。そんな夢みたいなことさえ願ってしまう。

　好きで、大好きで、ずっと彼が運命の人だと思っていた。でも違ったんだ。だって私と優星君の未来が重なることはないのだから。

　彼と会えるのは今日で最後。もう二度と会うことはないと思うと悲しくてつらくて、涙がこぼれ落ちた。

　そっと瞼まぶたを閉じると鮮明に思い出す。彼と出会った日から恋人になるまでの日々を。




＊　＊　＊




　都内のオフィス街の一角にあるオープンカフェ。白を基調とした店内は、カウンター席以外はふかふかのソファ席となっており、ゆっくりと寛くつろげる空間が広がっている。

　ハンドメイド作家のオシャレなインテリア作品も至るところに置かれていて、実際に買うこともでき、それが密かな人気を博していた。

　外のテラス席はお昼時ともなれば、多くのビジネスマンやＯＬたちで埋まる。大学時代に友達と訪れて以来、カリカリのベーグルサンドやふわふわのパンケーキの虜とりことなった。中でもバリスタが淹れた珈琲が本当に美味しくて、何度も通ううちに自分でも美味しい珈琲を淹れてみたくなった。

　ちょうどその頃バイトを募集していて迷いなく応募。カフェでの仕事は大変だけれど、バリスタが目の前で珈琲を淹れるところを見て勉強することができたし、なにより接客が楽しかった。

　大学を卒業と同時にそのままバイト先のカフェに就職し、先輩に指導してもらいながら勉強中。今はラテアートを習っているところだけれど、なかなか先輩のようにハートやキャラクターをうまく描くことができない。

　でも挑戦する毎日が楽しくて、幸せでもあった。会社を経営する父親がよく言っていた。『夢中になれるもの、なりたいものを見つけた人生は幸せだ』と。まさにその言葉通りだと思う。

　そんな父親にはとても感謝している。ひとり娘にもかかわらず、こうして自分のやりたいことを認め、応援してくれているのだから。

　優しくて厳しい父親らしく、やるからには最後まで諦めずに夢を掴まなければ許さないとも言われたけれど。

　時刻は十一時二十分。控室で皺しわひとつない白のシャツに袖を通し、黒のＶネックエプロンを着け、胸元に『立たち花ばな』と書かれた名札を付けた。

　それから背中まである長い髪を後ろでひとつに束ね、最後に鏡で全身をチェックする。

「よし、今日も一日笑顔で頑張ろう」

　気合いを入れて控室を後にした。

「いらっしゃいませ、三名様ですね。ただいまお席にご案内いたします」

　開店準備を終えた早番出勤の社員とともに、十一時半のオープンを迎える前には、すでに数組のお客様が列を作っていた。

　順番に案内していき、一時間も経てば店内は満席状態。

　ランチの時間から十五時まではとにかく目も回る忙しさだ。やっとひと息つけるのは、十六時を回った頃。順番に休憩に入り、学生や仕事終わりのビジネスマンなどを迎え入れる準備に取りかかる。

　就職してまだ三カ月。少しずつ社員としての仕事にも慣れてきたけれど、まだまだ学ぶことがたくさんあって大変。そんな日々の中、私には密かな楽しみがあった。

　空いたグラスを下げて厨房に持っていくと、背後から肘ひじで背中をツンツンされた。

「星奈、今日も来たよ。例の彼」

　興奮気味に言ってきたのは、大学時代の友人であり、アルバイトとして働いている飯いい塚づか公きみ佳かだ。彼女の指さす方向に目を向けると、すっかり指定席と化しているカウンター席にいたのは、公佳の言う〝例の彼〟。

「本当だ、三日連続で顔を見ることができて嬉しいな」

　素直な思いを口にすると、公佳は目を輝かせた。

「だったら今日こそ連絡先を聞いちゃいなよ！　だってアルバイトしていた頃からずっと気になっていたんでしょ？」

「無理だよ、そんなの。絶対に無理！」

　首を大きく横に振って拒否しても、公佳は引き下がらない。

「もういい加減見ているだけの片想いは卒業しなよ。二年間、挨あい拶さつ程度しかしたことがなくて、彼の名前もなにも知らないんでしょ？　私が旦那にひと目惚れした時は、その直後に名前と連絡先を交換したんだからね？」

「それはわかっているけどさ」

　公佳は大学一年生の夏、野外フェスに参戦した際に今の旦那様にひと目惚れ。彼女の言う通り、その日のうちに連絡先を交換して猛アタックを開始した。

　相手は十歳も年上の社会人だったのにもかかわらず、公佳は「絶対に彼は私の運命の人！」と言い続けて、その想いは旦那様にも届き、公佳が二十歳の時に入籍したのだ。大学を卒業後は多忙な旦那様を支えながら、家事の合間にカフェで働いている。

　そんな公佳だからこそ、二年もうじうじと片想いをしている私にヤキモキしているのだろう。

　彼との出会いは、私がバイトを始めて二年が過ぎた頃。やっと先輩からお客様に提供する珈琲を淹れることを認められた日だった。

　ちょうど今と同じ夕刻にひとりで来店した彼は、私が淹れるブレンド珈琲を一杯注文した。オーダーが入り、緊張で震える手で珈琲を淹れたことを今でもはっきりと覚えている。そして私が淹れた珈琲を飲んで、少しだけ口元を緩めた姿も。

　それから私にとって彼は特別なお客様となった。

　なんでも彼は私が休みの日、先輩が淹れた珈琲を飲んで、私が淹れる珈琲が一番好きだと言っていたらしい。

　それを先輩から聞き、思わず泣いてしまったほど嬉しかった。

　だけど私はなかなかお礼を言うことができなかった。恥ずかしいというのもあったし、彼は見るからに大人の男性。

　着ているスーツはいつも皺ひとつなくて、身につけている時計も高級そうなもの。なにより彼は街ですれ違えば、女性なら誰でも振り返って見るほどカッコいい。

　身長は一八五センチほどありそうな長身で、短めの黒髪が爽やかな印象。切れ長の瞳に筋の通った高い鼻、少し厚みのある唇と、どのパーツも完璧で〝カッコいい〟という言葉が一番似合う人だと思う。

　私はというと、身長は一六五センチと高い方だけれど、目が大きいという特徴以外顔は至って平凡。スタイルがいいわけでもないし、本当にどこにでもいそうな容姿をしている。

　そんな私だからこそ声をかけられずにいる。きっと彼ほどの人なら女性は誰も放っておかないはずだし、私なんかを好きになってくれるはずないもの。

　だから最初はカフェで会えて、私が淹れた珈琲を美味しそうに飲んでいる姿を見られるだけで満足していた。

　でも来店の際、帰るところだったご年配のお客様にドアを開けてくれたり、私たちスタッフがなにか運ぶたびにいつも笑顔で「ありがとう」と言ってくれたり、たまに持参した本を読んで涙ぐんでいたり。

　そんな一面を見て知るたびに、まともに話したこともないくせに恋心は大きくなっていった。

　なにより彼は、バリスタになりたいという思いを私に、いっそう強く持たせてくれた人。私の淹れた珈琲を美味しそうに飲む姿をもっと見たいと思ったんだ。そして私の珈琲を目当てに来店してくれるという事実が自信にも繋がった。

　そんな彼のことを今ではもう簡単に諦められないほど好きになっている。告白をして振られない限り、気持ちに区切りをつけることができないだろう。

　自分から行動に出なければ彼とはなんの進展も望めないとわかっている。

　それでもやっぱりなかなか勇気が出ない。そんな私の態度に痺しびれを切らした公佳は、私にメニュー表を渡して背中を押した。

「ほら、勇気を出せ！」

「わっ!?　ちょっと！」

　ホールに放り出され、すぐに店内にはお客様がいることを思い出して笑顔を取り繕つくろった。それに今日のホール当番は、私と公佳だけ。どちらかがオーダーを取るしかない。

　お冷ひやとおしぼりをトレーに載せて、緊張しながら彼がいるカウンター席へと向かう。

「いらっしゃいませ、お冷とおしぼり失礼します」

　それぞれテーブルに置き、最後にメニュー表を渡すより先に彼が笑顔で口を開いた。

「いつものブレンド珈琲でお願いします。あとホットサンドもお願いできますか？」

「かしこまりました」

　この二年間でわかったのは、彼は週に三回ほど決まった時間にカフェを訪れること。時には本を読んだり、仕事が終わらなかったのかパソコンを持参したり。閉店までいる時は軽食を注文することもある。

　でも決まって、淹れるバリスタによって組み合わせる豆が変わる〝本日のブレンド珈琲〟だけは毎回注文する。

　ここのカフェでは、バリスタによってブレンドする珈琲豆が違う。本日のブレンド珈琲を紹介するプレートには、淹れるバリスタの名前も入っており、それを目当てに来るお客様も少なくない。

　ブレンドは数限りないパターンを作ることができるけれど、基本的にブレンドする豆の種類は三種類から五種類が主流。

　性質の似た豆を組み合わせて、ちょっとクセのある豆を入れることで味にアクセントをつける。

　厨房に戻って、飲んだら少しだけ口角が上がる彼の姿を思い浮かべながら、豆を挽ひいていく。すると次第に珈琲の芳かぐわしい香りが漂い始める。

　うん、いい感じ。味もばっちりだ。

　カップに注いで厨房を出ると、本を読んでいた彼が香りに気付いて顔を上げた。

「お待たせいたしました、本日のブレンド珈琲です」

「ありがとう」

　いつもの笑顔でお礼を言われたら、やっぱり胸がきゅんとなってしまう。もう何度もこの笑顔を見ているというのに慣れそうにない。

「ごゆっくりどうぞ」

　一礼をして席を離れながらチラッと彼を見れば、珈琲を飲んで顔を綻ほころばせた。

　自分の淹れた珈琲を美味しそうに誰かが飲んでくれる。これが私にとって最高に幸せな瞬間だ。

　お客様が帰ったテーブルの片付けをして、空いた食器を厨房に運ぶと、すぐさま公佳が駆け寄ってきた。そして期待した目で私を見る。

「どうだった？　ちゃんと連絡先を聞けた？」

「無理に決まってるでしょ？」

　そもそも彼の他にもお客様がいるんだから、そう簡単に聞けるわけがない。それなのに公佳はあからさまにがっくりと肩を落とした。

「もう、意気地なし」

「意気地なしで結構。変に聞いたりして、彼が来てくれなくなっちゃったら嫌だもの」

　そうだよ、前に進んで彼に会えなくなったら悲しい。それならずっと片想いのままでもいい。

　それに彼ほどカッコいい人なら、恋人がいてもおかしくないはず。だったらなにも知らずに密かに想いを寄せている方が幸せなのかもしれない。

　なにより私には一人前のバリスタになるという夢がある。今はまだ遥かに遠い未来の夢だけど、いつか自分のお店が持てたら……とも思っている。

　今はその夢を叶えるためのスタート地点。もっと勉強をして経験を積み、資金も貯めないと。恋愛に現うつつを抜かしている場合じゃないんだ。

　しかし公佳は納得がいかないようで、唇を尖らせた。

「それはそうかもしれないけどさー。でも私としては早く星奈にも幸せになってほしいの」

「ありがとう、公佳。でもね、私は今のままで十分幸せなの。こうして私のことを心配してくれる公佳がいて、好きな人もいて、好きな仕事ができている。これ以上の幸せを望んだら罰が当たりそうだと思わない？」

「思わない！」

　即答した公佳に苦笑いしてしまう。そんな私に公佳が続ける。

「人はどれだけ幸せになってもいいと思う！　だって人生一度きりだもの。欲張りになったっていいんだよ。思い立ったが吉きち日じつって言うでしょ？　結果的に失敗に終わったとしても、なにもしないで後悔するより、やってみて後悔する方が私はずっといいと思う」

　公佳らしくてつい笑ってしまった。すると彼女はムッとなってジロリと私を睨んだ。

「私は真面目な話をしているんだけど？」

「ごめん、あまりに公佳らしい考えだなって思って。……ありがとう、しっかりと肝に銘じます」

　クスクスと笑いながら言えば、公佳は「その言葉、信じるからね？」と念を押して仕事に戻った。

　私も片付けをしながら心の中で彼女にお礼を言う。

　大学で出会い、卒業してもこうして同じ職場で働くことができて、なにかと気にかけてくれる。公佳と出会えて私はラッキーだと思う。本当に今のままで私は十分幸せだ。

　しばらく経って、チラッとカウンター席に目を向ければ、彼が真剣な表情で本を読んでいた。

　今日は仕事を持ち込んでいない様子。さっき珈琲をおかわりしたし、本を読み終わるまでいるのかな？

　時間が進むにつれ、店内のお客様も少なくなっていく。早番だった公佳は先に上がり、時刻は二十一時過ぎ。閉店時刻の二十二時まであと一時間を切った。

　もう少ししたら、店内にいるお客様にラストオーダーを聞きにいかなければならない。その中には彼もいる。

　物語も終盤のようで、本に集中している。いったいどんな話を読んでいるのだろうか。

　恋人になりたいなどと高望みはしないから、せめてこうして店に来てくれた時くらいは、店員とお客様の立場として気兼ねなく話せる関係になれたらいいな。

　だったら公佳の言う通り、自分からアクションを起こさないといけないんだけど。

　テーブルを回って備品の補充をしていると、伝票を手にして彼が席を立った。

　すぐにレジに向かおうとしたが、すでにレジにいた店長が対応した。ちょっぴり残念に思いながら、会計を済ませた彼を見送る。

　今度はいつ会えるのかな。きっとまたお店に来るよね。今週は三回来ちゃったから来週かな？

　ううん、今度もまた彼に会える保証はない。だって私は彼の名前から、年齢も勤め先までなにもかも知らない。

　ただ、いつもカフェに来て、私が淹れたブレンド珈琲を好んで飲んでくれるお客様でしかないんだ。

　テーブルを拭ふく手が止まる。

　私、本当に今のままで十分幸せなのかな。後悔しない？

　自分に問いかけてもその答えは出ない。再び手を動かし、彼が座っていたカウンター席の片付けに入る。

「あれ？」

　目についたのは、椅い子すの上に置かれたカバーがかかった本。これはさっきまで彼が読んでいたものだ。

　手に取り、本をジッと見つめる。

　彼は常連客だ。今度来た時に渡せばいいし、彼だって忘れたことに気付いて戻ってくるか、連絡をしてくるかもしれない。

　だけど……もし今、追いかけたら？　それがきっかけで彼と少しでも親しい関係になれたら？　そんなドラマみたいな展開を期待してもいい？

　ふと、公佳の言葉が頭をよぎる。

『思い立ったが吉日って言うでしょ？　結果的に失敗に終わったとしても、なにもしないで後悔するより、やってみて後悔する方が私はずっといいと思う』

　そうだよね、思い立った時に動かないと。それに彼が忘れた本を持って追いかけたって、なんら不思議なことではない。店員として当然の行為だ。

　そう自分に言い聞かせ、私は店長に事情を説明して急いでカフェを出た。だけどすぐに足を止める。

　彼はどっちに行ったんだろう。右？　それとも左？

　駅があるのは右側。でもいつも閉店時間近くまでいるんだもの、もしかしたら付近に住んでいるのかもしれない。そうなら左に行くべき？

　こうして悩んでいる間にも、彼は離れていく。もう、自分の勘を信じよう。

　左を選び、駆け足で彼を捜す。

　でも歩道には多くの人が行き交っていて、その中から彼を捜すのは難しい気がしてきた。

　それに彼が帰ってから数分が過ぎている。駅へ向かったかもしれないし、やみくもに捜しても見つかるわけがないよね。

　足を止めて踵きびすを返した。

　そろそろ閉店する時間。お客様が帰った後も仕事が残っているし、早く店に戻ろう。

　トボトボと重い足取りで戻りながら、乾いた笑い声が漏れた。ドラマのような展開なんて待っているはずがなかった。

　彼とは運命の赤い糸で繋がっているのかもしれないと、心のどこかで期待している自分がいた。

　今、この瞬間に追いかけて会うことができたなら、きっと彼は運命の人。そんなロマンチックなことを考えていた。

　運命に任せるなんて、なんて独りよがりで身勝手な思いだろうか。

　努力しなくては望む未来を手にすることはできないと、バリスタになる夢を抱いた時に身をもって知ったはずなのに。

　本当に彼と親しくなりたいのなら、今日のように自ら動かないといけなかった。

　決めた、今度彼が店に来たらどんな些細なことでもいい、話しかけてみよう。そこからなにか始まるかもしれないし、彼に恋人がいるという事実を知って終わるかもしれない。

　でも今までのようになにもせずに、密かに想いを寄せているより遥かにいい。

　来た道を戻っていくとカフェが見えてきた。ドアの前で周囲を見回している背丈の高い人物に足が止まる。

「あっ……」

　思わず声が漏れる。それもそのはず、カフェの前にいるのは彼なのだから。

　呆然と立ち尽くしていると、私に気付いた彼は真っ直ぐにこちらに歩み寄ってくる。トクン、トクンと胸の鼓動が高まる。それは彼との距離が縮まるたびに大きくなっていく。

　そして私の目の前で足を止め、彼はふわりと笑った。

　あまりに優しく微笑むものだから、心臓を鷲掴みされたように苦しくなる。それなのに目を逸らすことができない。

　それはきっと、彼もまた真っ直ぐに私を見つめているからかもしれない。

　胸を高鳴らせながらジッと彼を見つめ返す。

「店長から聞きました。忘れた本を俺に届けようとしてあなたがカフェを出たと」

　先に口を開いた彼の声に我に返り、私も慌てて答えた。

「あ……そうなんです、片付けをしていたらお客様のお忘れ物を見つけまして。追いかければ間に合うと思ったのですが、お戻りになったのなら、むやみに捜しにいくべきではありませんでしたね、すみません」

　早口で捲し立てて謝ると、彼はクスリと笑った。

「どうしてあなたが謝るんですか？　むしろ謝るのは俺の方です。……わざと忘れていった本にあなたが気付き、追いかけてきてほしい。それをきっかけにあなたとお近づきになれたらと、邪よこしまな気持ちでいたのですから」

「えっ？」

　聞き間違い？　今、わざと本を忘れていったとか、あなたとお近づきになれたらとか言ったよね？

　にわかには信じられなくてジッと見つめていると、彼はほんのり頬を赤らめた。

「すまない」

　そう言って目を逸らした彼は、照れているように見える。

　初めて見る素顔に目が釘付けになっていると、彼は再び私を見つめた。

「あなたが淹れてくれた珈琲が美味しくて、それからカフェに通うたびにあなたを目で追うようになりました。真面目で仕事熱心で、いつも俺たち客に対し、愛らしい笑顔を向けてくれる。そんなあなたに気付いたら惹かれていたんです」

　嘘、本当に？　彼も同じ気持ちでいてくれたの？　夢みたいな話すぎて、本当に今は現実なのかさえわからなくなりそう。

　そんな私に彼は続ける。

「だけどあなたにとって俺は、常連客のひとりにすぎない。声をかけて気まずくなり、会えなくなるのが怖くてずっと行動に移せずにいましたが、そろそろ常連客のひとりでいることも限界になってきました」

　そう言うと彼はさらに私との距離を縮め、視線を合わせるように膝ひざを折った。

「あなたにとって特別な存在になりたい。……もし恋人がいないなら、俺のことを客としてではなく、ひとりの男として見てくれませんか？」

　切実な瞳で訴えてくる彼の言葉は嘘とは思えない。

　じゃあ本当なの？　本当に彼とずっと両想いだったの？

　信じられない奇跡に嬉しくて泣きそうだけど、泣くわけにはいかない。私はまだ彼に自分の想いを伝えていないのだから。

　なにも言わず、緊張した面持ちで私の答えを待つ彼に向かって口を開いた。

「あの、私も同じなんです」

「えっ？」

　どうしよう、声が震える。だってずっと好きだった人が、同じ気持ちでいてくれたんだもの。こんなに嬉しいことはないよ。

「私も変に声をかけて、あなたとの関係が崩くずれるのが嫌だったんです。週に数回会い、私の淹れた珈琲を美味しそうに飲む姿を見ることができたらそれでいいと思ってきました」

　公佳に言われて今日のように何度も勇気を出そうとした。そのせいで彼が二度とカフェに来てくれなくなったらと思うと、行動に移すことがどうしてもできなかった。

「でも私、名前もなにも知らないあなたのことをどうしようもないほど好きになってしまって」

　私は手にしていた本を彼に差し出した。

「この本をきっかけに少しでも親しい関係になれたらと思って、あなたのことを追いかけました」

　彼がわざとこの本を忘れ、私がこうして追いかけてくることを願っていたなんて信じられなかった。

　だからこそちゃんと彼の口から聞かせてほしい。これは夢じゃない、現実なんだと教えてほしい。

「私はあなたのことが好きです。……あなたも私と同じ気持ちだと自うぬ惚ぼれてもいいですか？」

　心臓の音がバクバクとうるさい。それでも彼の気持ちを聞かせてほしくて答えを待つ。すると彼は少しして顔をクシャッとさせて笑った。

「もちろんですよ、自惚れてください。いや、自信を持ってください。あなたが思っている以上に俺はあなたのことが好きなんですから」

「……っ」

　もう夢じゃないかと疑わない。これは現実なんだ。私、彼と両想いになれたんだ。

　嬉しくて胸がいっぱいになっていると、彼はそっと私の手から本を受け取った。

「どうやら俺たち、似た者同士のようですね。お互い好きだったのに、会えなくなるのが怖くて勇気を出せなかった」

「そうですね」

　あまりに彼が優しく笑うものだから、私までつられて笑ってしまう。

「それに勇気を出すタイミングもぴったりだ。もしかしたら俺とあなたは、運命の赤い糸で結ばれているのかもしれない」

「運命の赤い糸……」

　あまりにロマンチックな言葉に、大きく目を見開いた。そんな私を見て彼は照れくさそうに頭をかく。

「すみません、嬉しくて変なことを口走りました。俺、相当浮かれています、今」

　口元を手で覆い、チラッと私を見た彼に胸がきゅんとなる。

　彼にこんなかわいい一面があったなんて。謝らないでほしい、もっと色々なあなたを見せてほしい。

「私も相当浮かれていますよ？　それに嬉しいです、私はカフェで過ごすあなたしか知らないので」

　素直な思いを口にすると、彼は目を見開いた後に微笑んだ。

「俺もあなたのことをもっと知りたい。俺が知っているのは立花さんということだけ。……まずは自己紹介からしませんか？」

「はい！」

　こうして私たちの関係は始まった。

　彼は私の仕事が終わるまで待っていてくれて、二十四時間開いているレストランで、私たちは遅くまで過ごした。お互いを知るために様々な話をして。




＊　＊　＊




　喉のどの渇きを覚えて目を開けると、部屋の中は薄暗い。まだ夜は明けていないようだ。

　逞しい腕が私の身体を優しく包み込み、頭上からは規則正しい寝息が聞こえてくる。

　暗闇に目も慣れてきた頃、彼に気付かれないようにゆっくりと離れて起き上がり、優星君の綺麗な寝顔を見つめた。

　彼と付き合い始めて一年半もの月日は、幸せすぎてあっという間だった。

　少しの時間でも会えたら嬉しくてたまらなかった。そして一緒に過ごす時間を重ねるたびに彼に対する恋心は大きく成長していった。

「大好きだよ、優星君」

　この気持ちに嘘はない。きっとこの先なにがあっても変わることはないだろう。でもそれだけでは、一緒にいられないことを知ってしまった。

「俺も」

「えっ？　キャッ!?」

　寝ていると思っていた彼に腕を引かれて抱きしめられた。

「起きていたの？」

「あぁ、星奈が起き上がったから目が覚めた。前にも言っただろ？　星奈が離れるとすぐに目が覚めるって」

「そうだけど……」

　それまでぐっすり眠っていたよね？　起こさないように慎重に離れたのに。

　でも私が離れたことにすぐに気付いてくれるのがたまらなく嬉しい。

　腕枕をした彼は私の手を握って自分の口元に運ぶと、そっと手の甲にキスを落とした。

「明日からしばらくは、星奈にこうして触れられないんだな」

　悲しげに呟いた彼の言葉に、ズキッと胸が痛む。

　今日の昼の便で、彼はイギリスへ向かう。三年間の赴任が決まったのだ。

「最低でも一年はまとまった休暇を取ることは難しいから、こっちに戻ってこられないと思う」

「うん、わかってるよ」

　一年もの時間があれば、後任の社員に仕事を任せてカフェを辞め、新しいスタートを切ることができる。

　だからどうか優星君は幸せになってほしい。

「大変だと思うけど優星君なら大丈夫だよ。……頑張ってね」

　泣きそうになるのをこらえながら言えば、優星君はおもしろくなさそうに言う。

「星奈は寂しくないのか？　俺としばらく会えないんだぞ？」

　優星君にこんなかわいらしい一面があったなんて、付き合うまでは知る由もなかった。二歳上のあなたの、ちょっぴり子供っぽいところも寂しがりやなところも愛おしい。

　それなのにごめんね。でも黙ってあなたのもとを去ることを許してほしい。これは優星君のためでもあるから。

　私と一緒になる未来を選んで後悔し、私と結婚しなければよかったと言われる未来がくることが怖い。

「寂しいよ。でも優星君に後悔してほしくないから笑顔で見送りたいの」

「星奈……」

　優星君の目に最後に映る私は笑顔でありたい。だから空港で見送る時は絶対に泣かないと決めている。

「なぁ、星奈。初めて自己紹介した時に俺が言ったことを覚えているか？」

「もちろん」

　忘れるわけがない。あの日のことは今でも鮮明に覚えている。両想いになれて、そして深夜遅くまで話をしながらふたりで過ごした。

「俺が香こう坂さか優星だと名乗り、星奈は立花星奈と名乗った。そしてお互いの名前に星の漢字が入っていることを知って言ったよな？　〝本当に俺たちは運命の赤い糸で結ばれているのかもしれない〟と」

「……うん」

　あの時の優星君、すごく目をキラキラさせていたよね。

「星奈には笑われちゃったけど、俺は今も同じことを思っているよ。なかなかない偶然だろ？　ふたりとも名前に星が入っているなんて。だからさ、俺たちの子供にも絶対に星の漢字を使って名前をつけようと考えているんだ」

「俺たちの子供って……」

　言葉が続かずにいると、優星君は顔をしかめた。

「今はまだふたりの時間を大切にしたいけど、いずれは結婚したら子供は欲しいだろ？　星奈は違うのか？」

　そっか、優星君の描く未来には私が隣にいるんだ。こんなに嬉しいことはないのに、今は苦しくて胸が痛い。

「どうした？　星奈」

「ううん、なんでもない。……そうだね、生まれてくる子供には星の漢字を使ってあげたいね」

　必死に涙をこらえて答えれば、彼は嬉しそうに続ける。

「そうだろ？　実はもう考えてあるんだ。男の子だったら星に北斗七星の斗を使って星せい斗と。女の子だったら星に七で星せ七なにしようと。いいと思わないか？」

　名前まで決めるほど、そこまで私との未来を真剣に考えてくれていたんだね。

　彼の気持ちを思えば思うほど胸が苦しくて、罪悪感に襲われる。

　本当になにも告げずに優星君から去ることが彼のためなの？　私と結婚する未来を描き、生まれてもいない子供の名前まで考えてくれているのに。

「あの、優星君」

「ん？　どうした？　子供の名前、気に入らないか？」

　言ってしまおうか？　彼から海外赴任が決まったと聞いた日から今日までの一カ月の間に起きたことをすべて。

　でもそれは彼を苦しめるだけ。きっとつらい決断をさせることになるから絶対にだめ。

　大丈夫、私の決断は間違っていない。だってあんなに悩んで迷って、やっと決めたことじゃない。

「その逆、すごく気に入った。とっても素敵な名前だね」

　星斗に星七。本当に素敵な名前。

「もし子供が三人できたらどうするの？」

「そうだな、じゃあ向こうで考えておくよ。一年後に教えてあげる」

「わかった、約束ね」

「あぁ、約束」

　小指を絡からませて交わしたこの約束を、私は守ることができない。ごめんね、優星君。本当にごめんなさい。

　私たちは夜が明けて空港に向かわなければいけない時間ギリギリまで、ベッドの中でお互いの温もりを確かめ合い、他た愛わいない話をして過ごした。




　空港のロビーの椅子で私たちは手を結び、肩を寄せ合っていた。空港に着いてからお互いひと言も口を開いていない。別れの時は刻々と迫っている。

　どれくらいの時間が経っただろうか。このまま時が止まればいいのに。そうすればずっと優星君の隣にいられる。

　だけど時間が止まるはずもなく、彼が乗る便の搭乗アナウンスが流れた。

「そろそろ行かないといけないようだな」

　そう言うと優星君は繋いだ手を離し、ゆっくりと立ち上がった。私は大好きな彼を目に焼き付けるようにジッと見つめた。

　優星君とこうして会えるのは、本当にこれで最後なんだ。そう思うと笑顔で見送ろうと決めてきたのに笑うことができない。

　初めて優星君の勤め先を聞いた時は驚いた。そこは誰もが知っている不動産会社だったから。多くの従業員を抱えて世界にも進出し、最も業績を伸ばしている日本有数の企業。最近では日本はもちろん、海外の富裕層向けの高級リゾート事業も展開している。

　それだけではなく、彼から実は、会社の後継者だと打ち明けられた時は心底驚いた。今はまだ経験を積んでいるところで、社長の息子ということを隠して働いているらしい。

　私の父も会社を経営しているけど中小企業だ。彼の父親の会社とは比べ物にならない。

　将来、大企業のトップに立つ人。そんな彼と自分ではあまりに不釣り合いでは？と最初は思ったけれど、すぐに考えを改めた。

　私が好きになったのは優星君自身だ。決して肩書で好きになったわけではない。それに優星君だって家のことは関係ないと言ってくれた。結婚は心から愛する人とするとも。

　だからどんなことが起こっても、優星君と添い遂げたい。そう思っていたの。

　ヨーロッパの別荘地開拓を一任され、三年間の海外赴任が決まったと聞かされても、私たちの関係が壊れることはないと信じていた。

　本当は彼についていきたかったけれど、夢も諦められなかった。それを優星君も理解してくれていて、こう約束したんだ。

　優星君が海外に行っている間に私は自分の夢を叶えると。

　もっと学び、資金を貯めて自分のカフェをオープンさせたい。その夢を優星君も応援してくれた。

　離れる期間は、夢を叶えるための期間。そう思えば寂しくない、乗り越えられると思っていた私のもとへ優星君の母親がやって来たのは、つい一カ月前のことだった。

　仕事終わりの私を待ち伏せしていた彼の母親に『優星と別れてほしい』と言われた。

　もちろん受け入れることなくすぐに断った。でも優星君には業務提携が絡んだ婚約者がいると聞かされ、頭の中が真っ白になってしまった。

　さらに追い打ちをかけるように父の会社のことまで持ち出された。私の出方次第では父の会社がどうなるかわからないと脅しまがいなことを言い、こう続けた。

『優星はあなたといたら、不幸になるのよ』

　この言葉が、胸の奥深くに突き刺さった。

　私は優星君と一緒にいるだけで幸せだったけれど、しがらみから抜け出せない優星君は違ったのかもしれない。私がそばにいるだけで不幸にさせていたのかと、胸が張り裂けそうなほど苦しくなった。

　そう思ったらなにも言えなくなってしまった。

　そこから優星君にとっても私にとっても、どうすることが幸せになれるのか迷いに迷うことになった。

　本音を言えば、これから先もずっと一緒にいたい。だけど、それでは私も優星君も幸せになれないと思ったの。

　別々の道に進むのがお互いにとって幸せなことなんだ。

　もしかしたら優星君もそう思っていたのかもしれない。婚約者がいることを教えてくれなかったのがその証拠な気がする。

　そう何度も自分に言い聞かせたのに、いざ別れの時を迎えたらなぜこんなにも悲しいのだろうか。

　笑うどころか泣きそうになるのを我慢することで精いっぱい。ギュッと唇を噛かみしめて彼を見上げる。

　すると優星君は、そっと私の左手を握って跪ひざまずいた。

「えっ？　優星君？」

　急にどうしたの？　周りにいる人たちも不思議そうに優星君に目を向けている。だけど彼は気にする様子もなく真っ直ぐに私を見つめた。

「本音を言えば、星奈のことを連れていきたかった。でも星奈が夢のためにどれだけ努力しているか知っていたから言えなかったんだ」

　そう言うと優星君は私の手を強く握りしめた。

「離れた場所にいたって、誰よりも星奈のことを応援している。それだけは忘れないでほしい。だからどんなに些細なことでもいい。悲しいことや嫌なこと、つらいことや迷うことがあったら一番に俺を頼ってほしい。その時は地球の裏側にいたってすぐに飛んでいくから」

　どうしよう、今日は泣かないって決めてきたのに無理そう。最後は絶対に笑顔で見送りたかったのに目頭が熱くなる。

「一年後には必ず帰国する。それと向こうには三年滞在する予定だけど、できるだけ早く迎えにくるよ。その間、俺は後継者としてもひとりの人間としても大きく成長したいと思っている。幼い頃から父さんの会社を継ぐのが俺の夢だったから。星奈もどうか自分の夢を叶えてほしい」

　ひと呼吸置いて優星君は私の手を離し、少し緊張した面持ちでポケットから小さな箱を取り出した。

　開けて差し出されたその箱の中には、大粒のダイヤモンドが輝く指輪があった。

「お互い夢を叶えた時、結婚してほしい。俺と温かくて幸せな家庭を築いてくれないか？」

　突然のプロポーズに言葉が出ない。

「こんなに好きになったのは星奈が初めてなんだ。一緒にいるだけで楽しくて幸せな気持ちになれる。俺は星奈以外の女性と結婚するつもりはない。生涯、愛する女性は星奈だけ」

　甘い愛の言葉を囁ささやき、立ち上がって優星君は箱から指輪を手に取ってそっと私の左手薬指にはめた。

　指のサイズぴったりの指輪を撫で、彼は愛しそうに私を見つめた。

「星奈のことが世界で一番好きなんだ。離れる前に永遠の約束をしてほしい。どうか俺と結婚してください」

「優星くっ……」

　我慢していた涙はとめどなく溢れ、たまらず私は彼に抱きついた。

　最後にこんなサプライズをするなんてずるいよ。私だって同じ。生涯愛せる人は優星君以外いない。

　彼以上に好きになれる人とは出会えないよ。だから最後に大きな嘘をつくことを許してほしい。

「星奈、答えを聞かせて」

　私を抱きしめて、優しく背中を撫でる優星君に力強く答えた。

「はい」

　涙を拭い、顔を上げると同時に彼に笑顔を向けた。

「ありがとう、優星君。すごく嬉しい。……私、頑張るから優星君もなにがあっても夢を叶えてね」

　私がいなくなっても、父親の会社を継ぐという幼い頃からの夢をどうか叶えてほしい。

「あぁ、約束する。星奈も必ず実現させろよ」

「うん」

　この約束だけは絶対に守ってみせるよ。どんなに小さなお店でもいい。自分の理想を詰め込んだカフェを必ずオープンさせてみせるから。

「結婚して子供が生まれたら、俺が考えた名前を付けるからな？　それも忘れるなよ」

「わかったよ」

　別れる最後の瞬間まで恋人でいたっていいよね。

　何度も触れた彼の温もりを刻みつけるように、背中に回した腕の力を強めた。

「身体に気を付けてね。それとあまり無理しないで」

　優星君は頑張りすぎるところがある。泊まりに行った日、私が寝た後に仕事をしていることがよくあったもの。

　心配で言えば、彼は私を抱きしめたままクスリと笑う。

「それは星奈の方だろ？　無理は禁物。お願いだから俺のいないところで倒れることだけはしないでくれ」

「うん」

　優星君の優しさにまた涙がこぼれ落ちた。

　身体に心に記憶に全部刻み込もう。私が好きになった人の記憶のすべてを。

　幸せな時間は長く続かず、再度搭乗アナウンスが流れて我に返る。いつの間にか周りには人だかりができていて、拍手まで送られていた。

　そこで優星君も状況を理解したようで、私たちは目が合うとどちらからともなく笑った。

「そろそろ行かないと」

　飛行機が飛び立つ時刻を迎える。

　名残なごり惜しさを感じながら離れ、ゆっくりと立ち上がる。そして指を絡めて手を繋ぎ、保安検査場へと向かった。

　手を離して優星君が飛行機に乗ったら、もう二度と会えないんだ。

　そう思った瞬間、彼と出会った日から今日までのことが走馬灯のように頭を駆け巡っていく。

　私も優星君が運命の人だと信じている。もう優星君以外の人を好きになれないもの。

　保安検査場の前で足を止め、私を見た彼に笑顔で伝えた。

「優星君、好きだよ。……世界で一番大好き」

　突然愛の言葉を口にした私に優星君は目を見開く。でもすぐに彼も笑顔で言った。

「俺も星奈のことが好きだよ。……世界中の誰よりも愛している」

　初めて聞いた「愛している」の言葉。一生忘れられないよ。

　だからどうか優星君も忘れないでほしい。最後はとびっきりの笑顔で見送るから。

「いってらっしゃい」

「いってきます」

　私の頬にそっとキスを落とすと、優星君は「向こうに着いたら連絡する」と言って繋いだ手を離した。

　そのまま真っ直ぐに機内へ向かう彼の背中を見つめる。

　優星君は二度振り返り、笑顔で私に手を振った。私も笑顔で手を振り続け、そして彼の姿が見えなくなると同時に、とめどなく涙が溢れだした。

「ごめんね、優星君。本当にごめんなさい」

　でもきっと私のこの決断を、彼なら理解してくれると信じている。

　涙を拭って踵を返しロビーを進んでいく。そしてデッキへと出ると、雲ひとつない青空が広がっていた。あたたかな太陽の日差しを全身に浴びながら滑走路を見たら、一機の飛行機が飛び立とうとしている。

　大きなエンジン音を立てて加速し、空高く飛び立っていく飛行機を目で追っていったら、太陽の眩しさに目を細めた。

　日差しを遮さえぎった左手の薬指には、さっき優星君にもらった指輪が光り輝いている。指輪を撫でて胸の前で手のひらをギュッと握りしめた。

　結婚できないのに指輪を受け取ってごめんね。でもプロポーズしてくれて本当に嬉しかった。一生忘れられない思い出になったよ。

「この指輪をずっとはめ続けることを許してね」

　この先も、結婚したいと思うのは優星君だけだから。

　それにこの指輪があれば、どんなことも乗り越えられる気がするの。

　飛行機が見えなくなっても、様々な思いを抱えて私はずっと空を見上げていた。




　次の日、さっそく優星君から無事に着いたと連絡が入った。私は彼に気付かれないように、いつも通りに返信し続けた。

　少しずつ連絡するのを控えていき、すべての準備が整ったらスマホ自体を買い替えるつもりだ。

　向こうで仕事に集中できなくなるような別れ方だけはしないでほしいと、優星君の母親に再三言われていた。

　なんて身勝手な話なのかと思ったけれど、それは私の願いでもある。私のことなど忘れるくらい、夢に向かって仕事に取り組んでほしいから。

　返信する頻度を減らしていきながら、その間にカフェに退職の意向を伝えた。そして優星君に見つからないような引っ越し先を考え、両親を説得した。

　父は私の意見を尊重してくれて、自分の力でやってみなさいと背中を押してくれた。

　しかし母は大反対。せっかく就職したのにもったいないとか、なにもわざわざ遠くに引っ越すことはないとか様々な理由から反対されてしまった。だけど一番の理由は私に遠くに行ってほしくないということのようだ。

　でもいつか自分のカフェを出すのなら、人の多い都会ではなくて自然が豊かで人と人との繋がりが強い場所でやりたいと考えていた。

　常連客に愛される、居心地のいい空間を作りたい。私の淹れた珈琲でホッとできる時間を過ごしてほしい。

　なにより費用面を考えても都会から離れた場所の方がいい。多くの利益を求めるのではなく、自分の理想を求めたカフェにしたかった。

　その思いを伝えると母も納得してくれて、本格的に店舗探しを始めたばかりの頃だった。私の身体に命が宿っていることに気付いたのは。




＊　＊　＊




　約二年半後。

「……マ！　マーマ！」

「おーちて！」

　愛らしいふたつの声に瞼を開けると、ふたりは布団の上でピョンピョン跳ねた。

「マーマおーた！」

「おちたね」

　どうやら私が起きたことを喜んでいるらしい。

　起き上がってふたりを抱き寄せた。

「おはよう。星斗、星七」

　ギューッと抱きしめると、ふたりは嬉しそうに私に抱きついた。

　優星君と過ごした最後の一夜に授かったのは、なんと双子の赤ちゃんだった。それも男の子と女の子。

　最初は産むかすごく悩んだ。だって父親がいないのだから。それに私もしっかりと育てることができるか不安だった。

　妊娠を機に店舗探しも断念し、夢も道半ばで仕事も辞めたばかり。育てる経済的な余裕もないのに、産むこと自体が無責任では？とさえ思った。でも初めて産婦人科を訪れ、医師に渡されたエコー写真を見たら泣いてしまったんだ。

　こんなに小さくて愛しい命が私の中にいると思ったら、産まない選択肢などなかった。

「ふたりとも起きるの早いね。待ってて、今ご飯の準備をするから」

　布団を畳んでふたりとキッチンへと向かった。

　産む決心をしてからもまたつらい日々だった。優星君に連絡がいってしまったら大変だから、両親に相手は告げず妊娠したことを報告したところ、父は大激怒した。

　当然だと思う。直接は言われなかったけれど、父は自分の経営する会社を、いずれは私と結婚相手に継いでほしいと思っていると、以前母から聞いたことがあった。

　それなのに最悪なかたちで裏切ることになってしまったのだから。

　産むなら親子の縁を切るとまで言われたけれど、私はそれでも産みたくて家を出た。

　当然行く当てもなく、最初の数週間はホテル住まいをしながら引っ越し先を探していたところに母から連絡が入った。

　父の手前、表立って助けることはできない代わりに、母の弟の恩おん田だ明あきらと佳か代よ夫妻を頼るよう言われた。

　明叔お父じさんは佳代さんとふたりで、栃とち木ぎ県の山間で牧場を経営している。それぞれ五十歳と四十九歳になるふたりは子供に恵まれず、姪めいの私を本当の娘のように昔からかわいがってくれていた。

　明叔父さんはよく笑う人だった。佳代さんは優しくて、親身に私の話を聞いてくれる人。少し歳の離れたお兄さん、お姉さん的存在でもあったと思う。

　大きくなるにつれて会う機会は減っていったけれど、よく電話ではやり取りをしていた。そんなふたりなら、必ず私の力になってくれるはずと母に言われ、私は取る物も取りあえず、明叔父さんに連絡を取った。

　明叔父さんは口を挟はさむことなく最後まで私の話を聞き、「空き家になっている離れがあるから、身体ひとつでおいで」って言ってくれたんだ。

　身み籠ごもった私を佳代さんとともに温かく受け入れ、出産までサポートしてくれた。

　出産後も慣れない子育てを一緒にしてくれて、星斗と星七を本当の孫のように溺愛している。

　家にあるおもちゃも、ほとんどがふたりにプレゼントされたものだ。星斗と星七もふたりを「じい」「ばあ」と呼んでいるから余計にかわいいのかも。

　すくすくと元気に育った星斗と星七は一歳半になる。言葉も少しずつ覚えてきたし、元気に駆け回っている。まぁ、その分目が離せなくもあるけど、ふたりの成長がなにより嬉しい。

「ん、お味噌汁はこれでいいかな」

　星斗と星七が朝の情報番組を夢中で見ている間に、手早く朝食の準備を進めていく。豆腐と人参、大根の味噌汁に作り置きしておいた鮭のムニエル。それと小さく握ったおにぎり。

　それらをテーブルに並べてふたりを呼ぶと、元気に駆け寄ってきた。

「はい、じゃあふたりとも椅子に座って、ちゃんといただきますをしてね」

「はーい！」

　元気よく返事をしたふたりは、一緒に手を合わせて仲良くおにぎりを頬張る。さすが双子と言うべきか、いつも最初に食べるものは決まって同じ。他にも妙にシンクロする時があるんだよね。

　そんなふたりを微笑ましく眺めながら私も味噌汁を啜すすった。

「星斗、星七。ご飯食べ終わったら今日もじいとばあのお手伝いをしようね」

「するー！」

「もーもーにまんまあげる！」

　大喜びするふたりにつられて、私まで笑ってしまう。

「うん、牛さんにご飯あげようね」

　叔父夫婦は従業員を雇い、敷地内でハムやソーセージなどの手作り体験を実施したり、レストラン、さらに小さなカフェを経営したりしている。

　あまり戦力にはならないけれど、少し前から三人で牛の飼育の手伝いをしていた。そして来月からは星斗と星七を保育園に通わせて、バリスタとしての経験を活かし、カフェの手伝いをする予定だ。

　明叔父さんと佳代さんは「なにも保育園に預けてまで手伝わなくてもいい」と言ってくれたけど、ふたりには本当にお世話になったんだもの。

　これから少しずつ恩返しをしていきたい。それに星斗と星七にとっても、同い年の子と交流を持つのはいいことだと思う。

　同年代の子と触れ合わなくては学べないことや経験できないこともあるはず。

　なにより私にとっても大きな一歩だ。このままずっと明叔父さんと佳代さんに甘えっぱなしではいけないもの。

　自分のカフェを開きたいという夢はまだ諦めていない。いつか星斗と星七の子育てを終えたら実現させたいと思っている。

　そのためにもカフェの手伝いをさせてもらえるのは大きな経験となる。お給料も出してくれると言っていたし、ありがたくいただいて少しずつ貯蓄していきたい。

　これまで働いていた時の貯蓄は残りわずかとなってきているし、星斗と星七を育てるためにはお金はいくらあっても足りないから。

「ママー、はーく！」

「マーマ！」

　牧場に行くのが待ちきれないふたりは、玄関で私を急せかすように呼ぶ。

「あと少しだけ待ってて」

　急いで身支度を整えて玄関に向かおうとしたけれど、顔を洗う時に外したままの指輪を思い出して引き返す。

「大事なものを忘れていた」

　洗面台に置きっぱなしの指輪を見て、胸が苦しくなる。

　納得して別れたはずなのに、最後にプレゼントされたこの指輪を見るたびに、優星君との幸せな日々を思い出して、時には泣きそうになってしまう。

　私の心の中にはずっと彼がいる。

　指輪にチェーンを通して、首から下げ、服の中にそっとしまった。普段は左手薬指にはめているけれど、仕事中だけは失くさないようにチェーンに通している。

　そしてまた仕事が終わればすぐに指輪をはめていた。ある意味、お守りみたいなものだ。

　優星君とは妊娠後にさらに連絡を取る頻度を減らしていき、明叔父さんのところへ引っ越すと同時にスマホも買い替え、完全に連絡を絶った。

　それと両親にも最後のお願いとして、私の行方ゆくえを尋ねてくる人がいたら、親子の縁を切ったから知らないと伝えてほしいと言こと伝づてをしてある。

　だから私がここで双子を出産したことも、彼が考えてくれた名前を付けた子供たちが、すくすくと元気に育っていることも知らない。この先もずっと知らせないつもりだ。

　私はもう恋愛をすることができないと思う。だって優星君以上に好きになれる人と出会える自信がないもの。

　それでもいい。私には大好きな人との間に授かった星斗と星七がいる。ふたりだけは、なにがあっても守り抜く。

　そしてふたりを女手ひとつでも立派に育てることが、もうひとつの私の夢でもある。

　毎日目まぐるしく過ぎていくけれど、こんな日々がたまらなく愛おしい。

「ママー？」

　玄関からふたりの私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「ごめんね、今行くよ」

　急いで玄関へ行けば、ふたりは靴を履いた私の手をそれぞれ握った。

「星斗、星七。大好きだよ」

　頻繁に伝えている気持ちを言えば、ふたりは目をぱちくりさせた後、とびっきりの笑顔を見せた。

「せいともだよ」

「せなもー！」

　愛らしい返事に頬が緩む。今日も一日頑張れるよ。

「よし、じゃあ行こう！」

「うん！」

「いくー！」

　小さな命を大切に育てていく。それが今の私にとっての幸せ。だからどうか優星君も夢を叶えて幸せに暮らせていればと願っている。たとえその幸せが、私以外の人と結婚することによるものだとしても。










『約束通り、迎えに来たよ』




　それはある日の夕食時のこと。なんの前触れもなく星斗と星七が言い出した。

「ママ、パパはどこ？」

「パパは？」

「……え？」

　驚き固まる私にふたりは、上うわ目め遣いで続ける。

「ゆうちゃんのパパはねー、すごくおおきいの！　せーとのパパは？」

「せなもパパみたい」

「えっと……」

　返答に困り、頭を悩ませてしまう。

　保育園に通い始めた星斗と星七もつい先日、二歳になった。自分でできることも増えてきたし、保育園に通い始めたからか、言葉を覚えるスピードが速くなっていると感じていた。

　日に日に大きくなるふたりの成長が嬉しくもあり、このままではあっという間に大人になってしまうのでは？と少し寂しくも思っていたけれど……。

「ねぇ、パパは？」

「パパはどこにいるの？」

　いつかはこの質問をふたりからされると覚悟をしていた。でもまさかこんなにも早く聞かれることになるなんて。

　どうしよう、どう答えたらいい？　どうすればふたりを傷つけないで済む？　いや、ひとりで産んで育てると決めた時から、ふたりに両親がいる幸せを与えてあげられないのは決まっていた。

　いずれは伝えなくてはいけないことだけれど、今はまだふたりに悲しい思いをさせたくない。

　小さく深呼吸をして私はふたりを交互に見た。

「あのね、星斗と星七のパパは今、お仕事で遠くにいるの」

「とおく？」

「そうなの。ちょっと待っててね」

　急いで寝室へ向かい、タンスの奥にしまってあった優星君との思い出を詰めた箱を取り出した。

　その中にはふたりで撮ったたくさんの写真がある。アルバムを手にして戻り、ふたりに見せた。

「ほら、これが星斗と星七のパパだよ」

　興味津しん々しんでアルバムを覗き込んだふたりは、目をキラキラさせた。

「うわぁー、せなのパパイケメンだぁ」

　やだ、星七ってばいつの間に〝イケメン〟なんて言葉を覚えたのだろうか。

　おかしくてクスッと笑ってしまった。

「カッコいい……！　せいともパパみたいになる？」

「そうだね、星斗も大きくなったらパパみたいにカッコよくなるかも」

「やったー！」

　無邪気に喜ぶふたりに笑みがこぼれる。

　今はまだ真実を告げなくてもいいよね。ふたりが理解できる年齢になったら包み隠すことなくすべてを話そう。星斗と星七には知る権利があるもの。

「パパをもっとみたい！」

「いいけど、ご飯を食べ終わってお風呂に入ってからね」

　私が言えばふたりは声を揃えて「はーい！」と元気よく返事をした。

　この日の夜、いつもは布団に入ったら絵本を読んでと言うふたりが、遅くまで優星君の写真を眺めていた。

　その姿を見て私は心が痛くてたまらなかった。




「そっか、星斗と星七がそんなことを……」

「きっとお友達のパパを見て、自分たちにはいないことを不思議に思ったんでしょうね」

　次の日の休憩時間。牧場のレストランで昼食をとっている際に、私は明叔父さんと佳代さんに昨夜の出来事を話した。

「まだ本当のことは話したくなくて、咄嗟に仕事で遠くにいるなんてベタなことを言っちゃったけど、それでよかったのかな？」

　両親とは絶縁状態の私にとって、ふたりが本当の両親のような存在。普段からどんな些細なことも話し、こうして相談している。

　今回もどれが正解だったのかわからなくて聞くと、ふたりは顔を見合わせた後、真剣な面持ちで言った。

「俺は間違っていないと思うぞ」

「私もよ。だってふたりはまだ二歳になったばかりですもの。本当のことを話したところで理解できないでしょうし、それよりも自分たちには父親がいない事実を悲しく思うかもしれないもの」

　ふたりも自分と同意見だと知ってホッと胸を撫で下ろす。

　子育てはなにもかもが初めてで、本当にどれが正解なのかわからない手探り状態。育児書を読んでもわからないことの方が多い。

　子供はひとりひとり個性を持っているんだもの。完璧な育児書など、この世にないのかもしれない。

　それを読むよりも、星斗と星七を一番近くで一緒に育ててくれているふたりに聞く方が安心できる。

　食事を再開して少し経った頃、明叔父さんは私の様子を窺うかがいながら聞いてきた。

「佳代といつか聞こうと思っていたんだが、星奈ちゃんはその……星斗と星七の存在を本当に相手に知らせないままでいいのか？」

　明叔父さんの言葉に手が止まる。そんな私に佳代さんも口を開いた。

「もちろん私たちは星奈ちゃんの気持ちを尊重するわ。でも星奈ちゃんが後悔しないか心配なのよ。……私たちは望んでも子供を授かることができなかったでしょ？　今でも時々思うの、子供ができたらこの人とどんな風に喜んでいたんだろうって。嫌いで別れたわけではないんだもの、星奈ちゃんたちはその喜びを分かち合うことができるのよ？」

「佳代さん……」

　そう、だよね。世の中には子供が欲しくても授かれない夫婦がたくさんいる。私は幸運にもふたつの命を授かれた。

　愛し合っている者同士なら、これがどれほど嬉しいことか。……きっと優星君なら喜んでくれたに違いない。

　私たちが別れずに交際を続けていて、そこで妊娠を告げた時の彼の姿を想像しただけで泣きそうになる。

　小さく息を吐いて、心配するふたりを安心させるように笑顔を取り繕った。

「ごめんなさい、心配かけちゃって。きっと優星君なら子供がいることを知ったら喜んでくれると思う」

「だったら……！」

「だから余計に言えないの」

　佳代さんの言葉を遮った自分の声は震えていた。

「優星君は喜んで、そして責任を感じると思う。それが私には怖いの、私たちの存在が優星君の幸せの邪魔になるから」

「星奈ちゃん……」

　そろそろ彼がイギリスから帰ってくる頃だ。そうなればきっと、婚約者との結婚が待っているのだろう。

　そんな時に私たちの存在を知られたら？　きっと優星君は責任を取って私と家族になろうとするはず。そうなれば彼の会社での立場は悪くなり、優星君の夢を私が台無しにしてしまう。それだけは絶対に嫌だ。

「だから私はこの先も絶対に星斗と星七の存在を知らせるつもりはない。優星君とは二度と会わないつもりだし、ここにいることを知られないように両親にも口止めしてある。ふたりが心配するような後悔はしないから大丈夫だよ」

　これだけは胸を張って言える。優星君には会うことも星斗と星七の存在を知らせることもなく、私がひとりで育てていく。それを後悔することはないと。

　私の気持ちを理解してくれたのか、明叔父さんと佳代さんは頬を緩めた。

「星奈ちゃんが後悔しないなら、俺たちはもうなにも言わないよ」

「ごめんなさいね、急にこんな話をして」

「ううん、そんな！　私の方こそ心配かけてごめんね。……本当にいつも感謝している。ふたりがいなかったら、私たち親子はどうなっていたか」

　こうして私たちが今幸せに暮らせているのは、明叔父さんと佳代さんのおかげだ。

「なに言ってるんだ？　感謝をするのはこっちの方だ。俺たちを頼ってくれて嬉しかったよ。おかげで諦めていた賑やかな暮らしをすることができているんだから」

「そうよ、星奈ちゃん。私は星奈ちゃんのことを本当の娘だと思っているし、星斗と星七のことは孫だと思っているの。いつまでもうちにいていいんだからね？」

「そうだぞ、自分の家だと思っていい」

　ふたりの気持ちが嬉しくて目頭が熱くなる。

「ありがとう」

　この先、星斗と星七に真実を告げたとしても、きっと悲しませることはないだろう。だって私たちには明叔父さんと佳代さんがいるんだもの。ふたりの存在が星斗と星七にとっても、心強いものになるはず。

　なにより父親がいなくても幸せに過ごして、寂しい思いをさせる暇もないほど愛情をたくさん注げばいい。

　そうすれば星斗と星七は私の決断を受け入れ、理解してくれるよね。

　残りの時間は星斗と星七の話で盛り上がった。




　それから数日が過ぎ、星斗と星七は寝る前に優星君の写真を見るのが日課となっていた。

「パパカッコいいね」

「はやくあいたいねー」

　会わせてあげられないのが心苦しくなるほどに、優星君のことを話すふたりはとても楽しそう。

　ふたりの隣の布団に横になって毛布を被った時、星七が聞いてきた。

「ねぇ、ママ。パパはいつくるの？」

「えっ？」

　返答に困ることを聞かれ、目を瞬しばたかせる。

「せいともはやくあいたい。パパ、もうくる？」

「えっと、それは、ね……」

　ふたりは私の布団に潜り込んできて、期待に満ちた目を向けてきた。

「いつ？」

「うーん……ママもわからないから今度、パパに聞いておくね」

　苦し紛れに言えば、ふたりは「ぜったいだよー」「ゆびきりげんまんね」と念を押してきた。

「たのしみだねー」

「せなはねー、パパにだっこしてもらう」

「せいともー！」

　無邪気にパパに会ってからのことを話しているふたりを見ると、本当に胸が痛くてたまらなくなる。

　いつまでこうやってごまかせるのかな。最初から期待を持たせることは言わず、パパはいないと伝えるべきだったのかも。

　正しいと思ったことでも、やっぱり間違いだったのかと不安になる。子育ては常に手探りだ。

「ほら、ふたりともそろそろ寝ないと明日起きられなくなるよ？」

「たいへん！　ねよう、せいと」

「うん、そうだね」

　自分たちの布団には戻らずに、私にぴったりとくっ付いてきたふたりが愛おしい。

「おやすみ、ママ」

「ママおやすみー」

「うん、おやすみ」

　今後のことをちゃんと考えようと心に決め、ふたりに毛布がかかっていることを確認し、私も目を閉じた。




　次の日も星斗と星七は元気に保育園へ向かい、日中は明叔父さんの牧場内にあるカフェで働き、一日はあっという間に過ぎていく。

　十七時過ぎに牧場を出て、車で保育園へふたりを迎えにいく。

　こっちに引っ越してから車がないと生活に不便だと知り、出産して落ち着いた頃に免許を取った。

　子育てをしながらだから時間はかかってしまったけれど、無理してでも免許を取ってよかったと思っている。

　保育園の送り迎えもだけど、買い物にも車がなくてはいけないんだもの。一番近くの病院も車で十五分かかる場所にあるし。

　都会とは違った暮らしに最初は戸惑ったけれど、今ではここでの生活がとても気に入っている。

　星斗と星七をのびのびと育てることができるし、自然豊かな環境が私にも合っている気がするから。

　できることならここで自分のお店を持ちたいとも思っている。

　車を走らせること約十分、保育園に着いて迎えにいくと、友達と園庭で遊んでいたふたりは私に気付き駆け寄ってきた。

「ママだー！」

「おかいりー！」

　ふたりのこの笑顔を見るとどんな疲れも吹き飛ぶよ。

「遅くなっちゃってごめんね」

　勢いそのままに抱きついてきたふたりを抱きかかえようとしたけれど、成長して体重も増え、昔のように同時には抱き上げることができなくなってしまった。

　代わりにギューッと抱きしめ返した。

　先生からふたりの一日の様子を聞いて荷物を受け取り、車へと戻る。その短い道中で星斗と星七は今日誰と遊んだのか、なにをやったのかを楽しそうに話してくれた。

　ふたりの話を聞きながら車のドアを開けて、ひとりずつ後部座席のチャイルドシートに乗せていく。

「よし、じゃあ帰ろうか」

「うん！」

「かえるー！」

　両手を上げて答えたふたりに笑いながらドアを閉め、運転席に乗り込みエンジンをかけた。すぐにふたりが好きな童謡をかけて車を発進させる。

　車内にかわいい歌声が響く中、帰ってからのことを頭の中で考える。

　えっと、まずは着替えさせてそれから夕食の準備をして……あ、その前に洗濯物を取り込まないと。

　いつも星斗と星七を保育園に迎えにいった後、家に帰る前に牧場に寄り、明叔父さんと佳代さんに会いにいくのが日課になっている。

　ちょうどふたりも仕事を終えて、事務所で売り上げの計算などをしている時間だから、五人でお茶をしながら様々な話をするのだ。といっても主に星斗と星七の話を私たちが聞いて癒いやされているようなものだけど。

　事務所近くの従業員専用駐車場に車を停めると、そこには見知らぬ高級車が一台駐車してあった。

　もしかして明叔父さんのお客さんかな？　定かではないけれどお客様が来ているのは事実。今は事務所に行かない方がいいかも。

　そう思い、まずは星斗を車から降ろして星七を降ろそうとした時、星斗が一目散に事務所へと駆けていった。

「じいー！」

「あ！　待って星斗」

　急いで星七を降ろすと、星七もまた星斗の後を追う。

「せいとまってー！」

「あぁ、もうふたりとも待ってって言っているのに」

　急いで荷物を降ろしてドアを閉めたら、事務所の扉が開いた。その音を聞いて事務所の方を見ると、スーツを着たひとりの男性が出てきた。

　男性が現れた途端、星斗と星七の足が止まる。そして私は目を疑った。

「う、そ……」

　私は今、夢か幻を見ているのだろうか。そんなことを考えてしまうほど、ここにいるはずのない人物が目の前に現れた。

　三年経って随分と大人の男性になっていたけれど間違いない。……優星君だ。

「パパだー！」

「パパがきた！」

　毎日寝る前に写真を見ていた星斗と星七も気付いたようで、一目散に駆けていく。そんなふたりを目にしても動じることなく優星君は膝を折って、両手を広げた。

　迷いなく優星君の胸に飛び込んだふたりを、優星君は優しく抱きしめる。

　目の前で起きている現実が、まるで映画の中のワンシーンのように見えた。それほど私にとっては信じられない光景だった。

　どうして優星君がここに？　どうやってわかったの？　それよりも優星君は星斗と星七のことを知っていた？　そうでなければ、いきなりパパと呼ばれて動揺するはずだもの。

　突然の出来事に頭の中はパニックに陥る。

「あいたかったよ、パパ」

「俺もだよ……っ」

　星斗に言われて答えた優星君の声は震えていた。そしてふたりを離し、ジッと見つめる。

「だけどよく俺がパパだってわかったな」

「それはねー、ママがパパをみせてくれたから」

　そう言うと星七は私を指さした。ふたりから私に視線を向けた優星君にドキッとなる。

　目が合い、すぐに逸らしたいのにそれができない。

　二度と会うつもりはないと思っていたけれど、本当はずっとずっと会いたかった。だって今でも私は優星君のことが大好きだから。

　感情が一気に溢れ、私も星斗と星七のように優星君に抱きつきたい衝動を必死に抑え込む。

　そんな私に向かって優星君は目を細めた。

　昔と変わらない柔らかな笑顔に胸がギュッと締めつけられる。

「おいで、ふたりとも」

　優星君は軽々とふたりを同時に抱き上げた。嬉しそうに優星君にしがみつく星斗と星七を愛しそうに見つめた後、ゆっくりと私の方へ歩み寄ってくる。

　距離が近づくたびに胸の鼓動が高まっていく。そして私の目の前で足を止めると、優星君はふわりと笑った。

「約束通り、迎えに来たよ星奈」

「優星君……」

　もう三年も前の出来事なのに、空港で別れた日のことを鮮明に思い出す。

　こうして優星君が迎えにきてくれることは、絶対にないと思っていたのに。

「ママ、どうしたの？　いたいいたいなの？」

「なかないで、ママ」

　急にオロオロし出した星斗と星七に言われて目元に触れると、無意識のうちに泣いていたことに気付いた。

「ごめん、違うの。ママは悲しいんじゃなくて……」

　だめだ、胸がいっぱいで言葉が続かない。

「ちがうの？　じゃあどうしてないているの？」

　心配するふたりに申し訳なくなる。

「ふたりとも、大丈夫だよ」

　そう言うと優星君は私に寄り添う。星斗と星七を抱っこしているから両手は塞ふさがっている。それなのにこうして近くに寄り添ってくれただけで、懐かしい彼の温かさを感じられた。

「迎えにくるのが遅くなってごめん」

　どうして急に音信不通になったのか、なぜ黙って星斗と星七を出産したのか。聞きたいことはいっぱいあるはず。

　責められてもいいのに優星君はそれをしない。それどころか〝ごめん〟と謝る。

　そんな優星君がたまらなく好きで私は涙を止める術すべを失い、星斗と星七に心配されながら彼の腕の中で大泣きしてしまった。










『俺と一緒になってほしい　優星ＳＩＤＥ』




　なにげない日常の中で出会えた星奈とは、運命の赤い糸で結ばれていると信じていた。

　彼女以上に好きになれる相手とはこの先絶対に出会えない。だからどんなに離れても気持ちは繋がっている。俺たちなら大丈夫だと思っていた。

　それでもやっぱり三年もの間、離れて暮らすことに不安を覚え、空港でプロポーズをした。俺が贈った指輪が少しでも彼女に近づく男へのけん制になればいいと、邪な気持ちも抱いて。

　だけど遅かれ早かれ俺は間違いなく星奈にプロポーズをしただろうし、イギリスから戻ったら結婚するつもりでいた。

　俺のプロポーズを受け入れてくれた彼女も同じ気持ちだとばかり思っていたが、それは違ったようだ。




《おかけになった番号は、現在使われておりません》

　何度かけても同じ機械的な音声しか返ってこない。

「どういうことだ？」

　電話番号を確認するも、星奈のもので間違っていなかった。それなのに、なぜ繋がらない？

　突然星奈と音信不通になったのは、イギリスに来て半年が過ぎた頃だった。

　そろそろ寝なくてはいけないとわかっていても、信じられなくて繋がらない番号へかけ続けた。だけどどんなにかけたところで、聞こえてくるのは同じ音声だけ。

　初めはこまめに連絡を取り合ってきた。だけど星奈から仕事が忙しいと言われるようになり、時差もあることから電話をする回数が徐々に減っていた。

　いつからかメールのみのやり取りとなったものの、俺も新たな環境で仕事を覚えることに精いっぱいで、そのメールでさえ返信を怠おこたるようになっていった。

　それでも星奈とは気持ちが繋がっている、仕事が忙しいのは彼女も同じ。そんな星奈の存在を心の拠より所どころにして、俺は朝から夜遅くまで仕事に明け暮れた。

　その結果がこれなのかもしれない。

　電話をかけるのをやめ、ソファの背もたれに身体を預けた。そのまま天を仰ぐ。

　俺に愛想が尽きたのか？　それとも他に好きな人ができた？

　少なくとも俺は、あと半年は日本に戻ることができない。そんな俺より、身近にいる相手に心を奪われたのだろうか。

「いや、星奈に限ってそんなことあるわけがない」

　不安をすぐに払拭してソファから立ち上がった。いつの間にか夜が明けていて、カーテンの隙間から日差しが差し込んでいる。

　ゆっくりと窓へ向かい、カーテンを勢いよく開けると太陽の眩しさに目を細めた。

　日本とイギリスの時差は約八時間。今は五時過ぎだから日本では十三時頃か。きっと星奈はあのカフェで忙しなく働いている頃だろう。……いや、本当にそうなのか？

　そもそも音信不通になった原因は俺への愛想が尽きたからではなく、彼女の身になにかあった可能性もある。

　星奈の安否を確認しようにも、その術がない。

　こんなことなら日本を発つ前に彼女のご両親に挨拶をしていくべきだった。

　よく考えれば俺たちに共通の友人はおらず、カフェに仲が良い友人がいるとは聞いていたけれど、その友人の連絡先も知らない。

　これでは星奈になにかあったとしても、知ることができないじゃないか。

　どうして離れる前にこのことに気付かなかったのだろうか。すぐには会いにいけない距離にいるんだ。

　信用のおける友人を星奈に会わせて、交流を持たせるべきだった。なにかあったら俺に連絡がくるようにしておけば、こんなに困ることもなかったのに。

「くそっ」

　遣やり場のない怒りをぶつけるように壁を叩いた。

　とにかくどうにかして星奈の安否を確認しよう。

　それから俺は日本にいる友人に頼み、星奈の勤め先のカフェに行ってもらった。どうして音信不通になったのかは二の次。まずは彼女が無事ならそれでいい。

　しかしその願いも虚しく、友人から何日間かカフェに通ったが星奈はいなかったと聞き、耳を疑った。

　そんなはずはない、星奈があのカフェを辞めるなんてありえない。

　無理を承知で星奈のことを店員に聞いてもらったところ、彼女はすでに退職しており、行方はわからないと言ったらしい。

　いても立ってもいられず、俺は無理を言って一時帰国をした。一度も入ったことはないが、彼女を家まで送り届けたことは数えきれないほどあるから、星奈の住む家は覚えている。

　緊張しながら訪ねたところ、ご両親ともに在宅でそこで俺は信じられない話を聞かされた。星奈とは親子の縁を切ったから、どこでなにをしているのか知らないと。

　彼女からはいつも、家族との関係は良好で、よく自分の夢を応援してくれている父親のことが大好きで尊敬していると聞かされていた。

　そんな星奈の父親は嫌悪感を露あらわにして『星奈の話など聞きたくない』と言い、俺を追い払ったのだ。

　彼女の実家を訪れば、簡単に行方を掴めると思っていたのが間違いだったようだ。

　星奈の家を後にした帰り道、進む足は重い。

「今、どこでなにをしているんだ？」

　ぽつりと漏らし、立ち止まって空を見上げた。

　同じ空を見上げている？　それとも日本にいない？　俺はもう星奈に会うことができないのか……？

「そんなの、無理だ」

　星奈のいない人生など意味がない。きっとなにか事情があったはずだ。大好きな職場を辞め、俺と連絡を絶ったなにかが。

　あらゆる可能性を考え、自分の両親に一度も星奈のことを打ち明けていなかったが、探りを入れてみた。

　父は俺に結婚を考えている相手がいることに驚きながらも、反対することはなく、今度会いたいと言ってきた。

　なにかと結婚に関してうるさい母を疑ったが、母も初めて聞いた反応を見せ、今は仕事に集中するように釘を刺しただけ。

　ふたりが星奈に接触してなにか言った可能性は薄い。だとすれば、他にどんな理由がある？

　その答えを出すことができないまま俺はイギリスに戻った。しかしどうにか時間を作ってたびたび帰国し、星奈の行方を捜し続けた。

　そしてやっと星奈の親友で一緒にカフェで働いていた飯塚公佳から話を聞くことができたのは、捜し始めて二年もの月日が過ぎた頃だった。

　ホテルのラウンジで待っていると、飯塚さんは気まずそうにやって来た。よくカフェで星奈と楽しそうに話していたから、彼女のことはよく覚えている。

　きっと彼女なら星奈の行方を知っているはず。期待に胸が膨らむ中、俺は立ち上がって丁てい寧ねいに対応をした。

「来てくださり、ありがとうございます。どうぞおかけください」

「……はい」

　警戒されているのがヒシヒシと伝わってくる。それともなにか俺に隠さなくてはいけないことがあるから、こんなにも警戒心を露わにされているのだろうか。

　疑心暗鬼になりながらも先に座った彼女に続いて椅子に腰かけた。

「どうぞお好きなものを注文してください」

「じゃあアイスコーヒーをお願いします」

　俺が渡したメニュー表を手に取ることなく言って、飯塚さんは目を伏せた。

「わかりました」

　注文を取りにきた店員にアイスコーヒーをふたつ注文すると、すぐに運ばれてきた。

「どうぞごゆっくりお過ごしください」

　店員が去っていき、はやる気持ちを抑えながら俺はさっそく本題に入った。

「本日は貴重なお時間をいただき、ありがとうございます。……お電話でもお話しした通り、星奈に関してお聞きしたいことがあります」

　星奈の名前を出すと、彼女は反応を示す。それを見てなにか知っていると確信を持った俺は続けた。

「この二年間、ずっと星奈の行方を捜してきました。そしてやっと飯塚さんにたどり着いたんです。お願いします、なにか知っているのなら教えてくれませんか？」

　しかし彼女は俺と目を合わせることなく、固く口を閉じたまま。そんな飯塚さんに向かって頭を下げた。

「俺にとって星奈は唯一無二の大切な存在なんです。星奈のいない人生など考えられません。お願いします、星奈が無事かどうかだけでも教えてください」

　なによりもまず先にそれが知りたい。星奈は元気なんだよな？　まさか病気になったから俺から離れたわけではないよな？

　ずっと抱いていた不安に襲われながら答えを待つこと数十秒、飯塚さんは小さく息を吐いた。

「香坂さん、顔を上げてください。……星奈のこと、話しますから」

「本当ですか？」

　勢いよく顔を上げた俺に飯塚さんは頷うなずいた。

「まず星奈は元気です。……今は栃木県で牧場を経営している叔父さんの家で暮らしています」

「栃木、ですか」

　星奈は今、栃木にいるのか。

　ホッと胸を撫で下ろした俺に、飯塚さんは言いにくそうに続ける。

「星奈にはきつく口止めされましたけど、同じ子を持つ親として、父親に会うことができないなんて、あまりに子供がかわいそうだから言います」

「えっ……子供？」

　忙しなく心臓が動き出す。

　子供ってどういうことだ？　それに父親に会うことができないって……。

「星奈は今、二歳になる双子と叔父さんの家で幸せに暮らしています」

　二歳になる双子？　それは間違いなく俺との間にできた子供のはず。年齢的に考えてもそうだ。

　しかしなぜ俺に妊娠したことを話してくれなかったんだ？　ひとりで産んだりした？

　そんな俺の気持ちを感じ取ったのか、飯塚さんは顔をしかめた。

「どうか星奈を責めないでください。……星奈は香坂さんのことを思って親と縁を切ってまでひとりで産んで育てると決めたんですから」

「俺を思って親との縁を切ったとは、どういうことですか？」

「それは……」

　そこまで言いかけて飯塚さんは言葉を詰まらせた。

「お願いです、教えてください」

　星奈がどうしてご両親との縁を切ってまで、ひとりで出産して育てると決めたのか知りたい。

「それは、香坂さんの幸せを願ってのことです。香坂さんは大企業の御曹司なんですよね？　仕事が大変な時に迷惑をかけたくない、香坂さんの夢の邪魔をしたくないって言っていました」

「邪魔だなんてっ……！」

　思わず大きな声をあげてしまい、一気に注目を浴びて冷静になる。

「すみません」

　自分を落ち着かせるように深呼吸をして、再び飯塚さんと向き合う。

「俺が星奈のことを邪魔に思うことなど絶対にありません。本当に星奈はそれだけの理由で俺から離れたのでしょうか？」

　ジッと見つめながら聞くと、飯塚さんは目を逸らした。

「すみません、これ以上は私の口からは……。この先は星奈本人に聞いてください」

　そう言うと飯塚さんはバッグから手帳を取り出した。ペンでなにかを書き、そのページを破いて俺に渡す。

「これが今の星奈の連絡先です」

　メモには電話番号とメッセージアプリのＩＤが書かれていた。

「ありがとう」

　これでいつでも星奈に連絡が取れると思うと、メモを持つ手が震える。

「それと、よかったら双子の写真見ますか？」

「いいんですか？」

　前のめりで聞き返すと、飯塚さんはびっくりしながらも頷いた。

「つい先日、送られてきた二歳の誕生日会の時の写真です」

　差し出されたスマホを覗き込むと、そこには無邪気な笑顔で映るふたりの子供がいた。

「この子たちが……？」

　震える声で聞くと、飯塚さんは頬を緩めた。

「はい、星斗君と星七ちゃんです」

「えっ？　それは本当ですか？」

　驚く俺に困惑しながらも飯塚さんは「えぇ、星斗君と星七ちゃんですけど」と繰り返す。

〝星斗〟と〝星七〟それはイギリスに立つ前夜に、いつか俺たちの間に子供ができたら付けたいと星奈に伝えた名前だ。

　その名前を付けてくれたということは、なにか事情があって俺から離れたものの、今でも星奈は俺と同じ気持ちだと信じてもいいよな？

「他にもありますよ。星奈ってば双子のことを溺愛していて、毎日のように写真が送られてくるんです」

　クスクスと笑いながら飯塚さんは画面をスライドさせて、次々と双子の写真を見せてくれた。

「あ、これは三人で映っているものです」

　星奈と双子が笑顔で映っている写真を見て、胸が熱くなる。

「よかった、星奈が元気そうで」

「はい、元気ですよ。私もたまにしか会えていませんが、この前も電話した時……って、香坂さん!?　大丈夫ですか？」

　急に飯塚さんは慌て出し、ペーパーナプキンを俺に渡した。そこで泣いていることに気付き、受け取って涙を拭う。

「すみません、お恥ずかしい姿を見せてしまい。……元気そうな星奈を見たらホッとして」

　気まずく思いながらも正直に話すと、飯塚さんは大きく瞳を揺らした。

「香坂さん、本当に星奈のことが好きなんですね」

「えぇ、もちろんです。……星奈以上に好きになれる女性などいません」

　すぐに答えたら飯塚さんは目を丸くさせた後、嬉しそうに微笑んだ。

「それを聞いて安心しました。親友として星奈には幸せになってほしいんです。星奈のこと、よろしくお願いします。あの子が理由をつけて香坂さんを遠ざけたとしても、どうか離さないでください」

　深々と頭を下げて懇こん願がんする飯塚さんに、動揺してしまう。

　彼女がそう言うには、やはり星奈はなにか理由があって俺から離れたということだ。もう二度と星奈の行方がわからず、不安な思いをしたくない。

　彼女もまだ俺を好いてくれているならなおさらだ。

「はい、なにがあっても離しません。そして絶対に星奈と双子のことを幸せにします」

　力強く答えると飯塚さんはホッとした顔を見せた。

　最後に星奈が世話になっているという叔父さんの牧場の名前と住所を告げ、飯塚さんは帰っていった。

　彼女が帰っても俺は動けずにいた。連絡先が書かれたメモをジッと見つめ、星奈のことを想う。

　本当はこのまま駅へと向かい、星奈に会いに栃木まで行きたい。でも三日後にはまたイギリスに戻らなくてはならない。

　だめだ、焦あせるな。焦ってまた離れていかれたら困る。

　小さく息を吐き、これからのことを考えた。

　会いに行くのはイギリスでの勤務が終わり、日本に帰ってからにしよう。幸いなことに来月には戻れる予定だ。引継ぎを早めれば今月中にも戻ってこられるかもしれない。

　こっちでの生活が安定したら迎えに行くんだ。どんなに拒否されても、何度だって会いに行けばいい、もう二度と離れるものか。

　そうと決まればすぐにでもイギリスに戻ろう。時間がもったいない。

　スマホで一番早い便の空席状況を確認してチケットを取り、俺は足早にホテルのラウンジを後にした。




　その日のうちにイギリス行きの便に乗り、俺は困惑する同僚に早々と引継ぎをして帰国した。

　あれほどこっちでの生活が安定したら迎えにいこうと決めていたのに結局は我慢ができず、栃木に向かったのは帰国して二日後のことだった。

　緊張しながら訪ねた俺を、彼女の叔父である明さんと妻の佳代さんは驚きながらも、快く迎え入れてくれた。

　ちょうど星奈は保育園に双子を迎えに出たばかりらしく、俺はこれまでの経緯をふたりに説明した。

「事情はわかりました。ですがこれは香坂さんと星奈ちゃんの問題ですし、私たちはただ、おふたりが決めたことを受け入れるまでです」

　明さんに続き、佳代さんも口を開いた。

「星奈ちゃんの気持ちを第一に考えてあげてください。あの子は本当にいい子で、今日まで星斗と星七を懸命にひとりで育ててきたんです。どうして香坂さんに告げずに出産し、ひとりで育てる決心をしたのか、その理由を私たちには話してくれませんが、あの子なりに考えて決めたことだと思っています」

「そうだな、星奈ちゃんには星奈ちゃんの思いがあるはずだ。私からもよろしくお願いします」

　頭を下げるふたりにとって星奈は、大切な存在なのだと伝わってくる。彼女がつらい時にふたりがそばにいてくれてよかった。

　だから飯塚さんに見せてもらった写真の中の星奈は、幸せそうに笑っていたのだろう。

「もちろんです。会って彼女の気持ちをしっかりと聞きたいと思っています」

　俺の話を聞き、ふたりはホッとした表情を見せた。

　会ったら星奈はどんな反応をするだろうか。迷惑に思う？　それとも逃げ出される？

　マイナスなことばかりがずっと頭を巡っていく。

　双子は俺をどう思うだろうか。父親だと認めてくれるといいが。

　不安は尽きないし、なにより星奈にどんな顔をされるかがわからないから怖い。

　でも星奈に聞きたいこと、言いたいことがたくさんある。

　緊張しながら星奈の帰りを待つこと数分、車が停車する音が聞こえた。すぐに元気な子供の声と久しぶりに聞く星奈の声が耳に届いた。

　いても立ってもいられず事務所のドアを開けると、写真で見た男の子、星斗は足を止めた。その後ろにいた星七も。

　だけど少ししてふたりは満面に笑みを浮かべて俺をパパと言い、駆け寄ってきた。感動で胸が震え、ふたりを抱きしめる。

　そして三年ぶりに会う星奈を前にしたら想いが溢れた。でもそれは星奈も同じだったのか、泣き出した彼女にたまらず寄り添う。

「ずっと会いたかったよ、星奈」

「優星君……」

　顔を上げた星奈と見つめ合っていると、俺に抱かれた星斗と星七がキャッキャッとする。

「あー、パパとママがラブラブだー」

「いいなぁ、ママだけ。せなもパパとラブラブしたい」

　ふたりに言われて星奈の頬はみるみるうちに赤く染まっていく。俺も自分の子供に冷やかされて顔が熱い。

　なんとなく気まずい空気になる中、事務所から明さんたちが出てきた。

「星斗、星七。こっちにおいで」

「パパとママはこれからデートなの。だからばあたちと一緒に美味しいご飯を食べにいきましょう」

「えぇー」

　明さんたちに言われ、星斗と星七は不満げな声をあげた。

「せいともデートするー」

「せなも」

　ギュッと俺にしがみつくふたりに、愛しさが込み上がる。

　本当はふたりっきりで話をするべきだが、こんなかわいい反応をされたら星斗と星七も連れていきたくなる。

「いいの？　星斗と星七が大好きなお寿司屋さんに行くけど」

　佳代さんがそう言うと、ふたりの態度は一変。

「いくー！」

「おすし！」

　どうやら星斗と星七は寿司が好物のようだ。じたばたと暴れ出したふたりをそっと降ろすと、勢いよく明さんたちのもとへ駆け寄っていった。

　それを少し寂しく思いながらも、俺と星奈が落ち着いて話ができるように気遣ってくれてありがたい。

「星奈ちゃん、星斗と星七は俺たちに任せて香坂さんと一度ゆっくりと話した方がいい」

「話が終わったら連絡をちょうだい。それまで帰らないから」

「すみません、ありがとうございます」

　星奈とともに明さんたちにお礼を言う。

　車に乗って嬉しそうに手を振る星斗と星七を見送り、星奈が案内してくれたのは三人が暮らす家。

「ごめんね、散らかっていて」

「いや、大丈夫だよ」

　玄関から続く廊下には星斗と星七のおもちゃが転がり、リビングにはパジャマが散乱している。

　それらを片付けながら星奈は俺を家に招き入れてくれた。

「座ってて。今、珈琲を淹れるから」

　いつも食事をしているらしき場所は六畳ほどの和室。真ん中にテーブルがあって、他にテレビとおもちゃ箱、それと壁には大きなコルクボードがあった。

　そこには三人の仲睦まじい写真がところ狭しと飾られている。この中に自分が映っていないことが悲しくなるほどに幸せそうだ。

　まじまじと写真を眺めていると、台所からは珈琲の芳しい香りが漂ってくる。そして少しして星奈はカップをふたつ手に持って戻ってきた。

「どうぞ」

「ありがとう」

　カップを置かれた場所に腰を下ろすと、星奈も俺と向き合うかたちで座る。さっそく珈琲をひと口飲んだ俺は懐かしくて頬が緩んだ。

「やっぱり星奈が淹れてくれた珈琲が一番うまいな」

　素直に思ったことを口にすれば、星奈は照れくさそうに笑った。

「ありがとう。安い珈琲豆だけど、ブレンドの配合や淹れ方によってだいぶ味が変わるんだよ。優星君は酸味の強い珈琲が好きだったよね」

「あぁ」

　そんなことを覚えてくれていたのかと思うと嬉しくてたまらない。そして嫌でも期待してしまう。星奈も変わらず俺と同じ気持ちでいてくれていると。

　どうやって聞こうかとタイミングを見計らっていると、星奈はそっとカップをテーブルに置き、恐る恐る俺を見た。

「どうして優星君は私を責めないの？」

「えっ？」

　いきなりそう切り出され、目を瞬かせてしまう。

　星奈は俺に責められると思っているということか？

　すぐに俺もカップをテーブルに置いて言った。

「なに言ってるんだよ、俺が星奈を責めるわけがないだろ？　むしろ俺の方が責められるべきだ。ひとりで双子を出産して育ててくれて、本当にありがとう。……俺にはわからない苦労もしたと思う。大変な時にそばにいられなくてごめん」

　子供をひとりでも育てるのは大変なのに、星奈はふたりも育ててきたんだ。明さんたちのサポートはあったかもしれないが、それでも苦労したことに代わりはないだろう。

「謝らないで。優星君はなにも悪くないでしょ？　妊娠したことを告げずに私が勝手に出産したんだから。……星斗と星七は私だけの子供じゃないのに、黙っていてごめんなさい」

「星奈……」

　深々と頭を下げる星奈に胸が痛む。

　彼女はどんな気持ちでいるのだろうか。不安がよぎる中、星奈は震える声で言った。

「私が勝手に産んだんだもの。優星君はなにも悪くないし、責任を感じる必要もないからね」

　それはまるで俺と一緒になる未来は考えていないと言っているように聞こえる。

「だから私たちのことは気にせず、優星君は優星君の人生を歩んでほしい」

「ちょっと待ってくれ。星奈の言う俺の人生ってなに？」

　どうしてそんなことを言う？　まるで俺にはもう関わらないでほしいような言い方だよな。たまらず声をあげると、星奈の瞳は大きく揺れた。

「優星君、言ってたじゃない。お父さんの会社を継ぐのが夢だって。そのために三年もの間、イギリスに行っていたんでしょ？」

「それはそうだけど、会社を継ぐことだけが俺の夢じゃない」

　声を被せて言い、真っ直ぐに星奈を見つめた。

「俺の人生、会社を継いだって星奈が隣にいてくれなければなんの意味もない。……さっきも言ったよな？　約束通り、迎えにきたって。俺の気持ちは三年前となにも変わっていない。むしろ星奈を好きな気持ちはもっと大きくなっているよ」

　しっかりと自分の気持ちを彼女に伝えたくて立ち上がり、星奈の隣に腰を下ろした。そして小さな手をギュッと握った。

「星奈と連絡が取れなくなって、心配したし怖くなった。星奈のいない人生は考えられないんだ。星斗と星七がいるからじゃない、俺はずっと星奈と結婚すると決めていた。だから空港でプロポーズをしたんだ」

　感情は昂たかぶり握る手の力を強めた時、彼女が指輪をはめていることに気付いた。星奈が左手薬指にはめていたのは、三年前に俺が贈った指輪。

　愛おしくて彼女の手を口もとに近づけ、手の甲にそっとキスを落とした。

「ゆ、優星君……っ」

　俺の手を払いのけ、星奈はまるで茹ゆでダコのように顔を真っ赤にさせた。そんな表情を見せられたら、余裕など失う。

「星奈も同じ気持ちでいてくれたから指輪をしているんだろ？　俺が決めた名前だから星斗と星七と名付けてくれたんだよな？」

「それはっ……」

　言葉を詰まらせた彼女に畳たたみかけた。

「離れている間になにがあったんだ？　なにか理由があって俺との連絡を断ち、ひとりでふたりを出産したんだろ？」

　お願いだから聞かせてほしい。なぜ俺には妊娠のことを告げず、逃げるように去っていったのかを。

　ジッと星奈を見つめて答えを待つ。

「なにもないよ。ただ、優星君と一緒に過ごす未来が見えなくなっただけ」

「俺のことが嫌いになった？」

　間髪を容れずに聞けば、星奈は俺から目を逸らして俯いた。

「そうだよ」

　肯定する言葉に胸が痛む。でも、そうだよと言われても素直に信じることなどできない。

「俺の目を見てちゃんと言ってくれ」

　これが星奈の本心だと信じたくない。本当だと言うなら俺を見てもう一度言ってほしい。過ごした年月は短いが、星奈が嘘を言っているのかどうなのかくらい見破れる。

「星奈、俺を見て」

　一向に顔を上げない星奈に痺れを切らして言うと、彼女はゆっくりと俺を見た。その表情は苦しそうで、今にも泣きそうなのを必死にこらえている。

「優星君を好きじゃなくなったから、スマホを替えて妊娠したことを言わずにひとりで産んだの」

　バカだな、星奈は。嘘だってすぐに見抜けるような顔で言われたって信じられるわけがないだろ？

　星奈がそこまで頑かたくなに話してくれないのはどうしてなんだ？

　その言葉が喉元まで出かかったが、ぐっと飲み込んだ。きっと今聞いたところで答えてくれないだろう。だったら……。

「星奈が俺のことをもう好きじゃないとしても、俺は星奈のことが好きだ」

　愛の言葉を伝えれば、星奈の大きな瞳がまた悲しげに揺れた。

　嫌いだと言われて簡単に諦められるわけがない。

「だからまた星奈に好きになってもらえるよう、できる限り会いにくるよ」

「え？　でも……」

　戸惑う星奈の手を再び強く握った。

「チャンスを与えてほしい。もう一度星奈と一緒に過ごす時間をくれ。もちろんただ会って話をしてくれるだけでいい。……お願いだからもう二度と黙って俺の知らないところに行かないでくれ」

「優星君……」

　他のなにかを失ったとしても、星奈だけは失いたくないんだ。安否がわからない、あの時と同じ不安や苦しい思いを二度としたくない。

　それにこうして聞いても話してくれないのなら、話してくれるのを待つまでだ。愛しい宝物とともにやっと見つけたんだ、なにがなんでも離さない。

「そろそろ明さんに連絡をした方がいいんじゃないか？　星斗たちを連れてだとそう長居はできないだろ？」

「あ、うん」

　慌ててスマホを捜す星奈だが、チラチラと俺の様子を窺ってなにかを言いたそうにしている。

　はっきりと好きじゃないと告げたのに、どうして会いにくるの？　諦めてくれないの？って思っているのかもしれないな。

　それを言わせないために明さんに連絡するように言ったんだ。双子が帰ってきたらそんなこと聞けないだろ？

　ずるいかもしれないけれど、今はただそばにいたい。離れていた分の時間を埋めていきたいんだ。

　きっと星奈ならいつか、どうして俺から離れたのか、その理由を話してくれるはず。俺はそう信じている。

　星奈が明さんに電話をかけたら、食べ終わったふたりを店に留めておくのは難しかったようで、すぐに帰ってきた。

　明さんたちに週末にまた来ることを伝えると、ふたりは嬉しそうに待っていると言ってくれた。

　そして星斗と星七は俺が帰ると聞くや否や大泣きした。そこまで寂しがってくれることが嬉しいと思うと同時に、申し訳なくなった。

　できるならずっと星斗と星七と一緒にいたいけれど、今はまだ無理だ。だからその分、そう遠くない未来に一緒に暮らしたら、思いっきり甘やかしてあげようと思った。




「最後までずっと気まずそうにしていたな」

　帰り道にふと別れ際の星奈の顔が浮かび、運転しながら苦笑いした。

　本当に、なぜあんなにも頑なに理由を話してくれないのだろうか。なにかあったことは星奈の様子から見ると明白だというのに。

　だけどそれもいずれわかる日が来るだろう。行方を掴み、彼女と再会を果たした。あとは星奈とまた以前のような関係になれるように努力するのみだ。

　そのためにも週末は必ず栃木に行けるよう、平日に仕事を頑張らないとな。三年も離れていると、いろいろと変わっているだろうし、覚えなくてはいけないこともある。

　車を走らせて約一時間半、たどり着いた先は三年ぶりの実家。家が見つかるまでの間だけ住むことにしたが……正直、気が重い。

　玄関に入ると、俺が幼い頃から住み込みで家政婦を務めてくれている矢や田ださんが駆け寄ってきた。

「おかえりなさいませ、優星坊ちゃま」

　昔と変わらない呼び名で呼ばれ、気恥ずかしい気持ちになる。

「矢田さん、いい加減にその〝坊ちゃま〟はやめてくれませんか？」

　靴を脱ぎながら言っても、矢田さんは笑うだけ。

「いいじゃないですか、いくつになっても私にとって優星坊ちゃまは、優星坊ちゃまなんですから」

「そうは言っても、俺ももう二十九歳ですよ？」

　五十五歳になる矢田さんから見たら、俺はちょうど子供みたいな年齢なのかもしれないが、来年には三十歳になるのだからやはり恥ずかしいものがある。

「せめて家の外では絶対に呼ばないでください」

「はいはい、わかりましたよ」

　軽くあしらい、「珈琲でも淹れましょう」と言う矢田さんの後を追って廊下を進む。すると母が階段から降りてきた。

「おかえり、優星。ちょっといいかしら」

「なに？　帰って早々に」

「いいから来なさい。矢田さん、優星と話があるから悪いけど珈琲は後にしてくれる？」

　厳しい口調で言い、母はリビングに来るよう目で促す。

「かしこまりました」

　一礼をして去っていく矢田さんに〝ごめん〟と小声で謝った。

　母が俺に話したいことと言ったら、ひとつしかない。それがわかるからこそ憂ゆう鬱うつになる。

　それでも無視するわけにはいかず、先にリビングに入った母を追う。

「座りなさい」

　向かい合うかたちで座るように言われるがまま腰を下ろすや否や、母は俺に向かって深いため息を漏らした。

「優星、あなたちゃんと美み野の里りさんと会っている？　美野里さんはずっとあなたの帰国を心待ちにしていたのよ？」

「そんなことを言われても俺は困るだけだって、もう何度も言っているよな？」

　尾おの上うえ美野里とは、母親同士の仲が良いことから幼なじみのような存在だった。三つ下と年齢も近いことから幼い頃はよく遊んでいたが、それ以上の関係だとは思っていない。

　大きくなるにつれて会う回数は減っていったし、年に数えるほどしか顔を合わせていない。

　しかし母親たちは違ったようで、昔からずっと俺たちを結婚させようと密かに話していたらしい。

　それが強引に進められたのはちょうど二年前のこと。俺がさり気なく星奈のことを話したのをきっかけに、恋人がいることを知られた。さらには彼女に振られたと思った母は、後継者として見合う相手と家庭を持つべきだと言って、美野里との婚約の話を強引に進めた。

　美野里の父親はメガバンクの頭取を務めており、うちの会社とも取引きをしている。ひとり娘の彼女と結婚をすれば、大きな融資を受けることが容易になる可能性もあり、会社にとっては意味のある結婚となるだろう。

　父から引き継ぐ会社を大きくしたいという野望はある。だが、仕事と結婚は別物だ。それに俺が結婚したいと思うのは、たったひとりだけだから。

「母さんが勝手に決めただけで、俺は美野里と婚約したつもりはない」

　何度も言っていることを伝えると、母は顔をしかめた。

「私も何度も言っているでしょう？　美野里さんと結婚するのが優星にとって一番の幸せだと。あなたはまだそれに気付けていないだけよ」

　この話になると堂々巡りになる。だから実家で暮らすことが嫌だったんだ。母はなにひとつ俺の話に耳を傾けようとしないのだから。

　これまで星奈に関してははっきりと告げなかった。俺がいない間に母が星奈に会いにいき、美野里との結婚を強引に進めるために傷つける可能性も捨てきれなかったからだ。

　しかし日本に帰ってきた今は、そばで星奈を守ることができる。それに星奈と結婚するには母に納得してもらい、美野里との婚約を早くに解消してもらう必要もある。

　いい機会だ、今星奈のことを話すべきではないか？　そう思い、母に切り出した。

「母さん、俺には結婚を約束した女性がいるんだ。……イギリスに行く前から交際していた。それに彼女との間に双子の子供もいる。近々、彼女と入籍して一緒に暮らしたいと思っているんだ」

　事実とはいえ、母からしたら青天の霹へき靂れきだったはず。しかし俺の話を聞いても母はいっさい表情を変えなかった。

　どうしてなにも言わずに黙っているんだ？　まるで最初からすべて知っていたかのように見える。

　様子を窺う俺に、母は小さく息を吐いた。

「本当に、どうして優星はあんな女に引っかかったりしたの？」

「えっ？」

　まるで星奈を知っているかのような口ぶりに戸惑う。

「三年前、優星のために身を引いた聞き分けのいい子だと思ったら大間違いね。まさかこっそりあなたとの子供を身籠もり、出産していたなんて」

　やはり母は星奈のことを知っていたんだ。そして星奈が急に俺との連絡を断ったのは、母のせいだったのか？

　言葉が出てこない俺に、母はとげとげしい声で続ける。

「もしかしたらあの双子はあなたの子供ではない可能性があるわ。子供を口実にうちの財産を横取りしようとしているのかも」

「……っ！　なにを言ってっ」

　星奈がそんなことをするわけがないだろう。いくら母でも星奈を侮ぶ辱じょくすることは許せない。

　怒りに身を任せて立ち上がり、声を荒らげた俺に対して母は至って冷静だった。

「向こうはあなたに子供を認知しろと言っていないのでしょう？　だったらもう二度と会ってはダメよ。……今日で最後にしなさい。何度も会って子供に情が湧いたら大変だわ」

　自分の母親ながら、人はここまで冷徹になれるものなのかと怖くなる。星斗と星七は母にとって孫だろ？　それなのに、情が湧いたら大変だとかよく言えるな。

　そんな母に感情的になったらだめだ。

　沸き起こる怒りを鎮めて腰を下ろした。

「なんと言われようと俺は星奈と結婚する。それと今後、もしなにか星奈に言ったりしたりしたら許さないから」

　すると母は顔を歪めた。

「母親よりもあの女を取ると言うの？」

「あぁ、俺にとってなにより大切にしたい存在なんだ。……それに俺の人生は俺のものであって、母さんのものではない。自分の未来はすべて自分で決めていく」

　立ち上がるとすぐに「優星！」と呼び止められたが、聞く耳持たずにドアへと向かう。

　そしてドアノブに手をかけた時、母が大きな声で叫んだ。

「あんな女との結婚など、私は絶対に許しませんからね！」

　だけど立ち止まることなくリビングを後にして、自分の部屋へ向かった。

　イギリスから送った荷物は段ボール箱に入ったままで、ベッドやテレビといった昔使っていた家具しかない。

　そのままベッドの上で仰あお向むけになり、瞼を閉じた。

　まさか母が星奈に俺と別れるよう言っていたとは。だから星奈は俺との連絡を断ち、ひとりで星斗と星七を産んで育てると決めたんだ。

　俺は気付いてやれることができず、二年前に知らないと言った母の言葉を鵜呑みにしてしまった。あそこでもっと強く追及していればよかった。

　きっと星奈は俺の幸せを願って俺と離れることを決めたんだよな？　でも星奈、それは決して俺の幸せじゃない。星奈がいなければ幸せになれないんだ。

　これからはなにがあっても星奈を守る。

　心に決めて起き上がり、まずは荷ほどきから始めてこの日は遅くまで仕事の資料に目を通した。










『すべてのことから守る』




「パパー！　ぐるぐるしてー」

「あ、せいとずるい！　パパ、せなもだっこして！」

　土曜日の九時過ぎ、優星君が来るなり星斗と星七は玄関を飛び出して、車から降りた優星君の足にギュッとしがみついた。そんな双子を見て優星君は嬉しそうに笑う。

「わかったよ、順番にやってやるから」

　膝を追って双子の頭を優しく撫でる優星君の表情はとても優しくて、こうして見ていると本当の父親のよう。

　いや、優星君は双子にとって父親で間違いない。でもまだ出会って一カ月ほどしか経っていないのに、星斗も星七も優星君にすごく懐いている。

　彼が来たら私など目に入っていないもの。

　それがちょっぴりおもしろくないというか、寂しいというか……。子供じみた悩みに頭を悩ませていると、優星君はさっそく星斗の願いを叶えてあげた。

　優星君に両手を掴んでぐるぐると回してもらって、すごく楽しそう。私の力ではやってあげられないことだ。

　ひとりでも立派に育ててみせる、ふたりに寂しい思いなんてする暇もないくらい幸せにしてあげようとずっと意気込んでいたけれど、それも限界があるのだと思い知る。父親の役目を私はやっぱりできない。

　次に優星君は星七を抱っこする。そうしたら星七は嬉しそうに彼にしがみついた。

　優星君は約束通り、毎週末必ず来ている。最初は近くのホテルに泊まって日曜日もまた会いに来てくれていたけれど、それを知った明叔父さんが母おも屋やに泊まるよう言った。

　そうなると双子も、パパと寝る！と言って聞かず、三人で寝ている。

　二日間、双子とめいっぱい遊んで、さらには私との時間も大切にしてくれた。双子が寝た後に離れに来て、他愛ない話を夜遅くまでしている。最初はなにを話せばいいのかわからなくて困惑したけど、優星君が昔のようにあまりに自然に接してくるから、私の緊張もすぐに解けた。

　そして遅くまで語り合い、私が眠くなると彼は双子が眠る母屋へと戻っていく。

　きっと今夜も優星君は泊まり、夜はふたりで過ごすんだと思うと、早く夜になってほしいと願ってしまう自分に驚きを隠せなくなる。

　なにやってるの？　私。三年前、どんな思いでイギリスに旅立つ優星君を見送ったのよ。もう二度と会わないつもりだったはずでしょ？

　星斗と星七のこともそう。一生存在を隠し、ひとりで育てていくと決めたのに。

　彼が約束通り迎えに来てくれて、星斗と星七も優星君に懐いているのが嬉しくてたまらない。

　ふと、一カ月前に優星君に言われた言葉が頭をよぎる。

『星奈が俺のことをもう好きじゃないとしても、俺は星奈のことが好きだ』

　離れている間もずっと変わらず好きでいてくれたのがすごく嬉しくて、泣きそうになってしまった。

　私も優星君のことがずっと好きだった。優星君以上に好きになれる人はいないもの。

　なにも考えず、自分の気持ちに正直になれたらどんなにいいか。だけど優星君のことが好きだからこそ本音を伝えてはならないと思ったの。

　私と一緒にいたって優星君は幸せになれない。それに彼には婚約者がいるはず。こうして私に会いに来てくれるのは、罪悪感からだと思う。

　双子のために私に好きだと言ってくれたんじゃないかと勘ぐってもいる。

　どちらにしたって私と彼の未来が重なることはない。それならはっきりと嫌いだと告げ、こうして会いに来られるのは迷惑だと伝えるべきだ。私が彼の夢と幸せを邪魔しているのだから。

　でもそれができない。あと少しだけ家族四人で過ごしたい。星斗と星七にふたりの父親はどんなに素敵な人なのか知ってほしい。

　会うのはあと一回だけ、今週で最後……を繰り返し、結局は優星君に切り出せずにこうしてずるずると一カ月が過ぎようとしていた。

　一緒に過ごす時間が増えれば増えるほど、双子にもつらい思いをさせるだけなのに。

　楽しそうにじゃれ合う三人を見ていたら胸が痛み、ギュッと押さえた。

　複雑な気持ちで眺めていると、私の視線に気付いた優星君がふたりを抱っこしてこっちに歩み寄ってきた。

「おはよう、星奈。一週間ぶり」

「……うん」

　優しい眼差しを向けられると恥ずかしくなって、目を逸らしてしまう。すると優星君はクスリと笑って目の前で足を止め、屈んで私の顔を覗き込んできた。

「星奈、おはよう」

　至近距離で見つめられると、いっそう恥ずかしい。だけど私がそう思えば思うほど優星君はどこか楽しげに笑う。

　それが悔しくて負けじと彼を見つめた。

「……おはよう」

　声に棘とげを生やして言ったら、優星君は顔をクシャッとさせた。

「もう、なにがそんなにおかしいの？」

「ん？　星奈はやっぱりかわいいなって思って」

　サラッと出た殺し文句に大きく目を見開いた。

「あー！　ママのおかお、まっかっかー。かわいー」

「せいともママはかわいいとおもうよ！」

　双子にも言われると、非常に居たたまれなくなる。

「ありがとう」

　どうにか声を絞り出して言えば、優星君はますます愉快そうに笑った。

　もう、再会してからの優星君はちょっぴり意地悪だ。こうして私の反応をおもしろがってからかうのだから。

「星奈は今日もカフェ勤務？」

「あ、うん、そうなんだ。それで、その……悪いんだけど今日も星斗と星七をお願いしてもいいかな？」

　週末に優星君が来るまでは、星斗と星七は私や明叔父さんたちの仕事の手伝いをしてくれていたのに、今では優星君にべったり。

　優星君と一緒に遊ぶのが楽しみで仕方がないみたい。

　申し訳なく思う一方で助かってもいた。楽しんで手伝いをしてくれる時もあるけど、飽きちゃってつまらなそうな時の方が多いから。

「もちろん。ただ、星斗と星七の面倒は俺が見るけど、牧場の仕事を手伝わせてもらいながらでもいいか？」

「手伝うって優星君が？」

　聞き間違い？　優星君が牧場を手伝うだなんて。

　信じられなくて目を白黒させる私を見て、優星君はちょっぴり不満げ。

「動きやすいように着替えも持ってきたんだ。先週、明さんが晩酌をしながらバイトがふたり辞めて人手が足りないって漏らしていたからさ。少しでも力になれたらいいんだけど、俺がいたら逆に邪魔になるかな？」

「ううん、そんなことないよ。すごく助かるし明叔父さんも喜ぶと思う」

　同時期に長年勤めてくれていたバイトが辞めてしまい、本当に人手不足だから。

「そっか、それならよかった。よし、じゃあ星斗、星七」

　そう言うと優星君は双子を降ろして彼も目線を合わせるように膝を折った。

「ふたりとも、パパと一緒にじいのお手伝いできるか？」

　優星君に聞かれ、双子は顔を見合わせてにっこり笑った。

「するー！」

「ぼくもー！」

　星斗と星七はすっかりやる気だ。

「偉いな、ふたりとも。それじゃパパと一緒に動きやすい服に着替えてこようか」

「うん！」

「はやくいこう、パパ」

　優星君は星斗と星七に手を引かれて家に向かう。

　三人のあんな微笑ましい姿を見ると、もう少しこのままでいたいと願ってしまう。

　でも、そろそろちゃんとしないと。もっと星斗と星七が……ううん、私が優星君と離れがたくなっちゃうもの。

　今夜にでも優星君に伝えようと心に決めて三人の後を追った。




　それから私はカフェ勤務に就き、優星君たちは家畜の世話に回った。力仕事を引き受けてくれた優星君に明叔父さんは感謝していた。

　星斗と星七もエサやりや掃除など、できる範囲で手伝ってくれたようだ。

　三人の微笑ましい様子を休憩時間に明叔父さんが教えてくれた。先に休憩をとった優星君たちは、さっそくもう午後の勤務に就いているようで、牧場のごみ拾いや除草など環境整備に向かったらしい。

　星斗と星七も優星君が一緒だからか、飽きずに手伝いをしていたとか。その話を聞いて双子のためにも、優星君にもう来ないでほしいと伝えようという気持ちがますます強くなった。

　そして迎えた夜。私たちは母屋に向かい、六人でにぎやかな夕食時を過ごした。そして優星君と入浴を済ませた星斗と星七は疲れたのか、すぐに眠ってしまった。

「星斗たちが起きたら俺たちが見るから、ゆっくり過ごしておいで」

　明叔父さんにそう言われ、私と優星君はいつものように離れでふたりの時間を過ごす。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　並んで座り、私が淹れた珈琲を美味しそうに飲む姿も、今夜で見納めかと思うと切ない。私が淹れた珈琲を初めて飲んだのが、優星君でよかったと思う。

　それがきっかけで彼のことが気になるようになり、すごく好きになった。

　こんなに好きになれる人と出会えて、子供まで授かることができたんだ。たとえ一緒になれなくても私は十分幸せだ。

　これから彼に告げる時に泣いてしまいそうで、そう自分に言い聞かせた。

　いつもだったら他愛のない話で盛り上がるというのに、今日はお互い言葉数が少なめ。もしかしたら優星君は気付いているのかもしれない。

　カップに注いだ珈琲が半分ほどになった頃、私は思い切って切り出した。

「あのね、優星君。話があるの」

「どうした？」

　柔らかい笑顔を向けて聞く態勢に入った優星君に、私はカップをテーブルに置いて小さく深呼吸をした。

　三年前は連絡を少しずつ減らしていき、なにも言わずに彼との関係を断った。でもそれではだめだ。今度はちゃんと言って離れないと。

「もうここには来ないでほしいの」

　単刀直入に言うと、優星君は苦しそうに顔を歪めた。

「どうして？」

　理由を求められても、すぐに言葉が出てこない。

　嫌いになったからなんて、本当は絶対に言いたくない。でも言わなければ彼は納得してくれないよね。

　ギュッと唇を噛みしめ、ジッと私を見つめる彼に目を向けた。

「この一カ月、週末を一緒に過ごしてみて以前のように好きじゃないって気付いたの。私にとって優星君はもう過去の人なの」

　やっぱりどうしても嫌いとは言えなかった。でもこれでも十分伝わるはず。

「私たちは一緒になれないのに、これ以上一緒に過ごしたら双子がかわいそうでしょ？　だからお願い、もうここには来ないでほしい」

　ここまではっきりと言えば、理解してくれるだろう。そう思っていたけれど……。

「星奈は本当に嘘をつくのが下手だな」

　クスッと笑いながら放たれたひと言に、ドキッとなる。

「再会した日もそうだけど、全部星奈の本心じゃないってバレバレだから。そんな今にも泣きそうな顔で言われたら誰だって信じられるわけがないだろ？」

　そう言われ、思わず頬を両手で押さえた。

　嘘、私ってば今そんなに泣きそうな顔になっているの？　自分では平静を装えているつもりでいたのに。

　だけどここで押し黙ってはだめだ。なにか言わないと本心じゃないと認めてしまうことになる。そうわかっているのに言葉が出てこない。

　優しく見つめる優星君から瞳を逸らせずにいると、彼はゆっくりと話し出した。

「もうそろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？　どうして星奈は俺から離れたがる？　変わらずに俺と同じ気持ちでいてくれたから、生まれてきた双子には俺が考えた名前を付けてくれたんだろ？　お互いの名前に入っている星を使った名前を」

「それはっ……」

　優星君の言っていることすべてが図星でなにも言い返せない。

「星奈が俺から離れたがるたびに何度だって言うよ、星奈のことが好きだって。もう二度と離さないと決めたんだ。俺は星奈以外の女性と結婚するつもりはないから」

　迷いなく告げられた言葉に心が大きく揺れた。

　どうして堂々と私以外の女性と結婚するつもりはないと言えるの？　優星君には私よりお似合いの相手がいるのに。

「本気で言ってるの？」

「もちろんだ」

　思わず聞いたらすぐに答えた優星君の言葉に、感情が昂る。

「嘘を言わないで。私と結婚できるわけがないじゃない。だって優星君には婚約者がいるでしょ？」

　自分の声は震えていた。だけど怒りや悲しみなど様々な感情が込み上がってくる。

「どうして話してくれなかったの？　幼い頃から決められていた婚約者がいるって。ううん、そんな相手がいるのになぜ私を好きにさせたの？」

　未来をともにできないのなら、ただの常連客と店員の関係のままがよかった。

「優星君のお母さんに、私じゃ不釣り合いだ。それでも優星君と一緒になりたいと言うなら、お父さんの会社にも圧力をかけるとまで言われたの。そんなことを言われたら、身を引くしかなかった」

　一度言葉にすると止まらず、私は泣きながら思うがまま、彼にぶつけた。

「空港でプロポーズしてくれて嬉しかったのに、嘘の返事をしたのがすごく苦しかった。やっとの思いで離れて、せめて交わした約束は守るために夢を叶えようとした時に妊娠が発覚して……。好きな人との子供だもの、なにがあっても守ると決めた。両親に縁を切られたってひとりで立派に育てて、いずれは夢も叶えたいと思っていたのに……どうして優星君は、約束通り迎えに来たの？」

　優星君がいなくても、私たちはそれなりに幸せに暮らしていた。親子三人、明叔父さんたちとともに楽しくやっていたのに、なぜ今さら現れたりしたの？

　涙を拭うことなく訴え続けている間、優星君はなにも言わなかった。そして私の話が止まると、なぜか彼は嬉しそうに笑った。

「私は怒っているんだけど」

　涙を拭いながら文句を言えば、彼は「ごめん」と謝りながらも口元は緩んだままだ。

「優星君？」

　怒りを露わにしたら、優星君は手にしていたカップをテーブルに置いて真剣な瞳を私に向けた。

「ごめん。……やっと星奈が本音を打ち明けてくれたことが嬉しかったんだ」

「えっ？」

　驚く私に彼は続ける。

「それとまだ謝らないといけないことがある。……一カ月前から、俺のせいで星奈がご両親と親子の縁を切った話を聞いていたんだ。それと母さんが星奈にしたこともすべて聞いた。ごめんな、俺のせいでつらい思いをさせて」

　嘘、ちょっと待って。優星君は知っていたの？

「すぐに言わなかったのは、星奈の口から聞きたかったからなんだ。その前に俺が言ったら、母さんから聞いたから罪悪感を抱いて、会いに来たと思われると思ってさ」

　それはそうかもしれない。一カ月前に話を聞いて謝られていたら、やっぱり罪悪感から私と一緒になろうとしてくれていると思うもの。

「話してくれたら、俺は星奈にこう言うつもりだった」

　ひと呼吸置き、優星君はギュッと私の手を握った。

「もう二度とつらい思いも悲しい思いもさせない。すべてのことから俺が守ってみせる」

　力強い声で放たれた言葉に胸がギュッと締めつけられる。

「婚約者のことは黙っていて悪かった。でもそれにも事情があったんだ」

　優星君はひとつひとつ説明してくれた。婚約者は幼なじみで、母親同士の仲が良いこと。優星君の意思とは関係なく婚約話が進められたこと。母親にははっきりと私以外の女性とは結婚するつもりはないと言ったことも。

「急に星奈と連絡が取れなくなってしまった時、一度は母さんを疑ったんだ。でも星奈のことは知らないという言葉を鵜呑みにして、それ以上深く追及しなかったことを何度も悔やんだよ。そうすれば星奈を苦しめることもなく、双子の出産に立ち会い、一緒に子育てすることもできたんだ」

　優星君は悔しそうに唇を噛みしめるけれど、それは違うと思う。

「ううん、たとえ優星君のお母さんに言われて離れると決めなかったとしても、私は妊娠したことを伝えるか迷ったと思う」

「えっ？」

　驚く彼に想いを伝える。

「妊娠したって言ったら、すぐに戻ってきていたでしょ？　それは優星君の夢の邪魔をすることになる」

「なに言ってっ……！　仕事より星奈のことが大切に決まってるだろ」

　声を荒らげた彼は、私の手をさらに強く握った。

「確かに父さんの会社を継ぐことが俺の夢であり、継いだ暁にはさらに大きくしたいと思っていた。でもそのためには俺自身が幸せでなければ意味がない。星奈より大切なものなんてあるわけがないだろ？」

　本当にそうなのかな？　でも私も妊娠したとわかった時は頭が真っ白になったけど、実際にお腹の中で生きているふたりを映像や写真で見て、気持ちが一瞬にして固まったよね。

　夢よりも親子の縁よりも、双子のことを選んだ。それは優星君との間に授かった命だからだ。

「お願いだから、もっと俺に愛されていると自覚を持ってくれ」

　苦しげに言った彼は優しく私を抱き寄せた。

「星奈を失ったら俺は生きていけないと思う。それほど大切な存在なんだ」

　私は彼に愛されているのだと、どんな愛の言葉よりも心に深く伝わってくる。

　抱きしめられていると彼の胸の鼓動が速いのがわかり、もう優星君の気持ちを疑う余地はなかった。

　ずっと気持ちは繋がっていたんだ、だから約束通り迎えに来てくれたんだね。それなのに私は……。

「ごめんなさい」

　そう呟いた瞬間、彼の身体がビクッと反応したものだから勘違いさせたのかと思い、慌てて口を開いた。

「あの、違うの。その……ちゃんと優星君の言葉を信じずごめんって意味で……」

　しどろもどろになりながら説明をすると、優星君はクスリと笑った。

「大丈夫、わかったよ」

　優しく頭を撫でられて胸がきゅんとなる。

　懐かしい温もりに触れて幸せな気持ちでいっぱい。

「星奈、もう一度言わせてほしい」

　そう言うと彼はゆっくりと私の身体を離した。顔を上げると、愛しそうに私を見つめる彼と目が合う。

「なにがあっても、星奈と星斗と星七のことは俺が守る。だから俺と結婚してくれないか？」

「優星君……」

　もう彼の気持ちを疑っていない。でも、素直に頷くことはできない。そんな私の気持ちを察したのか、彼は眉まゆ尻じりを下げた。

「もちろん今すぐにとは言わない。母さんとケリをつけることが先決だと思っている。それに結婚するとなれば、星奈たちには東京に来てもらうことになるだろう？　星斗と星七が新しい環境に慣れるか心配だし、星奈にも自分の夢を叶えてほしい。それらすべてが片付いてからと考えている」

　優星君がそこまで考えてくれていたんだと思うと、嬉しくて泣きそうになる。

「だからまずは、一緒に暮らしてみないか？」

「えっ？」

　突然の提案に目を瞬かせてしまう。

「東京で星斗と星七がのびのびと暮らせる物件を急いで見つけるから、四人で暮らしてみよう。俺ももっと星斗と星七のことを知りたいし、ふたりの成長を近くで見たいんだ」

　そうだよね、私は出産してからずっとふたりの成長を見届けてきた。でも優星君は違う。初めて会ったのはふたりが二歳になってからだもの。

「それに俺と星奈にとってもいい機会だと思う。一緒に暮らしてみて初めて知ることもあるだろうから。まぁ、どんな星奈を知ったとしても俺はますます好きになるだけだと思うけど」

　付け足して言われた言葉に身体中が熱を帯びていく。

「どうしてそう言い切れるの？」

「ん？　どんな星奈だって好きになる自信があるからだよ」

　甘い言葉を囁いて再びギュッと抱きしめられたら、心臓が壊れそう。

　星斗と星七がいなければ、すぐに返事をしていただろう。でも双子のことを考えると、安易に受け入れることができない。

　優星君のお母さんは、私との結婚をよく思っていないんでしょ？　それは三年前に身をもって知った。

　私ひとりに向けられる敵意なら、どんなものだって耐えられる。しかし、それを星斗と星七に向けられたら？

　ふたりには悲しい思いをさせたくない。

「だから前向きに考えてほしい。返事は……そうだな、来週こっちに来た時に聞かせてくれ」

　きっと優星君は私の思いを感じ取って考える時間をくれたんだよね。

「うん、わかった」

　星斗と星七にとっても私にとっても、優星君と一緒に暮らしてゆくゆくは結婚するべきだ。でも結婚するまでには大きな壁がある。

　それを越えるために星斗と星七を巻き込んでもいいのだろうか。

　その答えはすぐに出るはずもなく、優星君はすっかり冷めてしまった珈琲を飲み切り、母屋に戻っていった。

　次の日も優星君は双子とともに牧場の仕事を手伝ってくれた。時間ギリギリまで一緒に過ごし、そして別れの時。

「やだー！　パパ、いかないで」

「ずっといてー！」

　毎週のことながら、双子の泣き叫ぶ姿を見ると胸が痛む。

　帰らせまいと優星君の足にしがみついて離れない双子を、私は優しく宥なだめた。

「星斗、星七、いつも言ってるでしょ？　パパはお仕事があるから帰らなくちゃいけないんだよって。ふたりが泣いていたら、パパ困っちゃうよ」

　頭を撫でながら言うと、双子は優星君を見上げた。

「パパ、かえってくる？」

「せいとたちのおうちにくるよね？」

　不安いっぱいの目で訴える双子を優星君は抱きしめた。

「もちろんだよ、来週また来るから。だからママと、いい子で待っててくれ」

　優星君に言われ、双子は彼にギューッとしがみついた。

「やくそくだよ、パパ」

「ぜったいね」

「あぁ、わかったよ」

　双子を強く抱きしめた後、優星君は帰っていった。星斗と星七は優星君の運転する車が見えなくなってもずっと手を振り続けていた。




「ふふ、かわいい寝顔」

　この日の夜、双子は布団に入るとすぐに愛らしい寝息を立てた。二日間優星君とともに牧場の手伝いをしたせいで疲れたのか、ちょっとやそっとでは起きそうにない。

　私も身体は疲れているはずなのにすぐには眠れそうになく、寝室をそっと出た。そしてタンスの奥にしまってある箱を取り、茶の間に向かう。

　テーブルに置いて箱を開けると、その中には優星君との思い出の品が詰まっていた。

「懐かしいな」

　ふたりで撮ったたくさんの写真、デートで行った施設のチケットやパンフレットまで捨てられずにとってある。

　もう三年も経っているのにすべての思い出が鮮明に思い出せる。

　連絡が来るだけで嬉しくて、少しの時間でも会えると幸せで、一緒に過ごす時間は心地よい。

　話も合うし考え方というか、価値観も似ている。本当に優星君は運命の人だと思った。

「赤い糸はまだ切れていないって信じてもいいのかな」

　なにより私を好きだと言ってくれた優星君を信じたい。たとえこの先、どんなにつらい思いをしたって彼を諦めたくないよ。

　そのためには優星君に守ってもらってばかりいてはだめだ、私自身も強くならないと。優星君と別れるよう言われ、立ち向かわずに逃げていた自分を変えなくてはいけないよね。

　優星君と一緒に星斗と星七を守るんだ。

　気持ちは固まった。あとは週末に来る優星君に返事をすればいい。でもその前に、明叔父さんと佳代さんに自分の正直な気持ちを伝えなくちゃ。

　思い出の品をそっとしまい、双子とともに深い眠りに就いた。




　次の日の休憩時間、いつもだったらみんなで和気あいあいと昼食をとっていたけれど、今日ばかりは他の従業員には席を外してもらい、東京で優星君と暮らすと決めたことを明叔父さんたちに告げた。

　ふたりは口を挟まずに最後まで話を聞いた後、ホッとした顔を見せた。

「そうか、優星君と一緒に……」

「よかったじゃない、あなた。そうなったらいいねって話していたんだから」

　明叔父さんにそう言った佳代さんの目は赤くなっていく。

「星奈ちゃんがうちに来てくれて嬉しかったし、毎日が楽しくてこれからもずっといてくれたらいいのにって思っていたわ。でも心のどこかでこれが本当に星奈ちゃんにとっての幸せなのかとも考えていたの。そんな時に香坂さんが現れて、この一カ月のあなたたちの姿を見てこう思ったの、家族はやっぱり一緒にいなきゃだめだって」

　佳代さんはこぼれ落ちた涙を拭いながら笑顔で言った。

「星斗と星七もあんなに懐いているし、なにより星奈ちゃんと香坂さんもお互い愛し合っているのがヒシヒシと伝わってきたわ」

「そうだな、話をするふたりはとても幸せそうだった」

　明叔父さんと佳代さんに言われて恥ずかしくなる。でも、私と優星君がふたりの目にそう映っていたんだと思うと嬉しい。

「話を聞いた限り、いろいろと大変そうだが大丈夫。香坂さんなら星奈ちゃんたちを守って、必ず幸せにしてくれるだろう」

「それに私たちだっているわ。離れて暮らしていたって、いつでも頼ってくれていいんだからね？　星奈ちゃんは私たちにとって娘も同然なんだから」

「そうだぞ？　星斗と星七には〝じい〟と〝ばあ〟って呼ばれているしな」

　そう言って笑うふたりに感謝の思いでいっぱいになる。

「明叔父さん、佳代さん。突然のことにもかかわらず快く私を受け入れて、たくさん力になってくださり本当にありがとう」

「やだ、顔を上げてちょうだい星奈ちゃん」

「当然のことをしたまでなんだから」

　いつもお礼を言っていたけれど、こうして改まって頭を下げて伝えるのは初めてだからか、ふたりは困惑の声をあげた。

「ううん、そんなことない。一緒に過ごした二年半とても幸せだった。つらい時に支えてくれてありがとう。……本当なら恩返しをしないといけないのにごめんなさい」

　恩返しといっても牧場のお手伝いをすることしかできないけれど、それでももっとふたりの力になりたかった。

「なに言ってるの？　私たちはもう十分星奈ちゃんたちから幸せをもらったから」

「前にも言っただろ？　子供を持つことを諦めた俺たちのもとに来てくれてどんなに喜んだか。娘と孫がいる生活をさせてくれてありがとう。うちを星奈ちゃんの実家だと思ってくれていい。いつでも帰ってこい」

「明叔父さん、佳代さん……」

　ふたりの気持ちが嬉しくて泣いてしまった。

「私たち、星奈ちゃんを泣かせたくて言ったんじゃないのに」

「ごめっ……」

　なかなか涙は止まってくれそうにない。するとつられるように佳代さんもまた涙を流した。

「私までもらい泣きしちゃったわ」

「ほら、ふたりとも使って」

　明叔父さんにティッシュの箱を差し出され、私と佳代さんはそれぞれ数枚とって、勢いよく鼻をかんだ。

　その後、三人で顔を見合わせて笑ってしまった。

　両親に縁を切ると言われ、どうやって星斗と星七を産んで育てたらいいのかと不安でいっぱいだった私を救ってくれたふたりへの恩は、どんなに返しても足りない。

　たとえ離れて暮らしたって恩返しできないわけではない。なにかあれば今度は私がふたりの力になろう。

　その週の土曜日、優星君に返事をすると彼はとても喜んでくれた。そして五日間の間に何軒か目ぼしい物件も見つけたようだ。

　星斗と星七にも優星君と一緒に暮らすことを告げ、保育園の退園手続きやカフェへの人員補充なども考え、引っ越しは一カ月後となった。

　それからの日々はできる限り明叔父さん、佳代さんとの時間を過ごした。いつも暮らしている離れではなく母屋で寝泊まりをして、五人で外食もした。

　ささやかなものだけれど、ふたりにプレゼントも贈った。

　そうやって悔いのないようにたくさんの思い出を作り、私と星斗と星七は迎えに来てくれた優星君とともに東京へ向かった。










『家族の時間』




　栃木から東京までは車で一時間半。そんなに長い時間、星斗と星七がおとなしく乗っていられるか不安だった。けれど優星君がふたりの好きそうなアニメのＤＶＤを流してくれたから、ふたりは夢中でとてもおりこうさんだった。

　首都高速道路を下りて一般道路を進んでいくと、見えてきたのは都内でも有数の高級住宅街。

　付近には大型商業施設や広い公園、学校などもあり、家族に人気のエリアとなっている。

　将来、できることなら憧れの場所に住めたらとは願っていたけれど、まさか本当に住むことになるなんて……。

「着いたよ」

　優星君が車を停めたのは、大きな一軒家の駐車場だった。

　車の中から見えたのは二階建てと思われるレンガ調のかわいい外観。庭は芝生で、なにやらブランコや滑り台も見える。

「降りようか」

「あ、うん」

　優星君に続いて私も降りて、ふたりで双子をチャイルドシートから降ろす。

「ママ、ここはどこ？」

　星奈が愛らしく首を傾げて聞いてきた。

「ここはね、新しいおうちだよ」

「あたらしいおうち？」

「そう」

　私は星七と、優星君は星斗とそれぞれ手を繋いで玄関へと向かう。

「三人に気に入ってもらえるといいんだけど」

　優星君の前置きを聞きながら歩き、玄関へと続く庭先が視界に入るや否や、星斗と星七は目を輝かせた。

「うわぁー！　ブランコだぁ」

「すべりだいもある！」

　大興奮の双子は私たちの手を離して一目散に駆けだした。

「ちょっとふたりとも!?」

　追いかけようとしたがすぐに優星君に止められた。

「好きに遊ばせてあげよう。あれはもうふたりのものだし」

「でも……」

　なんだかすごく落ち着かない。あの遊具も広い庭も、そして目の前に立つ大きな家もこれから生活する場所だとは思えない。

　そわそわしている間に優星君は双子の後を追って、一緒に遊び始めた。

　住居のことは優星君にまかせっきりで私はノータッチだった。事前に安全面や子育て環境が整っているところにしたとは聞いていたけれど、まさかこんな立派な家だとは夢にも思わなかった。

「ママー！　つぎはおうちいくよ」

「はやくおいでー」

　ひとしきり遊んで満足したのか、星斗と星七は家に行こうと私に手招きをする。

「おいで、星奈」

　三人に呼ばれると心の奥がくすぐったい。

　タイミングを見て本当にこの家に住んでいいのか、優星君に確認をしよう。だってあまりにも別世界すぎて、自分がここで暮らしている姿が想像できないよ。

「うん、今行くよ」

　待ちきれず私を迎えにきた双子と手を繋ぎ、優星君案内のもと家の中を見て回った。

「ここがリビングでこっちがキッチン。お風呂場はこっちでトイレはここ。和室は双子の遊び部屋と考えているんだ」

　まずは一階を案内してもらったものの、予想以上に家の中が広くて驚いた。

　リビングは二十畳以上あり、大きな一枚窓を開けると庭と繋がっている。キッチンからも庭先が見えるようになっており、これなら双子だけで庭で遊ばせられそうだ。

　双子の遊び部屋だという和室は十畳の間取りで、すでに積み木や絵本などが用意されていた。

「星斗と星七が好きそうなものを揃えてみたんだ。また今度の休みに買いに行こう」

　優星君の話を聞いて双子は目をキラキラさせた。

「えぇー！　いいの？　パパ」

「あぁ、もちろん」

「やったー！」

　両手を上げて大喜びする双子を横目に、優星君にコソッと耳打ちをした。

「優星君、そんなに買わなくていいよ。これで十分だよ」

「そうか？　ふたりが使うものだし、もっとあってもいいと思うけど。……それにこれまで買ってあげることができなかったからさ、星斗と星七の喜ぶ顔が見たいんだ。だから大目に見てくれ」

　顔の前で両手を合わせ、小声でお願いされたらダメとは言えなくなる。

「それなら買いに行く時は私も一緒に行かせてね」

　止めなかったら優星君、双子に言われるがまま全部買っちゃいそうだもの。

「了解、じゃあ今度の休みに四人で出かけようか。その時に生活に必要な物も買おう」

　四人でお出かけか。優星君と星斗、星七と私の四人で出かけることを何度も想像した。買い物やテーマパーク、公園など様々なシチュエーションを思い描いてはちょっぴりセンチメンタルな気分になってばかりいた。

　でもこれからは想像が現実になるんだ。そう思うと嬉しくて顔がニヤけそうになる。

「パパ、これであそんでいい？」

「せなもあそびたい」

「いいよ、好きなだけ遊んで」

　優星君の許しを得ると、さっそくふたりは思い思いに遊び始めた。その様子を眺めながらも、つい周囲を見回してしまう。

　家具は黒で統一されていて高級感がありすごく素敵だけど、どうしても値段ばかりが気になる。優星君、いったいいくらお金を使ったんだろう。

「もしかしてこの家、気に入らなかった？」

「えっ？」

　彼は心配そうに私の様子を窺っている。

「俺ひとりで決めて悪かったな。もし気に入らないなら、今からでも他のところを探そうか？」

　他のところって……！　とんでもない！　ここでも十分すぎるほどなのに。

「すごく気に入ったよ。星斗と星七も喜んでいるし、むしろこんなすごいところに住んじゃっていいのか不安になって」

　慌てて言った私の話を聞き、優星君は目を瞬かせた後にふわりと笑った。

「星奈たちに喜んでもらえる物件を選んだから、そう言ってもらえて安心したよ。双子だし、家は広い方がいいだろ？」

「それはそうだけど、その……ここはえっと、貸家じゃないんでしょ？」

「あぁ、売りに出していたから買ったんだ」

　やっぱり買ったんだ。いくらで買ったのか気になるけど、聞いたら聞いたで大きな金額に倒れそうだ。

「ありがとう。でも私たちのためにお金を使わせちゃってごめんなさい」

　一緒に暮らす上で様々なものを用意させてしまった。

　申し訳なくて謝った私に優星君はムッとした。

「当然のことだろ？　ゆくゆくは俺たち夫婦になるんだから」

「えっ？」

　サラッと言われた言葉に目を見開いた。

「なんだよ、そのびっくりした顔は。……俺の気持ちは昔からずっと変わっていないよ。この前も言ったけど、星奈と結婚して夫婦になりたい」

　真っ直ぐに見つめて言われたひと言が胸に深く響く。

「だから星奈にも俺と結婚したいと思ってもらえるように頑張るから。本当、一緒に暮らすことを受け入れてくれてありがとう。俺にチャンスをくれてありがとうな」

「優星君……」

　悲しげに微笑みながら言う姿に、チクリと胸が痛む。

　私だって、優星君と結婚したいって気持ちは昔からなにひとつ変わっていないよ。でも優星君と同じ未来を歩むためには、大きな問題がある。

「まずは双子にこっちでの生活に慣れてもらうことが先決だな。その先に俺との結婚も考えておいてくれ」

「……うん」

　素直に自分の気持ちを打ち明けられないのが苦しい。

　きっと優星君なら、この前言ったようにどんなことからも私たちを守ってくれるだろう。でもそれじゃ意味がないと思うの。

　やっぱり好きな人のご両親にも認めてもらってから結婚したい。でも彼のお母さんは私のことを嫌っているだろう。

　三年前に一度会った時も私を見る目は冷たくて、言葉の端はし々ばしに棘を感じた。なにより約束を破って彼の子供をひっそりと出産し、こうして会ってしまったんだ。

　知っているか怖くて聞けないけれど、知られたら激怒されそう。

　そういえば優星君のお父さんはどう思っているんだろう。一度も話を聞いたことがないけど、お母さん同様に反対しているのかな。

　優星君のことを諦めたくなくて一緒に住むと決めた以上、しっかり向き合わないと。だけどその前に彼の言う通り、星斗と星七を新しい生活に慣れさせることが先決だ。

　すべての問題が解決したら、ちゃんと素直な気持ちを優星君に伝えよう。私もずっと好きだったこと、結婚したいと思うのは生涯優星君ただひとりだと。

「星斗と星七が飽きたら二階を回るとして、今は一緒に遊ぼうか」

「そうだね」

　星斗と星七が満足いくまでおもちゃで遊び、寝室となっている二階を案内してもらった。




「ママー、みてみて！　せいとねぇ、パパをかいたの」

「どれ、見せて」

　夕食の準備を一時中断して見に行ったら、上手に優星君のことを描けていた。

「すごい、上手に描けたね！　帰ってきたらパパに見せないと」

「パパ、うれしーかな？」

「うん、パパ大喜びしちゃうと思うよ」

　星斗と星七はキャッキャッ騒ぎながら私にギュッと抱きついた。

「パパ、まだ？」

「はやくパパにあいたい」

　ふたりに言われて時間を確認すると、十六時過ぎ。

「もう少ししたら帰ってくるよ。だからその前にお片付けしちゃおうか」

「うん、する！」

「パパがかえってくるまえに、きれーきれーしないとね」

　いつもは片付けを嫌がり、私が言って渋々やっていたのに、ふたりとも夢中で片付けている。

　きっと今の星斗と星七にとって、私より優星君の存在の方が大きいんだろうな。

　ちょっぴり寂しくなるも、ふたりの成長は素直に嬉しい。こうやって少しずつ大きくなっていくのだろう。

　私も優星君が帰ってくる前に夕食を作り終えないと。

　キッチンへ戻って、双子が片付けをしているのを眺めながら料理を再開する。

　今日は双子が大好きなハンバーグとかぼちゃのスープを作ってみた。優星君にも昔、ハンバーグを振る舞ったことがあり、当時は美味しいと言ってくれたけれど今はどうだろう。

　優星君との新しい生活が始まって五日が過ぎた。最初はこんなに素敵な家で生活ができるのかと不安だったけれど、常に双子を見守りながら家事ができるし、キッチンもすごく使い勝手がいい。

　引っ越しして次の日に明叔父さんと佳代さんに電話で新居について聞かれて話をしたら、すごく羨ましがっていた。

　なにより星斗と星七が新しい家に夢中だ。庭はもちろん、家の中も仕切りのないワンフロアだから駆け回っても危なくないし、外も芝生だから転んでも大きなケガを心配する必要もない。

　優星君が用意してくれたおもちゃがお気に入りでこの五日間、毎日飽きずに遊んでいる。

　夜もぐっすり眠り、この家での生活に問題はなさそうだ。もう少ししたら近くの幼稚園に入って友達を作ってもらいたい。その前に近所の公園デビューかな。

　私もここでの生活に早く馴染めるように、幼い子供がいるご近所の方とは、とくに仲良くしたい。

　アレコレ考えながらご飯を作っている間に双子は片付けを終え、仲良くテレビを見始めた。

　引っ越しをした週末が終わり、迎えた月曜日の朝、引き留める双子に後ろ髪を引かれる様子で優星君は出勤した。帰国後は専務職に就いたと聞いていたから、忙しいだろうし帰りは遅いと思っていたんだけれど、彼は定時で帰宅した。

　一緒に暮らして初の出勤日だったから、私たちを気遣って早く帰ってきてくれたんだと思う。次の日からはさすがに遅くなると思っていたのに、ずっと優星君は定時で帰宅している。

　双子は大喜びで、お風呂に入れたり寝かしつけをしてくれたりと助かっている。でも仕事は大丈夫なのか、無理していないかすごく心配。

　双子が寝て私と少し話をしてから、優星君はいつも書斎にこもり、持ち帰った仕事をしている。

　いつも先に寝ちゃっているから何時までやっているのかわからないけど、零れい時じは絶対に過ぎていると思う。

　昨日さりげなく聞いても笑顔で「大丈夫」と言われてしまい、それ以上は聞くことができなかった。

　私にできることといえば、栄養のある食事を用意するくらいだ。それと明日から二連休だし、ゆっくりと身体を休めてもらえるように双子は私が面倒を見よう。静かに眠れるように公園に行ってもいいよね。

　明日のことを考えながら調理を進め、最後にハンバーグのソースを作り終えた時、インターホンが鳴った。

　その音にすぐさま反応した双子は、勢いよく立ち上がって玄関へ一目散に駆けていく。

「パパだー！」

「パパがかえってきた！」

　私もバタバタと足音を立てて玄関に向かった双子の後を追う。廊下に出ると、三人の仲睦まじいやり取りが聞こえてきた。

「おかいりーパパ」

「ただいま。ふたりとも、いい子にしてたか？」

「うん、せいととせなね、いいこにしてたよ！」

　どうやらふたりとも優星君に抱っこされているようで、はしゃぎ声まで聞こえてくる。

　廊下を突き進み玄関を見ると、予想通り双子は優星君に抱き上げられていた。

「おかえりなさい」

「ただいま、星奈」

　すると優星君は双子を降ろして、両手を広げた。

「えっと……」

　足を止めてたじろぐ私に向かって優星君は愉快そう。

「ほら、星奈もおかえりのハグしてよ」

「ママもはやくー」

「パパにしてあげて」

　双子にも言われたら、恥ずかしくて無理とは言えそうにない。

　おずおずと足を進めて彼にピタリと寄り添うと、ギューッと抱きしめられた。

「おかえりなさい」

「うん、ただいま」

　大好きな人の温もりに触れるたびに胸がきゅんとして、同時に切なくなるのはなぜだろうか。

　少しして離れれば、待ってましたと言わんばかりにまた双子が優星君に抱きついた。

「パパ、もっかいだっこ！」

「せいともだっこ！」

　そんな双子に優星君はクスクスと笑う。

「わかったよ、おいでふたりとも」

　抱き上げられた双子は、優星君の頬に自分の頬をすりつけている。

　彼が帰ってきたら〝おかえりのハグをする〟のが始まったのは月曜日からだった。

　仕事から帰ってきた優星君を双子は今のように熱烈に歓迎し、抱きついてなかなか離れなかった。

　疲れているはずの優星君に申し訳なくなり離そうとしたら、突拍子もなく双子が言ったんだ。「ママもパパにぎゅってしてあげて」って。

　話を聞いて最初は私も優星君もびっくりして固まっちゃったけど、純粋な双子の期待を裏切るわけにはいかなかった。優星君も途中からおもしろがっていたしね。

　抱き合う私たちを見て満足した双子は、それからというもの私たちにハグを要求するようになった。

「すごいいい匂いがするな」

「あ、今夜はハンバーグにしたんだ」

　双子を抱っこしていてバッグを持てない彼の代わりに持ち廊下を突き進む。

「星奈のハンバーグはうまいから楽しみだ。星斗、星七。パパ着替えてくるから手を洗っておいで」

　廊下の途中で降ろすと、双子は元気よく返事をして洗面所に向かった。

「じゃあ着替えてくる」

「わかった、準備しておくね」

「あぁ」

　去り際にナチュラルに私の頭を優しくひと撫でして、彼は寝室のある二階へと上がっていった。

　部屋のドアが閉まる音が聞こえたと同時に深いため息が漏れる。

「もう、不意打ちは反則だよ」

　一緒に暮らし始めてからというもの、優星君はふとした瞬間に触れてくる。そのたびに私はドキッとさせられ、心を乱されていた。

　すべての問題が解決をしてから気持ちを伝えようと思っていたけれど、いつかドキドキしていることに気付かれ、私の気持ちがバレそうで怖い。

「ママー、おててきれいしたよー」

「ごはんは？」

「あ、ごめん、すぐに用意するね」

　洗面所から戻ってきた双子に声をかけられて我に返り、急いでキッチンへと戻る。

　双子にも手伝ってもらっていると、着替えを終えた優星君も加わり、四人で夕食の準備を進めていく。

「パパ、こっぷもってきた！」

「じゃあ並べられるか？」

「うん、できる！」

　それから四人で食卓を囲み、夕食をとるのが最近の日課になっていた。

　まだうまく食べられない双子の面倒を見ながらになるから、私と優星君がゆっくりと食べられるのは双子が食べ終わってからだけど。

「ごちそーさまでした！」

　仲良く手を合わせた双子に麦茶を飲ませ、やっと私たちもひと息つけた。

「じゃあ俺たちも食べようか」

「そうだね」

　さっそくハンバーグに箸を伸ばした優星君の様子を眺めていると、彼は顔を綻ばせた。

「うん、やっぱり星奈のハンバーグはうまいな」

「ありがとう」

　よかった、美味しいって言ってもらえて。

　夕食時に彼は私たちが今日一日どんな風に過ごしていたのか聞いてくる。双子はその日にやったことを優星君に話し、それを彼は楽しそうに聞いてくれる。

「そっか、俺の似顔絵を描いてくれたんだ。ありがとうな、ふたりとも。食べ終わったら見せて」

「うん、みせてあげる」

　食事を終えても優星君がたくさん話しかけてくれるから、双子たちも飽きずに座り、ゆっくり食事をすることができてすごく助かる。

「じゃあ絵を描いてくれたお礼に明日はみんなでお出かけしよう」

「えっ！　おでかけ？」

「どこにいくの？」

　目をキラキラさせて興奮させる双子に向かって優星君は人差し指を立てた。

「それは明日、着いてからのお楽しみ。でも星斗と星七が喜ぶところだぞ？」

「うわあ、どこだろー」

「たのしみー」

　大喜びする双子に聞こえないよう、私は声を潜めた。

「大丈夫なの？　仕事で疲れていない？」

　心配で聞いたものの、優星君は首を横に振る。

「疲れていないから大丈夫。ずっと星斗と星七をどこに連れていこうかと週末が来るのを楽しみにしていたんだ。もちろん星奈も一緒に行くんだからな？」

「それはもちろん行くけど……」

　本当に大丈夫なのかな？　無理させている気がしてしまう。

「星奈が心配してくれるのは嬉しいけど、俺なら平気。イギリスにいた頃に比べたら忙しくないし、睡眠時間も十分とれているから」

「そうだったの？」

「あぁ、向こうに行っている間は目まぐるしい日々だったよ。それに比べたら今は楽だし、苦じゃないんだ。家に帰ったら星奈たちがいて、三人にハグをしてもらえたら、一瞬で疲れも吹き飛んでいるし」

　からかい口調で言われて顔が熱くなる。

「もう、優星君？　食事中にからかわないで」

「俺はからかっているつもりはないよ。本当のことを言っただけ。一緒に暮らせているだけで幸せなんだ」

　甘い言葉に顔だけではなく、身体中が熱くなっていく。

　でもそれだけじゃなくて、優星君が私たちとの暮らしに幸せを感じてくれているのが嬉しくもある。

　優星君と星斗と星七と四人で暮らして、なにげない日常を過ごすことは絶対に叶わない夢だと思っていたもの。私もすごく幸せだ。

「明日は初めて四人で出かけるし、双子にとって思い出に残る一日にしてやりたいな」

　双子を優しい眼差しで見つめる優星君からは、会って間もない星斗と星七をすごく愛していることが伝わってくる。

　だからこそ二年もの間、双子の存在を知らせずにいたことが優星君にはもちろん、星斗と星七にも申し訳なくなるんだ。

「ごめんね」

　思わず口をついて出た謝罪の言葉に、優星君は目を瞬かせた。

「どうしたんだ？　急に」

「私のせいで、優星君と星斗と星七が一緒に過ごせるはずの時間を奪っちゃったから」

　仲睦まじい三人の姿を見るたびに何度も胸を痛めていた。

「それは違うよ、星奈」

　力強い声で言うと、優星君は真剣な瞳を私に向けて続けた。

「俺のせいでつらい思いをさせたのに、星斗と星七を産んで育ててくれたことに感謝している。星奈が産む決心をしてくれなかったら、俺は双子と会うことができなかったんだから。……本当にありがとう」

「優星君……」

　昔と変わらない彼の優しい人柄に触れて、目頭が熱くなる。

「四人で過ごす時間をたくさん作ろう」

「……うん」

　私も家族四人で楽しく過ごしたい。星斗と星七に父親と母親がいる穏やかな幸せを感じてほしい。

　私たちが食事をしている間、星斗と星七は明日どこに連れていってくれるのかで盛り上がっていて、それは優星君とお風呂に入っている時も、ベッドに入ってからも続いたようだ。

　寝るまで優星君に明日が楽しみだと話していたらしい。

　双子があまりに楽しみにしているものだから、明日連れていってがっかりされないかと心配する優星君には悪いけど、つい笑ってしまった。

「まだ寝ないのかな」

　すやすやと気持ちよさそうに眠る双子の隣で寝がえりをうち、時間を確認すると夜中の一時になろうとしていた。

　双子も一緒とはいえ、最初は優星君と一緒のベッドで眠ることにドキドキしていたけれど、決まって彼がベッドに入ってくるのは私が寝てから。

　朝になって一緒に寝ていたことに気付くから、ドキドキする暇もない。

　今夜こそは待っていようと思っていたけど、家事と双子とめいっぱい遊んだことで疲れが押し寄せ、気付いたら眠りに落ちていた。




「マーマ、パーパおきて」

「おいてくよー」

　双子の声とベッドが揺れる振動に目を開けると、星斗と星七がピョンピョンと飛び跳ねていた。これではすぐにベッドのスプリングが壊れてしまいそうだ。

「ふたりともおはよう。ママ起きたからジャンプするのは終わり。それとこれからはベッドの上でジャンプしたらだめだよ」

「どうして？」

　首を傾げるふたりに、ベッドが壊れてしまうからやめるよう言い聞かせる。

「わかった、もうしない」

「せなも」

　理解してくれたふたりの頭を優しく撫でた。

「えらいね、ふたりとも」

　優星君は疲れているのか、規則正しい寝息を立てていた。時刻は六時過ぎ。出かけるのは八時頃にしようと昨夜言っていたし、まだ起こすには早い。

「星斗、星七。パパを起こさないように下に行こう」

　声を潜めて言えば、ふたりは両手で口を押さえて何度も首を縦に振った。

　その愛らしい姿に朝から癒される。

「おいで」

　ひとりずつベッドから降ろして、そっと寝室を後にした。

　洗面所で顔を洗わせて双子が好きなＤＶＤをかけ、私は急いで朝食の準備に取りかかる。

　出かける用意もしないといけないし、今日はパンにしちゃおう。たしかヨーグルトがあったからそれを出して、あとは温野菜で十分だよね。

　パンをトースターで焼いている間にヨーグルトをカップに出して、その上に作り置きのブルーベリージャムをかける。

　昨夜の残りのスープを温めていると、優星君が階段を駆け下りる音が聞こえてきた。

「ごめん、寝坊した」

　慌ててリビングに駆け込んできた彼は開口一番に謝り、キッチンにやって来た。

「朝食の準備も手伝わなくてごめん」

「え、全然だよ。それよりもまだ出かけるまで時間あるし、もう少し寝ていたら？」

　少しでも休んでほしくて言ったものの、彼は首を横に振る。

「大丈夫。あ、パンが焼けたな」

　優星君は食器棚から皿を取って手伝い始めた。

「言っただろ？　四人でたくさんの時間を過ごそうって。一日の始まりから一緒に過ごさなければ意味がないよ」

　そうだよね、朝のなにげない日常も大切な時間だ。

「ごめんね、起こさなくて。さっき、優星君を起こさないように寝室を出たんだけど、その時のふたりが両手で口を押さえて、声を出さないようにしている姿が本当にかわいくて」

「なにそれ、見たかったな」

「私も見せたかった」

　きっと優星君は、双子のそういった些細なひとコマも見逃したくないんだよね。

「休日は双子が起きたら、どんなに熟睡していても優星君を起こすから覚悟してね」

「心しておくよ」

　朝食の準備をしながらお互い頬が緩んだ。

　双子だけじゃない、私も休日の朝からこんな風に優星君とゆったりとした時間を過ごしたい。

　心しておくと言っていたし、これから休日は双子と一緒に私も優星君を起こすとしよう。

　それから朝食を四人で食べて、出かける準備に取りかかる。

　双子の着替えは優星君にお願いして、私は持ち物をバッグに詰め込んでいく。

　いつ服を汚すかわからないから着替えとお手拭き、それにタオルと……と、入れていったらバッグはいつもパンパンになる。

　最後に四人で戸締りを確認して家を出た。

「よし、じゃあ行こうか」

　車を発進させた彼はさっそく双子が好きな曲を流してくれた。

　かわいらしい歌声を聞きながら、優星君に「どこに行くの？」と尋ねる。

「まずは約束通りおもちゃを買いに行こうと思う。その後は、星奈にも内緒」

「え？　私には教えてくれてもいいじゃない」

「だめ。楽しみが半減するだろ？」

　確かに優星君の言う通り、聞いたら楽しみが減っちゃうかも。

「じゃあすっごく！　楽しみにしてる」

　強調して言えば、彼は困り顔を見せた。

「星奈にもそんなに期待されるとプレッシャーなんだけど」

「優星君なら私と双子が喜ぶところに連れていってくれると信じているよ」

　追い打ちをかけるように言ったら、優星君は左手でポンと私の頭に触れた。

「おもしろがってるだろ？」

「バレた？　昨日からかわれた仕返しだよ」

「大きな仕返しだな」

　そんなやり取りをしながら、どちらからともなく笑ってしまう。

　車を走らせること約一時間、関東で最大級のショッピングモールにやって来た。オープン時間を迎えたばかりだというのに、入り口から近い駐車場は結構埋まっている。それでもどうにか近い場所に車を停めることができた。

「早く来て正解だったな」

「そうだね」

　ここはよくテレビでも特集されているところで、一度来てみたいとずっと思っていたから嬉しい。

　それにたしか広いおもちゃ売り場もあったはずだから、双子も大喜びするだろう。

　案の定、おもちゃ売り場に着いた途端、星斗と星七は大興奮した。

「ママ、あっち！」

「パパ、せなはあれがみたい」

　ふたりともわたしたちの手を引き、それぞれ行きたい場所を指さした。

「じゃあ一度別れようか」

「そうだね」

　ひとりで双子をおもちゃ売り場に連れていったら、どっちが先に選ぶかで揉めるから、優星君がいて本当に助かる。

　私は星斗につき、一緒にミニカー売り場や戦闘ヒーローグッズ売り場を見て回る。あまりの多さに星斗はどれにするか決めかねていた。

「どーしよママ、どれがいいの？」

　ひとつに絞り切れずに、軽くパニックになっている。

「そうだね、パパや星七とも遊べる車はどう？」

「ブーブ？」

「うん」

　私に言われて星斗は悩み出した。これはひとつに決めるまで思いのほか時間を要するみたいだ。この分だと星七も同じ状況なのかもしれない。

　急かすことなく星斗の答えが出るまで待っていると、上機嫌の星七がやって来た。

「ママー！」

「星七」

　勢いそのままに私に飛びついてきた星七を抱きしめる。そして後から優星君が来たわけだけど、彼が押しているカートの中を見て目を疑った。

「え？　ちょっと待って。なにそのおもちゃの数は」

　お人形におままごとセット、アクセサリーが作れるキットなど多くのおもちゃが入っていた。

「すごいんだよ、ママ！　パパねーせながほしーの、ぜんぶかってくれるの」

　身振り手振りで説明する星七は、初めての経験にだいぶ興奮している。

　嘘でしょ、優星君。本気で星七が欲しいって言ったおもちゃを全部買ってあげるつもり？

　唖然とする私を追い越して、優星君は頭を悩ませている星斗に声をかけた。

「その様子だと星斗も欲しいものを決めかねているようだな。星斗、欲しいおもちゃを教えてくれ。全部買ってあげるから」

「ほんとー？　やったー!!」

　これには星斗も大喜びして、優星君の手を引っ張った。

「パパ、あっち！」

「わかったよ。悪い、星奈。星七とカートを頼む」

　彼に声をかけられて我に返り、急いで星七をカートに乗せてふたりの後を追った。

「ちょっと待って優星君」

「ん？　どうした」

「どうしたじゃないよ」

　足を止めて欲しいおもちゃを物色する星斗や、カートに入っているおもちゃに気をとられている星七には聞こえないように声を潜めた。

「全部買うなんてとんでもない。ひとつでいいから」

　こんな贅沢に幼い頃から慣れたら大変だ。

「一回こんなに買ってあげちゃったら、また欲しいってなるでしょ？　それに物を大切にできる子になってほしいの」

　そこそこ裕福な家庭に育ったけれど、両親は決して私を甘やかすことはなかった。欲しい物があっても、本当に必要な物やずっと大切にできる物しか買ってくれなかったもの。

　それだけじゃない、世界には三食食べられない人だっているし、教育を受けられない人だっていると、様々なことを教えてくれた。

　もう直接お礼は言えないけれど、一般常識や教養を身につけさせてもらい、自分の道は自分で決める自由を与えてくれたことには深く感謝している。

　そんな両親のように私もふたりを育てていきたいと思っていた。

　私の思いが伝わったのか、優星君は眉尻を下げた。

「そういえば昔、言っていたよな。厳しく育ててくれた両親に感謝しているって。でも星斗と星七にパパは嘘つきだって思われたくないし……」

　思い悩むこと数秒、優星君は打開策を提案してきた。

「こんなに買ってあげるのは、今回だけにするよ。それと今日買ったものを大切にするように、ふたりにちゃんと言い聞かせる」

　いいのかな？　それで。でも双子もすっかり舞い上がっているし、今さら買わないって言ったら大泣きしてお店の人たちに迷惑をかけそうだ。

「いいだろ？　星奈。これまで買ってあげられなかった分を買ってやりたいんだ。お願いだ」

　うっ……！　それを言われると弱い。

　ただならぬ空気を察知したようで、星斗と星七まで優星君の真似をして私に向かって手を合わせる始末。これじゃダメとは言えないよ。

「わかったよ、じゃあ今回だけだからね」

　私がそう言うと、優星君たちは目を輝かせた。

「ありがとう、星奈」

「よかったねーパパ」

　事情を知らない星斗と星七が優星君にそんなことを言うものだから、思わず声をあげて笑ってしまった。

「星斗、星七。今日パパが買ってあげたおもちゃを大切に使うと約束できるか？」

　会計を済ませた後に優星君が尋ねると、双子は大きく頷いた。

「うん、せいとできる！」

「せなも」

　そう答えたふたりに、優星君は小指を立てた。

「じゃあ約束」

「やくそくね！」

　指きりを交わし、優星君は双子に「今日だけ特別で、これからはひとつずつしか買わないからな」としっかり釘を刺した。

　大量のおもちゃは宅配便で自宅に送ってもらえるように手配をして、今度は生活用品売り場へと向かう。

　調理器具や生活雑貨を買い、優星君は双子の服や私の服まで買ってくれた。

「ごめんね、優星君。私の服まで買ってもらっちゃって」

　お昼時になり、レストラン街に向かう途中でお礼を言うと、優星君は首を横に振る。

「俺としてはもっと星奈に似合う服を買ってやりたかったんだけど」

「三着でも多いくらいだから。本当にありがとう」

　自分の服を買ったのは三年ぶりかもしれない。妊娠がわかってからは少しでも節約することに必死だったもの。

「どういたしまして。早くあの服を着た星奈が見たいよ」

「あの、優星君。そういう恥ずかしいことはあまり言わないでくれるかな？」

　優星君は平気かもしれないけど、聞かされたこっちは毎回恥ずかしい気持ちでいっぱいになってしまうのだから。

「せいともみたいー」

「せなも！」

　双子の前で言うのはとくにやめてほしい。今はかわいい反応を見せているけど、次第に理解し出したら、どんな言葉が返ってくるか。

「それは無理なお願いだな。照れている星奈の顔は最高にかわいいから」

「っ……！　だからそういうのをやめてほしいの」

　すぐさま反論した私に星斗と星七も優星君の真似をし、「ママかわいい」「かわいいよ、ママ」なんて言う。

「そうだよな、ママは世界で一番かわいいよな」

「うん」

　三人にかわいいを連呼されたら余計に恥ずかしいよ。だけど双子は純粋な気持ちで言ってくれているわけだし、ここは素直に受け取ろう。

「ありがとう」

　私が言うと双子は嬉しそうに笑う。そんな双子につられて私まで頬が緩む。

「ごめん、さっきの訂正」

「えっ？」

　コソッと囁いた彼は、さらに私との距離を縮めた。

「今の星奈はかわいいより、綺麗って言葉が似合うよ」

「なっ……！」

　思わず足を止めた私を、星斗と星七は不思議そうに見た。

「どーしたの？　ママ」

「あ、ううんなんでもないよ」

　すぐさま歩を進めたけれど、心を乱されたことは優星君にバレバレだったようで必死に笑いをこらえている。

「優星君？」

　ジロリと睨んでも、「ごめん」と謝る彼の口もとは緩んだまま。

「やっぱり星奈はかわいいな」

「本気で言っているって信じられないよ」

「本心だよ。出会った頃からずっと思っている」

　甘い囁きになにも言えなくなる。

「だめだな、口が止まらない。俺、自分が思っている以上に今日が楽しみだったみたいだ。今、こうして星奈と星斗、星七と出かけられているのが夢のようで嬉しくてたまらない」

　言葉通りにあまりに彼が嬉しそうに言うものだから、胸が苦しくなった。

　それからレストラン街で双子リクエストのオムライスを食べた時も、本当に優星君は終始幸せそうだった。

「パパー、次はどこいくの？」

「着いてからのお楽しみ」

　そう言って優星君が私たちを連れてきてくれたのは、意外な場所だった。

「ここ……」

「懐かしいだろ？」

　車から降りると優星君は得意げに言った。

「……うん、すごく懐かしい」

　そこは優星君と付き合ってから初めてのデートで来た水族館だった。

　最初はすごく緊張した。でも優星君は余裕たっぷりでそれがちょっと悔しくもあった。

　しかしそれを伝えたら、平静を装っていただけで優星君も緊張していたみたいで、思いっきりふたりで笑った後は楽しむことができたんだ。

　昔の甘酸っぱい思い出に浸っていると、優星君は水族館を前に興奮している双子に声をかけた。

「ここはパパとママの思い出の場所なんだ。星斗と星七を初めて連れていくなら、絶対ここと決めていたから、こうして連れてくることができて嬉しいよ。あとはふたりが楽しんでくれたらいいんだけど、イルカやペンギンは好きか？」

　不安げに聞いた優星君に、星斗と星七は笑顔で首を縦に振った。

「うん、だいすきー」

「パパはやくいるかさんみたい」

　待ちきれないようで私たちの手を引くふたりに、私と優星君は笑顔になる。

「わかったよ、早く行こう」

「そうだね」

　館内は当時と変わっていなくて、懐かしい気持ちになりながら双子の行きたいところを見て回った。

　イルカのショーでは大迫力のジャンプを気に入ったようで、二回もショーを観覧した。夕食も軽く水族館内で済ませ、閉館ギリギリまで四人で満喫した。

「せなみてー。ぼくのいるかさん」

「せいともみて、せなのぺんぎんたん」

　帰りの車の中で星斗と星七は、優星君に買ってもらった大きなぬいぐるみを見せっこしている。

「ママのらっこさんもかわいーね」

「えっと……うん、そうだね」

　そうなのだ、実は私も優星君にラッコのぬいぐるみを買ってもらってしまった。

「初デートで星奈にラッコのぬいぐるみを買ってやれなかったことが、ずっと心残りだったからよかったよ」

「覚えてくれていて嬉しいけど、でもこの歳になって大きなぬいぐるみを買ってもらうのは、ちょっと恥ずかしかったな」

　買ってもらった時の状況を思い出すと居たたまれなくて、手にしているぬいぐるみをギュッと抱きしめた。

　会計が終わると店員のお姉さんが、それぞれのぬいぐるみを双子に渡してくれたまではよかった。

　その後だ、双子がお姉さんに『らっこさんはママの』と言った時には、顔から火が出そうだった。

　初デートの時、私がラッコを好きだと知り、大きなぬいぐるみを買ってくれようとしたんだけどちょうど品切れだった。だから優星君は次に来た時に、必ずプレゼントするって言ってくれたんだよね。

　その約束を覚えてくれていて素直に嬉しかった。今日は優星君にもらってばかりだ。

「ありがとう、楽しい一日をプレゼントしてくれて、でも今日はたくさんお金を使わせちゃってごめんね」

「こっちこそ楽しい一日をありがとう。お金のことは本当に気にしないでほしい。結婚したらふたりの財産になるんだから。それに俺からの贈り物はぬいぐるみが最後じゃないよ」

「えっ？　どういうこと？」

「家に帰ったらわかるよ」

　車内で何度か聞いても優星君は教えてくれなかった。

　ドキドキしながら帰宅すると少ししてインターホンが鳴った。どうやら優星君が帰宅時間に合わせて荷物が届くように手配したようだ。

　昼間に買ったおもちゃを前に、双子はさっそく開けて遊び始めた。

　私と優星君も日用品などを片付けていると、ひと際大きな箱に目がいく。

「これ……」

　箱には珈琲マシンと書かれている。

「星斗と星七の出産を機に手放したと明さんから聞いた。だからどうしてもこれだけはプレゼントしたかったんだ」

　優星君は箱を開けて珈琲マシンを出した。それは昔、私が愛用していたメーカーのものだった。

「よく星奈が言っていただろ？　一日でも珈琲を淹れないと豆の配合なんかの感覚が鈍るって。……俺は今も星奈には自分の夢を叶えてほしいと思っている」

「え？　でも……」

　優星君は近い将来、会社のトップに立つ人。三年前は私の夢を応援してくれる優星君の優しさに甘えていたけれど、今は違う。

　結婚も自由にできないほど彼は私とは住む世界が違うんだもの。せめて私生活で支えられるようにならなければいけないでしょ？

　なにより今は星斗と星七もいるのだから、夢を追いかけている場合じゃない。それなのに、どうして優星君はそんなことを言うの？

　戸惑う私に彼は力強い声で続けた。

「俺と結婚することで、星奈に夢を諦めさせたくないんだ。俺は心から星奈を幸せにしたい。……いいじゃないか、バリスタとして働く社長夫人がいたって。それに俺は早くに星斗か星七に会社を任せて、星奈とどこか自然豊かな場所でカフェを開いて、のんびり暮らすのもいいと思っているんだ」

「優星君……」

　そんなことを考えてくれていたの？

　感動して胸がいっぱいになり、涙がこぼれ落ちた。

「なんで泣くんだよ」

　なんて言いながら彼は優しく私の涙を拭う。

「俺は星奈と支え合って、生涯幸せに暮らしたい。それが家族だと思う。……そのためにも、星奈には夢を諦めてほしくない。俺たちの穏やかな老後のためにもな」

　優星君はどれだけ私を好きにさせれば気が済むのだろうか。

　昔以上に愛してくれる彼に、恋心が大きく膨らむ一方だよ。

「ありがとう、優星君」

　嬉しすぎて声が震えてしまうと、彼はふわりと笑う。

「どういたしまして。その代わり毎日星奈の珈琲を飲ませて。……死ぬまでずっと」

「うん」

　すぐさま返事をすると優星君は目を見開いた。

「それって、ちゃんと意味をわかってるのか？」

　死ぬまでずっと一緒にいるってことでしょ？

「……うん」

　すべての問題が解決したら気持ちを伝えようと思っていたけれど、もう無理だよ。

「ちゃんとわかってるよ。ごめんね、一緒に住むと決めた時に言わなくて。優星君の相手として相応しくないし、ご両親にも認めてもらえないと思うと、まだ自分の気持ちを正直に打ち明けられなかったの。すべての問題が解決したら伝えるつもりだったけど無理だった」

　ゆっくりと私の涙を拭ってくれていた彼の手が離れていく。

「私もずっと優星君のことが好きだった。空港でプロポーズしてくれて嬉しかったし、忘れたことなんてなかった。優星君以上に好きになれる人なんていないよっ」

　とめどなく想いが溢れ、声が掠かすれる。

「それなのに二年半前、一方的に連絡を断ってごめんなさい。でも当時はそれが私にとっても優星君にとっても最善だと思ったの。私と一緒になったら将来、絶対に優星君を困らせる日が来ると思って……っ」

「もういい」

　私の声を遮り、優星君はそっと私の身体を抱き寄せた。

「ごめん、ただ星奈と双子といたい一心でなにも解決させないまま、一緒に暮らそうなんて軽はずみなことを言って」

　そんなことない、すごく嬉しかった。

　その思いは言葉にならず、首を横に振った。

「星斗と星七も幸せにしたい、そのためにも母さんとケリをつけるよ。そして星奈のご両親にもきちんと挨拶をさせてくれ」

「えっ？　でも……」

　私は両親には縁を切られている。今さら私が誰と結婚したって関係ないと言われるのが目に見えている。

「挨拶をさせてくれ。俺は星奈と幸せな結婚がしたいんだ。そのためにはお互いの両親に認めてもらわなければ意味がないと思っている」

　彼の言うことはもっともだ。たとえ会ってくれないとしても、両親に結婚することと、今の私はとても幸せだってことも伝えたい。

「ありがとう」

「それは俺の方だよ。大切なことに気付かせてくれてありがとう。……一緒に頑張って幸せな結婚をしよう」

「うん」

　とはいえ、両親と元通りの関係に戻れるとは思っていない。でも、私が幸せになることで私の選んだ道は間違いではなかったと知ってもらいたい。

　そう心に決めて顔を上げると、愛しそうに私を見つめる彼と目が合う。

「好きだよ、星奈」

「……私も」

　トクン、トクンと胸の鼓動が速くなるのを感じながら、ゆっくりと瞼を閉じようとしたんだけれど……。

　私と同じように優星君も視線を感じたようで動きが止まる。

　恐る恐る感じる方を見れば、瞬きもせずにジーッと私たちを見つめる双子がいた。

「どーしたの？　ちゅーしないの？」

「えっ!?」

　星七に言われ、私と優星君は慌てふためく。

「していいよ。せいととせな、みてないから」

「うん、みてない」

　小さな手で目を隠すものの、指の隙間から私たちの様子を窺っている。

　その姿が愛らしくて、私と優星君は声をあげて笑ってしまった。

　まだ問題は山積みだし、解決の糸口すらない。でも不思議と不安はなかった。こうして一緒に笑い合える大切な存在がいるから。

　順番は逆になってしまったけれど、私たちは夫婦となり、そして親となり、家族となる。愛しい双子の天使とともに。










『あなたに触れたい』




「きゃー！　久しぶりだね、星斗君に星七ちゃん！　やだ、ふたりともちょっと会わないうちに大きくなっちゃって」

　引っ越してきて二週間が過ぎ、星斗と星七もこっちでの生活にすっかり慣れてきた頃、公佳が遊びに来てくれた。

　しかし会うなりハイテンションの公佳に、星斗と星七はびっくりして私の背後に隠れたから、公佳はがっかりした様子。

「残念、ふたりに嫌われちゃったみたい」

「ううん、そんなことないよ。ただ、びっくりしただけだと思う」

　あまりに公佳が悲しそうに言うものだから、慌ててフォローに入った。

　しゃがんで双子と目線を合わせた。

「星斗、星七、覚えていない？　ほら、ママのお友達の公佳ちゃん。会ったことあるでしょ？」

「うーん……」と唸うなりながら首を捻ひねる双子。

　どうだろう？　最後に会ったのは半年以上前だし、もう忘れちゃっているかな。

　公佳と、双子の答えを待つこと数十秒、星斗と星七は同時に首を横に振った。

「わかんなーい」

「わかんないよー」

　双子の答えを聞いて、公佳は肩を落とした。

「そっか、そうだよね。じゃあうちの圭けいのことも覚えていないかな？」

　さっきの双子同様、公佳の後ろに隠れているのは一歳になったばかりの公佳の息子、圭君だ。

「圭、ほらおいで」

　圭君を抱っこして公佳は双子に紹介してくれた。

「星斗君、星七ちゃん。うちの圭と仲良くしてくれる？」

　公佳が聞くと、星斗と星七はお互い顔を見合わせた後、満面の笑みで答えた。

「うん、けーくんよろしくねー」

「いっしょにあそぼう」

　双子に手を引かれ、仲良く三人で遊び始めた。

「嘘、人見知りが激しい圭がもう笑顔で遊んでるなんて。すごいなぁ、星斗君と星七ちゃんは。ふふふ、とくに圭は星斗君のことが気に入ったみたい。さっきからずっと後をついて回ってるし」

「本当だ」

　珈琲を飲みながら三人の遊ぶ姿を眺めていると、実に微笑ましい気持ちになる。

　でもちょっと意外だな、こういう時に面倒見がいいのは星七だと思っていたから。実際は星斗の方が気遣いができる。

　星七はマイペースな性格なのかも。自分が遊びたいもので遊んでいるし。

　シンクロする時もあるけど、性格はまったく違う。少しずつ自我が芽生えてきて、成長する一瞬一瞬の姿を見逃せないな。

「それにしてもすっごい豪邸だよね。本当にここで合っているのか何度も星奈から送られてきた住所を確認しちゃったよ」

「やっぱり？　実は私もいまだにこの家に住んでいるって実感がなくて。すごいところだよね」

　公佳と一緒にリビングを見回しても、まだどこか他人の家のような気がしてしまう。でもテレビ台や棚には、この前四人で出かけた時に撮った写真があり、他にも双子が描いてくれた私と優星君の絵が飾ってある。

　そういうものを見ると、ここが私たちの暮らす家なのだと思えてくる。これからも家族のものが増えていくたびに他人の家だとは思わなくなるのかもしれない。

「妊娠したから仕事を辞めて栃木に行くって聞かされた時は、突然のことになんて言葉をかけてあげたらいいのかわからなかったんだ。でも私の願いはただひとつ、星奈には幸せになってほしかった」

　しみじみと話しながら公佳は柔らかい笑みを私に向けた。

「叔父さんの家で星斗君、星七ちゃんと暮らす星奈は幸せそうで、色々な家族の形があってもいいと思ったの。でもそれは外れていたね。今の星奈の方が、ずっと幸せそうだよ。……本当によかった、香坂さんとうまくいって」

　ほんのりと公佳の目が赤くなっていく。

　公佳はいつだって心配してくれて、無条件で私の味方だった。どれだけ公佳の存在に助けられてきただろうか。

　栃木に引っ越してからも頻繁に連絡をとり合い、会いにも来てくれたよね。そんな公佳には一番に、優星君と一緒に暮らすと決めたことも、そして思いがけず想いを告げ、気持ちが通じ合ったことも伝えた。

「好きなくせに、ちゃんと好きって言わないで一緒に暮らすって聞いた時は、順番が逆でしょ！って突っ込んじゃったけど。……そうだよね、好きな人がそばにいるのに気持ちを隠すことなんて不可能だよね」

　公佳は途中からニヤニヤし出した。

　すべての問題が片付くまで優星君に好きって伝えないと公佳に宣言した手前、非常にいたたまれなくなる。

「えっと、だからそれは電話でも話したけど、気持ちを抑えられなくてさ」

　気まずくて言い訳を口にした途端、公佳は声をあげて笑い出した。

「アハハッ！　別に私は星奈を責めているわけじゃないよ？　ただ、嬉しいだけ」

　そう言って公佳は大きく瞳を揺らした。

「香坂さんのお母さんに言われて別れを受け入れた時も、妊娠がわかった時も香坂さんに伝えずにひとりで産む決心をした時も、いつだって星奈は我慢していたでしょ？　口には出さなかったけど、香坂さんと別れたくない、一緒に子育てしたいって思ったはず」

　どうやら公佳はすべてお見通しだったようだ。

「そんな星奈が素直になって、自分の想いを伝えてくれたんだもの。親友としてこれ以上嬉しいことはないよ」

「公佳……」

　すると公佳は立ち上がって移動し、私の隣に腰を下ろした。

「結婚って大切なのは当人たちの気持ちだよ。一度切れた縁は、実は切れてなくて、お互いずっと好きだったんだもの。なにがあっても星奈と香坂さんなら乗り越えられる。彼のご両親も認めてくれるよ」

　勇気の出る言葉をかけられながら優しく抱きしめられると、熱いものが込み上がってくる。

「私はいつだって星奈の味方だからね。つらいことや悲しいことがあったら、遠慮なく頼ってほしい」

「う……ん、ありがとう」

　こらえきれずに涙がこぼれた。

　だめだな、私。優星君と再会してからというもの、涙もろくなった気がする。ちょっとしたことで涙腺が緩んでしまうよ。

　泣いていることに気付かれたら、絶対笑われる。だから必死にバレないようにしていたけど、鼻を啜ってしまった。

「やだ、星奈ってばもしかして泣いてる？」

　勢いよく離れて私の顔を見た公佳はまた笑う。

「やだ、泣かないでよー。昔はそんなに泣き虫じゃなかったのに、どうしたの？」

「それはだって……っ！　公佳が私を泣かせるようなことを言うからいけないんでしょ!?」

　笑われて恥ずかしくなり、文句を言う。だけどますます公佳の笑いは増すばかり。

「えぇー、私はべつに星奈を泣かせようと思って言ったわけじゃないけど？　ただ当たり前のことを言っただけなのに」

「その当たり前なことが、私にとっては泣くほど嬉しいことなの」

　開き直って言った後、公佳とのやり取りがおかしく思えて、どちらからともなく笑ってしまった。

　だけど公佳に伝えた言葉に嘘はない。彼女にとってはなんてことのない言葉でも、それが私にはすごく嬉しいこともある。

　なにげない言葉にたくさんの勇気や元気をもらってきたもの。

　しばし笑いあった後、公佳は子供たちが仲良く遊んでいるのを確認して声を潜めた。

「それで久しぶりに触れてどうだった？」

「どうだったってなにが？」

　公佳の言いたいことがわからなくて小首を傾げる。すると公佳はさらに小さな声で言った。

「三年ぶりに愛を確かめ合ってどうだったかって聞いてるの」

　そこまで言われたら公佳がなにを聞きたいのかさすがに気付き、一気に身体中の熱が上昇した。

「なにを言ってるの？　星斗と星七がいるのにするわけないじゃない！」

　必死に声を抑えて言ったものの、恥ずかしさでわなわなと身体が震える。

「えぇー、子供がいたってするでしょ。うちは子供を寝かせてから別の部屋で週に三回はしているけどな」

「ちょっとやめてよ、そんな生々しい話を聞きたくない」

「えぇー、恥ずかしがることじゃないでしょ？　みんなしていることだし。やっぱり三年ぶりだもの、燃え上がるような感覚だった？」

　耳を塞いでも公佳の声は残念ながら聞こえてくる。ここでなにか答えなければ、延々と追求されそうだ。

　手を離して、子供たちに聞かれていないか確認し、そっと呟いた。

「それどころか、キスもしていないから」

「えっ？　嘘でしょ」

　キョトンとなる公佳にもう一度言う。

「嘘じゃないよ。毎日一緒に寝てはいるけど、双子も一緒だし、なにより優星君は私が寝た後にベッドに入ってくるの。だから公佳が想像しているようなことはいっさいしていないからね」

　だからこれ以上聞かないでほしい。双子に聞かれたら後々質問攻めに遭って大変な思いをするし。

　そんなことを考えながら残りの珈琲を飲み干す。

「本当に香坂さんって、星奈のことを心から愛しているのね」

「え？　なに急に」

　こういう時は大抵からかってくるというのに、あまりに公佳が真面目な顔をして言うものだから変に身構えてしまう。

「思ったことを言ったまでよ。まぁ、それもそっか。私と交わした約束通りに、星奈を離さないでくれたんだもの」

「ちょっと待って。公佳、優星君と会ったの？」

　初めて聞く話に驚きを隠せない。そんな私に公佳は深く頷いた。

「うん、会ったよ。連絡が取れなくなってから必死に星奈のことを捜して私にたどり着いたようで、居場所を教えてくれって懇願されたの。……引っ越し先を口外しないって約束した星奈には悪いと思ったけど、お互い愛し合っているんだもの、幸せになってほしくて話したんだ」

　そうだったんだ、公佳が私の居場所を優星君に教えてくれたんだね。

「とはいえ、軽率だったね。それに今まで黙っててごめん」

　私に向かって深々と頭を下げた公佳に困惑してしまう。

「やだ、やめてよ、公佳が謝ることないから。むしろ感謝しているよ、優星君に私の居場所を話してくれて」

「えっ」

　顔を上げた公佳に正直な思いを打ち明けた。

「私からは優星君に会いに行くことなんてできなかったもの。私に幸せになるチャンスをくれてありがとう。早く本当の意味で幸せになれるよう、ますます頑張るよ」

　優星君が公佳を捜し出し、公佳が伝えてくれなかったら、私は今も双子と栃木で暮らしていただろう。

　そうしたら、双子の存在も成長も優星君に見せてあげられなかった。双子の言動に彼と一喜一憂し、家族四人の思い出を作ることも叶わなかったんだ。

「優星君と一緒に頑張るって決めたんだ。すべての問題が解決したら、結婚しようって言ってくれたの」

　ちょっぴり照れくさく思いつつも、公佳には包み隠さず話したい。

「そっか、それじゃ浮かれている場合じゃないね。ごめんね、野暮なことを聞いちゃって。きっと星奈も香坂さんも、身体の関係がなくたってそばにいるだけで満足しちゃうんでしょ？」

「えっと……そうかも」

　もう二度と会えないと思っても、想いを消すことができないほど好きな人と再会できて、気持ちが届いた。奇跡のような毎日を過ごせて、それだけで幸せ。

「フフフ、なんかもう星奈と香坂さんのこれまでって、ドラマや小説の世界みたいだよね。私は運命の赤い糸で結ばれていると思うな」

　公佳は自信満々に言って、珈琲と一緒に出したクッキーに手を伸ばした。

「だけどもっと香坂さんに触れたいって思わないの？」

「今のところはないかな？」

　三年前までは何度も肌と肌を重ねていたけど、今はおかえりなさいのハグだけでいっぱいいっぱいだし、それ以上触れたら心臓が壊れそう。

「星奈はそうでも、香坂さんは違うんじゃない？　星奈に触れたいって思ってるかもよ？　どうするの？　身体を求められたら」

「それは……恥ずかしいし久しぶりだから緊張しちゃうけど、嫌ではないから受け入れるかな？」

　感じたままを伝えれば、公佳は意外そうに目を見開いた。

「それはそれは……なんかごちそうさま」

「べつに惚気ていないけど？」

「私には惚気に聞こえたの。本当に余計な心配だったね。じゃあなにか進展があったら教えてよ？　三年ぶりでどうだったか興味あるし」

「ゲスな話はやめて」

　すぐさま突っ込めば公佳は笑いながら「相変わらず星奈はウブだよね」なんて言う。

　仕方ないじゃない、友達同士でこういう方面の話をするのは慣れないし、恥ずかしいんだもの。

「またこうして同じ東京に住めるようになって、子供たちも随分と打ち解けてきてるようだし、これからは頻繁に会おう。今日みたいにゲスな話も聞いてあげるから」

　根に持っているのか、〝ゲス〟という言葉に棘を生やして言ってきた。そんな公佳がおかしくて笑いをこらえる。

「はいはい、頼りにしていますよ」

　だけど次第にこらえられなくなると、彼女はムッとしながらも私につられて笑った。

　それから他愛ない話をしたり、子供たちと遊んだりしながら楽しい時間を過ごした。

　夕方、圭君と公佳が帰ると言えば、星斗と星七は大泣き。「まだ一緒に遊びたい！」と駄々をこねる。

　圭君も双子にすっかり懐いたようで、三人で泣き出してしまい、私と公佳は宥めるのに大変だった。

　帰ってからも星斗と星七は早くまた会いたいと落ち込んでいたものの、現金なふたりは優星君が帰ってくるとすっかり元気を取り戻して、玄関へと駆けていった。

「おかいりーパパ！」

「おかいりー！」

　私も双子の後を追って玄関へ向かうと、双子は勢いそのままに優星君に飛びつく。

「ただいま」

　優星君は、星斗と星七を抱きとめて優しく頭を撫でる。

「今日お友達が遊びに来たんだろ？　どうだった？　楽しかったか？」

「うん！」

「あのねー、けーくんがね、せなよりちっちゃかったの」

「でもあかちゃんじゃなかったよ」

　優星君に聞かれると、今日のことを嬉しそうに話す双子が微笑ましい。

「おかえり、優星君」

　今でもまだ慣れないけれど、双子を降ろした彼に抱きついた。

「ただいま、星奈」

　昔から彼に抱きしめられると、ドキドキすると同時に不思議と安心感に包まれる。少しだけ名残惜しさを感じながら離れ、バッグを預かった。

　廊下からリビングまでの短い距離を、優星君に抱っこされて移動するのが双子のお気に入り。

　いつものようにすぐに抱っこしてとせがむと思っていたけど、今日は違った。なぜか双子はジーッと私と優星君を見つめてくる。

「どうしたの？　ふたりとも」

「パパとママの顔になにかついているのか？」

　不思議に思いながら聞くと、星斗と星七は仲良く首を捻った。

「どーしてうちには、あかちゃんいないの？」

「せいと、けいくんがほしい」

　思いがけない質問に、私も優星君もたじろいでしまう。

　えっと、つまりふたりは弟か妹が欲しいってことなのかな？　きっとそうだよね。

　チラッと横を見ると、優星君も双子が言いたいことが理解できたようで困惑している。

　こういう時はどう答えてあげるのが正解なんだろう。双子を傷つけずに納得してもらえるには、どうすればいいの？

　言葉が出ずにいると、優星君は双子と目線を合わせるように膝を折った。

「星斗と星七は、兄弟が欲しい？」

「きょーだいってあかちゃん？」

「そうだよ」

　優星君に聞かれ、双子は「うーん」と考え込む。

「せなはほしい？」

「うん、ほしい。おともだちにもあかちゃんいたでしょ？　かわいーかったよね」

「うん、かわいかった！　やっぱりほしいね」

　お互いに大きく頷き、優星君にしがみついた。

「パパ、せいともせなもあかちゃんほしい」

「ほしいよ」

「そっか」

　優星君は星斗と星七を抱き上げ、優しい眼差しを向ける。

「きっと星斗と星七がいい子にしていたら、うちにも赤ちゃんが来ると思うぞ」

　えっ？　ちょ、ちょっと優星君ってばなにを言って……っ！

「ほんとー？　やったー！」

「せいと、ちゃんといいこにしてよーね」

　優星君の話を信じた双子は大喜び。どうするの？　優星君、まだ二歳といえど、こういうことはしっかりと覚えていたりするのに。

「じゃあせな、おへやのおかたづけしてくるー」

「せいともやる」

　双子は優星君の腕の中でバタバタと暴れ、下ろしてとせがむ。

「はいはい、わかったよ。じゃあ仲良く片付けしておいで」

「はーい！」

　優星君に下ろしてもらうと、双子は仲良く手を繋いで子供部屋へと駆けていく。ドアが閉まり、双子に聞かれていないことを確認してから、彼に詰め寄った。

「どうするの？　双子が真に受けちゃったら。これから毎日のように聞かれるかもしれないよ」

「じゃあ本当にすればいいだけの話だろ？」

　さも簡単に打開策を言うけれど、本気なのだろうか。双子に兄弟を作ってあげるには、つまり、その……そういう行為をするということだ。

　想像しただけで恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。それは表面にも出ているようで顔が熱い。

「えっと……」

　恥ずかしくなって彼の顔もまともに見られなくなる中、小さなため息が聞こえた。

「もちろん双子には、すぐに赤ちゃんは来ないってちゃんと言い聞かせるから安心して。星奈の嫌がることは絶対にしないから」

「えっ？」

　ポンと私の肩を叩き、「着替えてくる」と言って優星君は階段を上がっていく。

　私の嫌がること……？　もしかして優星君はキスしたりその先をしたりすることを、私が嫌だと思っているの？　さっきの話じゃそんな感じだったよね。

「そんなわけないのに」

　ただ、恥ずかしいだけ。決して優星君に触れられるのが嫌なわけではない。でもそれをどう伝えるべきなのか……。

　ストレートにしたい！　なんて言ったら引かれそう。かといって、これからもずっと触れてもらえないのは寂しい。

　触れられると思えば恥ずかしくて、触れられないのは寂しいだなんて……。なんだろう、この矛盾する想いは。

「ママー、見て！」

「きれーになったよ」

　ドアを開けて私を手招きする双子に、慌てて「本当に？　ママにも見せて」と言って子供部屋へと向かう。

　言葉通り、圭君と一緒に遊んだおもちゃは全部片付けられていた。

「すごいね、ふたりとも。えらい！」

　褒めたら星斗と星七は目を輝かせた。

「せいととせな、えらいって！　あかちゃんくるかな」

「はやくくるといいねー」

「うん！」

　盛り上がる双子を見ると、いよいよ赤ちゃんは来るかわからないとは言えない雰囲気だ。

　そもそも妊娠したってすぐに生まれるわけではない。十カ月もの間、私のお腹の中で大きく育ってから生まれてくるのだから。

　きっと星斗と星七は、いい子にしていたらすぐに赤ちゃんが来るとでも思っているんだろうな。かわいいな。

「ママ！　ごはんのおてつだいもする」

「せなもする！」

「ありがとう、じゃあお願いしちゃおうかな」

　私がキッチンへ向かえば、すぐに双子も後を追ってくる。

　星斗と星七も二歳になって、だいぶ手がかからなくなった。きっと今、妊娠したら、いっそうお兄ちゃんとお姉ちゃんになっちゃうんだろうな。

　そんなふたりの姿も見たいと思いつつも、そのためにはある行為をしなければ当然妊娠などできないわけで。

「ママ、どーしたの？　いたいいたいなの？」

「えっ？　あ、ううん違うよ」

　夕食の準備をしている最中に無意識のうちに深いため息をこぼしていたようで、心配そうに星斗が聞いてきた。

「ほんとー？　ママ、いたいならせいとにいってね。いたいのいたいの、とんでけー！ってやってあげる」

　ニッと笑って言われたひと言に、胸がきゅんとなる。

「ありがとう、星斗。じゃあやってもらおうかな」

　しゃがんで星斗に頭を向けると、私の髪を撫でながら「とんでけー！」とやってくれた。

「あぁー！　せいとずるい。せなもやるー」

　テーブルを拭いてくれていた星七もやってきて、ふたりして私の頭を撫でながら「いたいの、いなくなれー」とか、「どっかいっちゃえ」なんて言う。

　本当にうちの子たちは、どうしてこんなにもかわいいのだろうか。

　星斗と星七じゃないけれど、私もあとひとりくらい家族が欲しいな。星斗と星七をお兄ちゃんとお姉ちゃんにしてあげたいし、今度は優星君とそして双子とともに子育てをしていきたい。

　なにより優星君に触れてほしい。

　公佳には、そばにいられるだけで十分なんて言ったけど、そんなことなかった。この先もずっと触れ合えないのは嫌だもの。




「とは、言ったものの……」

　隣で万歳をして眠る双子の寝顔を眺めながら、またため息がこぼれる。

　大きなベッドには私たち三人だけ。優星君はまだ書斎で仕事中だ。こうして暮らし始めてから、一緒にベッドに入って「おやすみ」と言い合ったことがない。

　時計に目を向けると零時を回ろうとしていた。

　明日も仕事だよね。それなのにこんな遅くまで家で仕事をしているということは、私たちとの時間を作るために、無理して持ち帰ってきているんだ。

　いつも邪魔しちゃ悪いと思って先に寝ていたけれど、今夜は眠れそうにない。

　双子を起こさないようにそっとベッドから出て、一階にある彼の書斎へと向かった。一度部屋の前で足を止めて中の様子を窺うと、微かに部屋の中から物音が聞こえてくる。

　小さく深呼吸をしてドアを数回ノックした。

「はい」

　すぐに部屋の中から彼の声が聞こえ、私はゆっくりとドアを開いた。

「どうしたんだ？　星奈。眠れないのか？」

　優星君は私が来たことに困惑しているようで、立ち上がってこちらに歩み寄ってきた。

「それもあるけど、いつも優星君寝るの遅いでしょ？　明日も仕事があるのに、大丈夫なのかなって心配になって……」

　チラッと彼のデスクの上を見ると、パソコンが開いてあって書類がたくさん積み重なっている。

「私たちのために無理させていない？　私ならひとりでも平気だよ？　星斗と星七にご飯を食べさせてお風呂に入れて寝かせることができるよ」

　今までだってそうだった。明叔父さんたちに助けてもらってはいたけれど、ほとんどひとりでやってきたもの。

「だから遅くなってもいいからね。それに仕事の付き合いとかもあるでしょ？」

　私もカフェに勤めている時に、よくみんなでご飯を食べに行ったりしていた。優星君は次期社長なのだから、毎日のように誘いがあってもおかしくないはず。

「私たちが優星君の仕事の邪魔をしていたらすごくつらいの。だから本当に無理して毎日早く帰ってくることないからね」

　彼の身体のことはもちろん、会社での立場などが心配で言ったものの、なぜか優星君は悲しげに瞳を揺らした。

「ありがとう。だけど無理していないし、仕事の方も大丈夫。むしろ星奈や星斗、星七と過ごす時間が少ないと仕事も捗らなくなるんだ」

　それは私を気遣っての言葉であって、本当は違うんじゃないかと疑ってしまう。

「本当に？」

「本当に」

　力強い声で囁き、優星君は私の肩に腕を回した。彼の端整な顔がぐっと近づき、ドキッとなる。

　でも視線を逸らすことができずにいると、優星君は私を見つめたまま目を細めた。

「じゃあ星奈が俺の立場だったらどうする？　家で星斗と星七が待ってくれているのに、毎日遅くまで仕事してくる？」

「ううん、早く帰ろうって思う」

「だろ？　俺も同じ。星斗と星七が出迎えてくれると、疲れなんて一気に吹き飛ぶんだ。それに一緒に過ごせる時間は短いだろ？　なにより星奈との時間を大切にしたいんだ」

　あまりに彼が優しい顔で言うものだから、なぜか泣きそうになる。

「でも星奈が俺のことを心配してくれてすごく嬉しかったよ。ありがとう」

「優星君……」

〝ありがとう〟のひと言が胸に深く突き刺さる。些細な言葉ひとつで彼に対する気持ちが大きくなり、腕を伸ばして抱きついた。

「どうしたんだ？　星奈」

　いきなり抱きついた私に優星君は困惑しながらも、優しく抱きしめ返す。それがたまらなく嬉しくて、さらに強く彼にすがりついた。

「優星君」

「ん？」

　ゆっくりと顔を上げると、愛しそうに私を見つめる彼と目が合う。私に向けられる視線は昔から甘い。……ううん、昔より今の方がもっと甘い気がする。

　彼の言動ひとつひとつに愛されていると実感させられるのに、それだけでは物足りない。もっと全身で愛されていると感じたいと願う。

「大好きだよ」

　想いが溢れて言葉にして伝えたら、彼はますます困惑した。

「本当にどうしたんだよ。なにかあったのか？」

　頬に触れた大きな手に自分の手を重ねる。

「なにもないよ。ただ、好きって感じた時にちゃんと伝えたいと思ったの」

　言葉にしないとなにも伝わらないもの。それにこれまで優星君は何度も私に好きと言ってくれた。だから今度は私が彼に言いたい。

　私が彼に愛されていると感じるように、優星君も私に愛されていると感じてほしいの。

「だからこれからは、もっと素直に自分の気持ちを伝えるね。……とはいっても、恥ずかしくて無理な時もあるかもしれないけど」

　それでも少しずつ自分の気持ちを伝えることに慣れていったら、思い切って触れてほしいと言える気がするの。

　もっと優星君の温もりを感じたくて、再び強く彼に抱きついた。次の瞬間、勢いよく身体を離される。

　どうしたの？　急に。もしかして私に抱きつかれるのが嫌だった？　そんな不安が押し寄せてくる。

「だめだよ、星奈」

「えっ？」

　ため息交じりに言うと、優星君は苦しげに私を見つめた。

「あまりかわいいことを言わないでくれ。でないと、自分を抑えきれなくなる」

　それって……。

　ある考えが浮かんだら、じわじわと身体が熱くなっていく。

「今はただそばにいられるだけで十分と思いながら、ふとした瞬間に星奈のことを抱きたくてたまらなくなる。だから夜も同じ時間に布団に入らないように、仕事を持ち帰ってきているというのに……」

　本当に？　優星君も私と同じ気持ちだったの？　触れたいと思ってくれていた？

　トクン、トクンと胸の鼓動が増していく。

「ごめん、変なこと言って。俺はまだ仕事があるから先に寝てて」

　そう言って離された身体。咄嗟に私は彼の腕を掴んだ。

「星奈？」

　優星君は目を丸くして驚いている。だけどここで恥ずかしがっている場合じゃない。だって優星君は本音を話してくれたじゃない。

　恥ずかしさを押し殺して、不思議そうに私を見つめる彼にそっと囁いた。

「私も同じだよ」

「えっ？」

　聞こえなかったのか聞き返してきた彼を真っ直ぐに見つめる。

「私もそばにいるだけで十分だったのに、それだけじゃ足りなくなってる。……もっと優星君に触れてほしい」

　今度は彼に届くようにはっきりとした声で告げた。

「それ、ちゃんと意味をわかって言ってるのか？」

　もちろんわかってる。

　頷いたら、優星君の大きな手が私の頬を包み込んだ。

「いいのか？　久しぶりだし、怖くない？」

「うん、緊張はするけど大丈夫」

　少しの間見つめ合った後、ゆっくりと近づく距離。

「嫌だったら言って。まだ止められるから」

　嫌に思うことなんて絶対にないよ。

　近づくスピードに合わせて瞼を閉じると、静かに唇が重なった。微かに彼の唇は震えていて、胸が苦しくなる。

　触れるだけのキスを落とし、優星君は「平気？」と私を気遣った。

「平気だよ。だからもっとして？」

　自ら彼の首に腕を回す。

「もう止める自信ないからな」

　切羽詰まった声で言い、今度は荒々しく唇を奪われた。

「んあっ」

　自分のものとは思えない卑ひ猥わいな声に、溺おぼれそうになる甘い感覚。彼に抱かれるたびに感じていたものを思い出して羞恥心が増す。

　だけど止めてほしくなくて、必死に彼のキスに応える。

「星奈」

　時折苦しげに自分の名前を呼ばれるたびに、胸がギュッと締めつけられた。

　次第に足に力が入らなくなってふらついた瞬間、優星君は素早く私の肩と膝裏に手を回して抱き上げた。

　お姫様抱っこをしたまま彼は廊下に出て、階段を上がっていく。

　息が上がる様子はないけど、絶対に重いよね。

「優星君、ひとりで歩けるよ」

「だめ、もう少しの時間でも離れたくない」

「そんなっ……んっ」

　階段を上がり切ったところで彼は私の唇を塞いだ。その後も頬や瞼にキスを落としながら寝室の隣にある客間に入った。

　ふたつある空き部屋のひとつで、ベッドとテレビといった必要最低限のものしか置いていない。

　急な来客があった時のために用意した部屋だけれど、いずれ客間は星斗と星七の部屋にするつもりだ。

　ベッドサイドランプの明かりを灯してセミダブルベッドにそっと私を降ろすと、すぐに優星君が覆い被さってきた。

「星奈……」

　名前を呼ばれるたびに、自分の名前が特別なものに思えてくる。

「優星君」

　同じ気持ちならいいのにと願いながら彼の名前を呼び、キスを受け入れた。

　何度も何度も唇を重ね合わせているうちに、ひりひりと痛みが伴う。それでもキスをやめてほしくなくて彼の舌に自分の舌を絡ませた。

　口づけに意識がいっている間に優星君の大きな手が、パジャマの上から胸に触れた。

「んっ……あっ」

　彼は私の首に唇を寄せ、熱い舌が首筋を這う。ゾクリと身体が震え、優星君の肩をギュッと掴んだ。

「触るよ」

　掠れた声で囁くと、服をめくり上げられ肌に直に触れる。

「星奈、掴まって」

　言われるがまま彼の肩に腕を回すと抱き上げられた。

　余裕ない手つきでパジャマを脱がされていき、一糸まとわぬ姿にさせられてしまう。

　優しく私をベッドに下ろして、彼も素早く服を脱ぎ捨てた。広い肩幅にほどよくついた筋肉は三年前と変わっていない。

　ジッと見つめていると、私の視線に気付いた彼はふわりと笑った。

「なに？　そんなに見つめて。俺も同じくらい星奈の身体を見てもいい？」

「え？　それはちょっとダメ」

　咄嗟に両手で身体を隠そうとしたけれど、その手を掴まれた。

「どうして？　三年前と変わらず綺麗なのに」

「……っ！　そういうことを言われたら、余計に恥ずかしいよ」

　顔を横に向けたら優星君はクスクスと笑う。

「俺は恥ずかしがる星奈がかわいくてたまらないよ。それと同時にちゃんと優しくできるか不安になる」

　長い指が一番敏感にところに触れ、大きく身体がのけ反る。

　卑猥な音が聞こえてきて、泣きそうなほど恥ずかしい。

「痛い思いをさせたくないから、もっと気持ちよくなって」

「えっ？　あっ」

　言葉通りに、思考回路が断たれるほどたくさんの甘い刺激を与えられた。二度目の絶頂を迎えた頃には息も絶え絶えになっていた。

「ん、もう大丈夫そうだ。星奈、力抜いて」

「う、ん……っ」

　久しぶりに感じる鈍い痛み。でもそれは最初だけで、大好きな人と繋がる幸せでいっぱいになる。

「好きだよ、星奈。……好きだ」

　何度も愛の言葉を囁き、彼は私のことを気遣いながら優しく抱いた。

　どうしてこの温もりに触れられなくても、平気だと思ったのだろうか。大好きな人に求められるのが、どんなに幸せなことなのか思い出した。

　もう二度と離れたくない。なにがあっても。

　彼に抱きしめられたまま眠りに落ちる前、強くそう思った。




《ふ～ん、私に平気だって言ったその日のうちに、やっちゃったわけだ》

「やっちゃったって……！　もっと違う言い方があると思うんだけど」

　三日後の十四時頃。双子が昼寝をしている間に相談に乗ってくれた公佳に電話をした。そこで事の経緯を説明すると、さっきの言葉が返ってきたのだ。

《しかもそれから三日三晩、求められ続けていると？》

「……うん」

　からかい口調で言う公佳に気恥ずかしくなりながらも肯定すれば、彼女は声をあげて笑い出した。

《アハハッ！　なんだか私が必死に触れたいと思わないの!?って言っていたのがバカみたい。やっぱりそばにいるだけでは満足できなかったでしょ？》

「うん、公佳の言う通りだった」

　あの優しい温もりに触れたら、もっと触れてほしいと願ってしまう。三年間離れていても平気だったのが信じられないほどに。

《この調子だと、星斗君と星七ちゃんご希望の赤ちゃんが誕生するのも、時間の問題かな？》

「もう、からかわないでよ」

　そりゃ赤ちゃんができる可能性のある行為をしているわけだからあり得る話だけれど、その前に解決すべき問題が山積みだ。

「まずはお互いの両親に認めてもらわなきゃいけないわけだし」

《……そうだったね。でも大丈夫？　あれからずっとお父さんとは連絡を取っていないんでしょ？》

「うん」

　母とはなにかあったら連絡を取れる状況にはある。出産した時と、双子の一歳、二歳の誕生日に写真を送り、あとはこっちに引っ越してくる時にも連絡をした。

　とはいっても電話ではなくメッセージでのやり取りのみで、この三年間会ってもいないし、母の声も聞いていない。

「大丈夫、優星君と結婚したいからこそ、両親ともう一度向き合ってみようと思う。星斗と星七のためにもね」

　祖父母の存在を教えてあげたい。できることなら両親に星斗と星七をかわいがってほしい。

《耳にタコができるくらい言ってるけど、私でよかったらいつでも話を聞くからね》

「ありがとう、本当に頼りにしてるよ」

　その後すぐに圭君がぐずり出し、電話を切った。

　私も二階の寝室に双子の様子を見に行ったけれど、午前中に近くの公園で思いっきり遊んだからか、熟睡していた。

　十五時のおやつの時に起こせばいい。双子が寝ている間に夕食の準備をしてしまおう。

　キッチンに向かい、冷蔵庫を開けて食材の確認をしているとインターホンが鳴った。

「誰だろう」

　モニターを確認したら、同い年くらいの綺麗な女性が立っていた。見覚えのない人物に首を捻る。

「どちら様でしょうか？」

　正体がわからない以上、家に招き入れることはできない。モニター越しに尋ねると、彼女は鋭い眼差しを向けた。

「優星君の婚約者ですと言えば、わかってくれますか？」

「えっ」

　優星君の婚約者って……。

　脳裏に浮かんだのは三年前、彼の母親に告げられた婚約者の存在。もしかしてそれが彼女なの？










『強くなりたいのに』




「どうぞ」

　珈琲を淹れて、そっとテーブルに置く。

「ありがとうございます」

　そう言っても彼女はひと口も飲もうとしなかった。

　話があると言われ、悩みながらも家に招き入れた。それに彼女ともいずれは向かい合わなければいけないはず。

　優星君は母親が一方的に進めた婚約だと言っていたけれど、彼女はそういう認識ではいないのかもしれない。

　敵意を向けられているのをひしひしと感じながら、目の前に腰かける。気まずくて珈琲を飲んだところで、彼女は口を開いた。

「初めまして、尾上美野里と申します」

「あ、初めまして。立花星奈といいます」

　彼女に倣ならって自己紹介をしたものの、尾上さんはそれ以降なにも話さない。

　私はただ様子を窺うばかり。でも改めて真正面でこうして見ると、本当に綺麗な人だ。

　艶つやのある黒のロングヘアに、透き通るほど白い肌に切れ長の瞳。美人という言葉がぴったりな人だと思う。

　それに、着ている洋服も身に着けているアクセサリーやバッグもどれも高そう。婚約者だもの、私とは違って彼に見合う家柄の女性なのだろう。

　そんなことを考えながら見つめていたら、突然尾上さんと目が合い慌てて逸らしてしまった。

　なにやってるのよ、私。すごい感じが悪かったよね。

　だけど時間を巻き戻せるわけもなく、ただ俯くことしかできない。少しして尾上さんが再び口を開いた。

「私がどうして来たのか、おわかりですよね？」

　顔を上げると、尾上さんは冷たい眼差しを向けていて背筋が凍る。

　ずっと敵意を感じているもの、言われなくたって予想はつく。

「単刀直入に言わせていただきます。早く優星君と別れてくれませんか？」

　予感は的中し、胸が苦しくなる。でも……。

「それはできません」

　怯ひるむことなくはっきりと告げると、尾上さんは顔をしかめた。

「あなたは自分が優星君に見合うと思っているの？」

「それはっ……」

　言葉に詰まった私に対し、尾上さんは続けた。

「おばさまからあなたの存在を聞いて、失礼ながら調べさせてもらったわ。ご実家の家業を継ぐことなく自分の好きな道に進んだそうね。でもその夢も道半ばで諦め、ご両親との縁を切ってまで優星君の子供を出産し、彼の帰国に合わせて子供の存在を打ち明けた。そもそも本当に優星君の子供なのかしら。彼の財産目当てで別の男性との間にできた子供じゃないの？」

「なにを言って……」

　途中までは彼女の言う通りだ。私の夢を応援してくれた両親を裏切ったのだから。だけど後半は違う。私は決して優星君の家柄に惹かれたのではない。

　彼の人となりを好きになっただけ。愛する人との間にできた子供を産みたい。ひとりでも育てていきたいと思ったんだ。

「星斗と星七は優星君と私の子供です。それに私はひとりの人間としての優星君を好きになったんです。彼が御曹司でなくても、この気持ちは変わらなかったと思います」

　そうだよ、私は自分の珈琲を美味しそうに飲んでくれた彼のことが気になり始め、そして人柄を知るたびに好きって気持ちを募らせていったのだから。

　どんな職業に就いていたって好きになっていた。

「おばさまから聞いたわ、一度は自分から身を引いたんでしょ？　そのくせ勝手に子供を産んで、今さら子供を使って優星君を繋ぎとめるなんて卑怯よ。優星君は優しいから、きっと責任を感じてあなたと一緒になろうとしているだけ。会社になんの利益にもならないあなたとの結婚なんて重荷でしかないわ。しかも未婚で子供もいるなんて、世間がどう思うか」

　棘を生やして言われた言葉が、胸に深く突き刺さる。彼女に言われたのは今まで何度も感じていた不安。だけど私は、優星君の気持ちを疑わない、信じると決めたんだ。

　なにより双子のためにも強くなろうと決心した。

　自分を奮い立たせて尾上さんと対峙した。

「尾上さんが言われたことは、ごもっともです」

「だったら……っ！」

「でも私は、私を好きだと言ってくれた優星君を信じると決めたんです。ふたりで頑張って乗り越えて幸せになろうと約束をしました。彼が私から離れない限り、私から離れることは二度としません」

　優星君を想い、身を引いたりしない。だってそれは意味のないことだったから。

　離れたって気持ちは消えなかった。再会して以前よりも好きになっていることに気付かされたもの。

「私は優星君が好きです。彼を想う気持ちだけは誰にも負けません」

　私より彼に見合う女性はたくさんいる。でも彼を想う気持ちでは私が一番だと自信を持って言える。

　だけど尾上さんは私の答えが気に入らないようで、拳こぶしをギュッと握りしめた。

「わかりました」

　そう言うと立ち上がり、私を見下ろした。

「あなたがそう言うのなら、私は私のやり方でやらせていただきます。どうか今日の発言を後悔する日が来ないといいですね」

　意味深なことを言って歪んだ笑みを浮かべた彼女は、「お邪魔しました」と言って歩きだした。

「あっ……」

　すぐに私も立ち上がり後を追う。

「見送りなら結構です。失礼します」

　こちらを見ることなく言うとリビングのドアを開け、廊下に出た。少しして玄関のドアが閉まる音が聞こえ、私は力なくソファに腰かけた。

　今さらながら手が震え出し、ギュッと握りしめる。

　尾上さんは尾上さんのやり方をすると言っていたけれど、それはつまり彼女は本気で優星君を好きってことだよね。

　だからこうして私に会いにきて、宣戦布告をしていったのだろう。

　私は自分に正直でいたかったし、もう二度と優星君と離れたくない。さっき彼女に伝えた言葉に後悔する日など来ないはず。それなのに不安に襲われていく。

「ママー？」

「あっ」

　慌てて立ち上がり廊下に出ると、双子が階段を上りきったところに立っていた。

「ごめんね、起きたのに気付かなくて」

　急いで階段を駆け上がり、双子を抱きしめる。

「偉いね、ふたりとも。ママとの約束をちゃんと守って」

　ベビーゲートを設置しているものの、それを乗り越えて上り下りする可能性が一〇〇パーセントないとは言い切れない。だから階段を上り下りする時は危ないから、ママかパパが来るまでは待っていると約束をしていた。

「えへへー。せなえらい？」

「せいとも？」

「うん、とってもえらい」

　私に褒められたのがよほど嬉しいのか、ギューッとしがみついてきた。

「パパもいいこしてくれるかな？」

「うん、してくれるよ。帰ってきたら話そうね」

「うん！」

　こんなに愛らしい双子のためにも、不安になっている場合じゃないよね。今夜、帰ってきたら優星君に相談しよう。

「じゃあおやつにしようか。今日はホットケーキでいい？」

「わーい」

「せいとのに、あまいのいっぱいつけてね」

　生クリームのことだね。星斗は甘い物が大好きなようだ。

「わかったよ。じゃあふたりとも、ゆっくり階段を下りて」

「はーい！」

「はーい！」

　元気よく返事をした双子とともに階段を下りて、キッチンへと向かった。




　おやつを美味しそうに食べて、パパの帰りを心待ちにしていた星斗と星七だけれど、優星君から連絡が入った。

　どうやら急ぎの仕事が入ったようで、今日は遅くなるとのこと。一緒に暮らしてから彼が遅くなるのはこれが初めて。

　双子は落ち込み、なかなか寝てくれなかった。いつも二十時には寝てしまうのに、本を読んであげても、歌を歌っても眠らずパパを恋しがり……。やっと眠りに就いたのは二十二時前だった。

　起こさないように寝室を出て、途中になっていた家事にとりかかる。

　乾いた洗濯物を畳みながら時計を見れば、二十三時になろうとしていた。

　こんなに遅くまで仕事だなんて、いったいなにがあったんだろう。

　優星君の仕事に関して私は無知だ。どんな内容なのかも、どんな環境にいるのかもわからない。

　そういえば付き合っていた頃から、優星君は自分の仕事の話はあまりしなかったよね。私ばっかり話していた。

　だからこそ彼が自分の夢を話してくれたのがすごく嬉しくて、その夢を絶対に叶えてほしいと願ったんだ。

　双子の服を畳みながら昔のことを思い出していると、玄関のドアが開く音がした。

「優星君？」

　廊下に出ると、やはり彼が帰ってきたところだった。

　靴を脱いで私の顔を見るなり、優星君は眉尻を下げた。

「悪い、遅くなって。星斗と星七は大丈夫だった？」

「大丈夫だよ。それより優星君の方こそ平気？　こんなに遅くまで仕事だなんて疲れたでしょ？　あ、軽く食べられるように野菜スープを作ったんだけど食べる？」

　彼の身体が心配で立て続けに言うと、優星君はクスリと笑った。

「ありがとう、じゃあスープもらおうかな。着替えてくるよ」

「うん、わかった」

　私の頭をひと撫でして着替えに向かう優星君。

　急いでキッチンに入り、スープが入った鍋を火にかけた。

　尾上さんが来たからかな、優星君の顔を見ただけでホッとした。

　スープが温まってきた頃、着替えを終えた優星君がキッチンに入ってきた。

「うまそうな匂いだな」

「待ってて、今注ぐから」

　優星君は美味しそうにスープを完食してくれた。

「ごちそうさま」

「どういたしまして。あ、珈琲でも飲む？」

　席を立とうとしたところ、彼に止められた。

「大丈夫。それより話があるんだ」

「えっ」

　なんだろう、話って。いつになく深刻な顔をしている。もしかして尾上さんになにか言われたの？

　緊張が増す中、優星君は言いにくそうに切り出した。

「実は仕事でトラブルがあって、明日から沖縄に行かなくちゃいけなくなったんだ」

　それって出張ってことだよね？

　尾上さんの話だとばかり思っていたから、拍子抜けしてしまう。

「おそらく帰ってこられるのは週明けになると思う。……ごめん、週末星奈たちと過ごせなくて」

「ううん、仕事だもの。気にしないで」

　しかし優星君の表情は晴れない。

「本当に悪い。数日間ひとりで子育てを任せてしまって」

「なに言ってるの？　一般家庭のお父さんは、なかなかここまで協力してくれないよ。いつもすごく感謝している。だから気にせずに仕事頑張ってきて」

「星奈……」

　私の父も家庭的で家族との時間を大切にしてくれる人だったけれど、優星君ほどではなかった。

　こんなにも妻を気遣い、子供との時間を多く過ごしてくれる旦那様はなかなかいないよ。

「ありがとう、星奈。……本当はこの週末、実家に行こうと思っていたんだ」

「えっ？　実家に？」

「あぁ。まずはひとりで行って改めて母さんと父さんに、星奈と結婚したいと伝えようと思っていた」

　そうだったんだ。優星君、こんなに早くにご両親に私たちのことを話そうと思ってくれていたなんて……。

　嬉しくて胸がいっぱいになる。

「この出張が終われば落ち着くだろうし、来週こそ両親に会いに行ってくるよ」

「うん、わかった。……ありがとう、優星君」

　感謝の思いを告げると、彼は柔らかい笑みを浮かべた。

「当然だろ？　俺は早く星奈と結婚したいんだから。父さんはさ、俺の気持ちを尊重してくれているんだ。早く星奈や星斗、星七に会いたいと言っている」

「嘘、本当に？」

「あぁ」

　彼のお父さんは、私との結婚を反対していないってこと？　そうだよね、だって私たちに会いたいって言ってくれているのだから。

　喜びが顔に出ていたようで、優星君は苦しげに顔を歪めた。

「だけど母さんが……な」

　気まずそうに言葉を切った彼が、なにを言いたいのかすぐに理解した。お父さんとは違い、お母さんは反対しているのだろう。

　それは聞かなくてもわかる。尾上さんがうちに宣戦布告をしに来たのがなによりの証拠。

「大丈夫、父さんも協力してくれると言っているし、母さんもわかってくれるさ。だからそんな顔をするな」

「……うん」

　仕事で忙しいのに私たちのために尽力してくれている。これ以上彼の負担を増やすわけにはいかないよね。

　尾上さんがうちに来たことはまだ話さないでおこう。まずは彼のご両親と向き合うのが先だ。それから尾上さんのことを聞けばいい。

　彼のお母さんが認めてくれたら、お母さんから尾上さんとの婚約を解消してくれるかもしれない。だったら私から波風を立てるべきじゃないよね。

　次の日の朝、泣いて引き留める双子に後ろ髪を引かれながら、優星君は沖縄へと向かった。




「星斗、星七。ほらママと一緒に滑り台やろうよ」

「せいとはパパとやりたい」

「せなも」

　日曜日の昼下がり。遊ぼうと思い庭に出たものの、ふたりは乗り気じゃない様子。優星君が出張に行ってからずっとこんな感じだ。

　すっかりパパっ子になっちゃって。

「そんなこと言わないでママと遊ぼう。ふたりとも滑り台好きでしょ？」

　諦めずに誘うとふたりは顔を見合わせた。

「最近、星斗も星七もパパのことばっかりでママ寂しいなぁ」

　オーバーに言えば、双子は途端に慌て出す。

「ごめんね、ママ」

「ママのこと、だーいすきだよ！」

　ギューッと抱きついてきたふたりがかわいくてたまらない。

「ありがとう。じゃあママと遊んでくれる？」

「うん！」

　ご機嫌になったふたりに手を引かれて滑り台に向かっていると、うちの前で一台のタクシーが停まった。

「ママ、だれかきた」

「おじちゃんとおばちゃん、しってるひと？」

「えっ？　おじちゃんとおばちゃん？」

　双子が指さす方向に目を向けると、様子を窺う中年くらいの男女がふたりいた。しかしよく目を凝らして見たら、見覚えのある風貌に緊張が走る。

「嘘、まさか……」

　そんなはずない。でも三年もの間会っていなくても、忘れられないよ。だって二十年以上私を育ててくれた両親だもの。

「ママ、どーしたの？」

　双子は微動だにしない私を心配する。だけど今の私には双子に答える余裕がない。

「星奈！」

　私たちに気付いた両親は門もん扉ぴを開けて、こちらに駆け寄ってきた。

「お父さん、お母さん……」

　三年前とは違い、ふたりとも白髪交じりの髪になっていて、月日の流れを感じる。

　だけど、どうしてふたりがここに？　こっちから会いたいと言っても会ってくれないとさえ思っていたのに、まさか向こうから会いにくるなんて。

　突然の再会に困惑する中、ただならぬ空気を察知したのか、双子は私の足にしがみついた。

　なにやってるの、私。双子がいるんだからしっかりしないと。

　自分を奮い立たせて両親を真っ直ぐに見つめた。

「あの……」

　だけどなかなか言葉が出てこない。両親がどうして突然うちに来たのかわからないからこそ、なんて言えばいいのか。

　するとずっと口を閉ざしていた父が声を震わせた。

「星奈、子供と一緒に帰ってきなさい」

「えっ？」

　思いがけないことを言った父の目は、赤くなっていた。

「先日、尾上バンクの尾上さんという女性がうちを訪ねてきた。そこで脅されたよ。娘さんの行動次第で、うちの銀行からの融資を止めると」

「尾上さんが？」

　待って、彼女が言っていたやり方ってこのことだったの？

　どうして関係のない父の会社を標的にしたの？　尾上さんは私のことを卑怯だと言っていたけれど、それを言うなら彼女の方だ。

　怒りで身体が震える。

　だけどこれで両親が突然訪ねてきた理由がわかった。そりゃ怒って当然だよね。縁を切った娘に、自分の経営する会社を危機的状況に追い込まれそうなのだから。

　あれ、でもそれならなぜさっき父は私に〝子供と一緒に帰ってきなさい〟と言ったの？

「明君のところから連れ去っておいて、他に婚約者がいたとは……。星奈、彼との結婚を認めるわけにはいかない。お前たち三人くらい父さんが養ってやるから帰っておいで」

「ちょっと待ってお父さん」

　だめだ、頭が混乱する。だって私は父に親子の縁を切られたはず。もう二度と家の敷居を跨またがせないとも言われたのに。

　信じられない状況に混乱していると、母が説明してくれた。

「お父さんね、星奈を家から出したことを後悔していたのよ。星奈から私に連絡がくるのをずっと心待ちにしていたわ。それにね、星斗君と星七ちゃんの写真を何度も眺めているし、家にはふたりのために買ったたくさんのおもちゃや洋服があるのよ」

「……嘘」

　クスクスと笑いながら話す母の話に耳を疑う。

　でも父は否定することなく、「その辺にしてくれ」と言ってどこか照れている様子。

「嘘じゃないわ、だからこうして星奈たちを迎えに来たの。……星奈、お父さんの言う通りつらいなら帰ってきなさい」

「お前が無理していたら、子供たちにもよくない。そもそもあんな婚約者がいる男に娘と孫を任せておけるか」

「お父さん、お母さん……」

　これは夢だろうか。それほど信じられない。

　目頭が熱くなる中、父と母は私の後ろに隠れている双子に目を向けた。

「初めまして。星斗君、星七ちゃん」

「じいじとばあばよ」

　ふたりに声をかけられ、双子はビクッと身体を震わせる。

「ママ、だあれ？」

　不思議そうに聞いてきた双子の頭を撫でて膝を折る。

「ふたりはね、ママのパパとママなの」

「ママの？」

「そうよ、星斗と星七のじいじとばあば」

　私の話を聞き、双子に見つめられた父と母の顔に緊張が見られる。

　星斗と星七は理解してくれただろうか。

　様子を窺っていると、双子は口を開いた。

「じいじ？」

「ばあば？」

　双子に呼ばれた瞬間、父と母は顔を綻ばせた。

「あぁ、そうだ。じいじだ」

「ばあばよ」

　次第にふたりの目には涙が浮かび、それを見た双子は慌て出す。

「じいじ、どうしたの？」

「ばあばも、いたいいたいなの？」

　オロオロする双子に私も目頭が熱くなる。

「違うんだ、ごめんね。……じいじもばあばも、星斗君と星七ちゃんに会えて嬉しいんだよ」

「これから仲良くしてね」

　父と母に言われ、双子は笑顔で「うん」と答えると、タタタッと駆け寄ってふたりに抱きついた。

「じいじ、ばあば、いっしょにあそぼー」

「ぶらんこにのる？」

　双子に手を引かれ、ふたりは困惑しながらも嬉しそう。

　まさかこんな日が来るなんて、夢にも思わなかった。だけど手放しで喜んでなどいられない。ふたりとも優星君のことを勘違いしている。早く父と母の誤解を解かないと。

　遊び終わったらゆっくり話ができるように、両親に双子のことをお願いして一度家の中に戻る。

　キッチンで飲み物とお菓子の準備をして再び外に出ると、庭先から父と優星君が言い合う声が聞こえてきた。










『なにがあっても離さない　優星ＳＩＤＥ』




　那な覇は発羽はね田だ行きの便に搭乗し、ホッと胸を撫で下ろした。

「お疲れさまでした、専務」

　そう言って俺の隣に座ったのは、秘書を務めてくれている永なが山やま大和やまとだ。歳はふたつ下にもかかわらず仕事ができる。日本に戻ってきてからの付き合いだが、とても頼りになる存在だ。

「永山のおかげだよ、こうして一日早く帰れるのは。悪かったな、無理にスケジュール調整を頼んで。大変だっただろ？」

「専務の秘書に就いてから無理難題をさんざん押し付けられてきましたので、こんなこと朝飯前です」

「そ、そうか」

　仕事もできるし、度胸もある。まぁ、それも当然か。永山は父の知り合いの息子で、うちの会社と取り引きのあるリゾートホテルの御曹司だ。

　なんでも土地を開拓するところから勉強したいらしく、二年間限定でうちの会社に勤めることになった。

「しかし急なお帰りとなったため、エコノミークラスしか取れず、申し訳ございませんでした」

「構わないよ、一分でも早く帰りたかったから席が取れただけでもありがたい」

　日本に戻ってきてからというもの、余計な仕事を増やさないように、どんな案件にも細心の注意を払っていた。

　しかし今回は完全に副社長のミスだった。

　土地の売買に失敗し、先方は社長を寄越せと要求してきた。しかし父は今、別の案件を抱えていてスケジュール的に沖縄に向かうのは困難で、そこで息子である俺に白羽の矢が立ったんだ。

「今回の出張は大変でしたね、副社長の尻拭いのために専務が頭を下げて回ることになったのですから。まぁ、副社長には恩が売れてよかったのではないでしょうか？」

「そうだな」

　密かに社長の座を狙っている副社長に、俺はよく思われていない。イギリスへの赴任も、勉強という名目で副社長が提案してきたものだった。

　俺がいない間に社内でも自分の基盤を固めておこうと思ったようだ。それも今回のミスで水の泡だろう。

「これで結婚へ近づいたのではないですか？　奥様も無理に『尾上バンク』の娘さんとの結婚を勧める理由もなくなったでしょう」

「あぁ」

　母が美野里との結婚を勧めてきたのは、俺に社内での確固たる地位を得させるためでもあった。

　誰かの力を借りずとも、自分の実力でトップに立ちたいと思う俺に母は甘いと言う。

　結婚はビジネスでもあり、自分にとって得になる相手とするべきだと主張する。なにより昔から知っている美野里のことが、かわいくて仕方がないのだろう。

　星奈や双子たちと会ってほしいと言っても拒否されていた。

　でも今回の件を機に、少しでも気持ちが変わってくれていたらいいんだが……。

「社長は星奈様との結婚を賛成されているんですよね？」

「あぁ、早く孫に会いたいと言っている。父さんにも説得してもらっているけど、なかなか母さんが頑固でな」

「じゃあ専務は奥様似なのですね」

「どういう意味だよ」

　ジロリと睨めば、永山はクスッと笑った。

「そのままの意味ですよ」

　離陸を知らせるアナウンスが鳴り、シートベルトを締めると少しして飛行機はゆっくりと滑走路に向かう。

「ですがきっと奥様も、専務の一途な想いを理解して、結婚を認めてくださると思いますよ。お写真で拝見いたしましたが、あんなに愛らしい双子のお孫様ができたのですから」

「そうだといいけど」

　飛行機は離陸し、あっという間に空高くへと向かっていく。

　とにかく今は早く帰って、星奈たちとゆっくり過ごしたい。数日間家を空けて、星斗と星七も寂しがっていると聞いている。今日は思いっきり双子を甘やかそう。

　家まで送ると言う永山と羽田空港で別れ、急いでタクシーに乗り込む。車内で連絡をしようと思ったが、三人を驚かせたくてやめた。

　時刻は十三時半を回った頃。早く帰らないと双子が昼寝をする時間になってしまう。

「ありがとうございました、お釣りは結構です」

　到着するや否や、釣銭を受け取る時間さえも惜しくて、一万円札を渡して困惑する運転手をよそにタクシーから下りた。

　するとすぐに双子の笑い声が聞こえてきた。

　久しぶりに聞く声に会いたい気持ちが大きくなっていく。

　門扉を開けて声のする庭へと向かうとそこに星奈の姿はなく、双子と遊ぶ見知らぬ中年の男女がふたりいた。

「星斗、星七！」

　大きな声で双子の名前を呼びながら駆け寄る。

「あぁー！　パパだー」

「おかいり、パパー！」

　俺に向かって駆け寄ってきた双子を抱き上げた。

　そしてすぐさまふたりと対峙したが、見覚えのある顔にたじろぐ。

　もしかしてこのふたりは、星奈のご両親じゃないか？

　一度しか会ったことがないからうろ覚えだが、どことなく星奈と似ている。しかし確信が持てず様子を窺っていると、男性が厳しい目を俺に向けた。

「一度お会いしたことはありますが、こうしてちゃんとご挨拶をしてはいませんでしたね。星奈の父です」

「母です。すみません、ご留守中に押しかけてしまい」

　やっぱり星奈のご両親だったのか。

　丁寧に頭を下げたふたりに、俺も慌てて挨拶をした。

「本来なら星奈さんと同棲する前に伺うべきところだったのに、ご挨拶が遅れて申し訳ございません。香坂優星です」

　双子とともにふたりのもとへ駆け寄り、それぞれを地面に下ろして名刺を取ろうとしたが、「名刺なら結構です」と断られてしまった。

「あなたのような男に大切な娘と孫を任せておけませんので、連れ帰るつもりです」

「えっ？　ちょっと待ってください。どういう意味ですか？」

　そもそもなぜ彼女のご両親が突然うちに来た？　星奈とは縁を切って以降一度も会っていなかったはず。

　それに俺のような男とは、どういう意味だ？

　困惑する俺に、お母さんが説明してくれた。

「先日、うちに尾上さんが訪ねてきました。あなたとの交際に関し、星奈に身を引くように忠告したにもかかわらず、拒否されたと。私たちが星奈を説得しなければ、主人の会社への融資を止めるとも言われました」

「美野里がですか？」

　信じがたい話に思わず聞き返すと、お父さんの眉がピクリと動いた。

「美野里、ですか。やはり彼女が言っていたことは間違っていないようでしたね。なぜ婚約者がいるのにうちの星奈と結婚しようと思ったのですか？」

「それはっ……」

　厳しい口調で問われ、言葉に詰まる。どこから話せばいいのだろうか。どうすればわかってもらえる？

「いや、私にはあなたを責める資格はない。星奈を家から出し、つらい時にそばにいてやれなかったのですから。その分、これからは星奈を守ると決めました。あなたと一緒にいたら、星奈たちは幸せになれない」

「私たちはあの子の気持ちを大切にしたいと思い、陰でずっとサポートしてきました。親子三人でも幸せならそれでいいんです。香坂さんと一緒になることでつらく、悲しい思いをさせたくありません」

　ご両親の星奈に対する愛情がヒシヒシと伝わってきて苦しくなる。

　今の俺には星奈と双子を任せられないと思って当然だと思う。だからといって星奈たちを失うわけにはいかない。

「待って、お父さん、お母さん！」

　話を聞いてほしいとお願いするより先に、星奈が割って入ってきた。彼女は手にしていたトレーを庭先にあるテーブルに置き、急いで俺たちのもとへ駆け寄る。そして俺とご両親の間に立った。

「誤解なの」

「誤解って……どういう意味だ？」

「それをちゃんと説明させて。星斗と星七もびっくりしているから、あっちでゆっくり座って話を聞いてほしい」

　星奈に言われて双子を見ると、彼女の言う通り急に大きな声をあげた俺たちにどうしたらいいのかと、オロオロしていた。

「ごめん、ふたりとも。びっくりしたよな」

　すぐに安心させるように双子を抱き上げ、そのままご両親を見つめた。

「どうか一度、俺の話を聞いていただけませんでしょうか？　お願いします」

　願いはご両親に届いたようでベンチへと移動し、俺たちの話を最後まで口を挟まずに聞いてくれた。

　その間に双子は、星奈が用意したジュースやお菓子を美味しそうに頬張っていた。

「話はわかった」

「そうね、どうして星奈がひとりで出産して、今になって香坂さんがあなたたちを迎えに来たのかも理解できたわ」

　ご両親の言葉を聞き、星奈と顔を見合わせてホッとしたのもつかの間、すぐさまお父さんが厳しい口調で言った。

「だからといって、今の香坂さんに星奈と孫たちを任せることはできません。その意味をあなたならわかっていただけますよね？」

「……はい」

　早く会いたい一心だったとはいえ、母さんの説得も、美野里の存在も曖昧にしたまま星奈を迎えに行った俺が悪い。

「早急に母を説得し、婚約者とは結婚できないことをはっきりさせるつもりです」

　ご両親に告げ、隣に座る星奈に目を向けた。

「悪かったな、星奈。美野里が来てつらい思いをさせたよな。……気付いてやれなくてごめん」

　もう二度と悲しい思いもつらい思いもさせない、なにからも守ってみせると約束したのに、俺はいったいなにをやっているのだろうか。

　自分を責めていると、星奈は大きく首を横に振った。

「ううん、尾上さんが来たことをすぐに言わなかった私も悪いの」

「いや、星奈はなにも悪くない。すべて俺の責任だ」

　彼女の背中を撫でて宥め、再びご両親を見つめた。

「おふたりに、安心して星奈さんと星斗と星七を任せていただけるように努力します。少しお時間をいただけないでしょうか？　俺にはもう三人のいない生活など、考えられないんです。お願いします」

　懇願し、深々と頭を下げた。

「私からもお願いします。私、今とても幸せなの。なにより星斗と星七がパパと離れて暮らしたら毎日悲しむから」

　星奈から星斗と星七の名前を出され、ご両親は考え込む。少ししてお父さんは小さく息を漏らした。

「わかったよ、お前たちを無理やり連れ帰ったりはしない」

「お父さん……っ！」

「その代わり香坂さん、一刻も早く問題を解決してください」

　釘を刺すように言ったお父さんに続き、お母さんも厳しい目を向けた。

「どうか星奈にこれ以上つらい思いをさせないでください」

「はい、約束します」

　力強く答えた俺にご両親の表情が和らいだ。

「それと、なにかあったらいつでも私たちを頼ってください。今までなにもしてあげられなかった分、少しでも力になりたいんです。ねぇ、あなた」

「あぁ。今さらだが親の務めを果たさせてくれ。……許してくれるなら、これからも星斗君と星七ちゃんに会わせてほしい」

「もちろんです。なぁ、星奈」

　きっと星奈も同じ気持ちのはず。そう思い彼女を見ると、涙を浮かべていた。

「許しを請うのは私の方だよ。せっかく私の夢を応援してくれていたのに裏切ってしまって、ごめんなさい。それなのにずっと心配してくれていて、こうして会いに来てくれて本当に嬉しかった。これから今までの分、親孝行させてほしい」

「星奈っ……」

　ご両親の目も赤く染まっていき、俺までもらい泣きしそうだ。

　そっと彼女の背中に触れると、星奈はたまらず俺に抱きついた。

「あらあら、この子ったら香坂さんに甘えちゃって。ふたりの仲睦まじい姿を見せてもらえて、安心できますね」

「それはそうだが、子供の教育によくないだろう」

　お父さんは双子の反応が気になるようで、チラチラと見ている。そんなお父さんの視線に気付いた双子は、お菓子を食べる手を止めてニッと笑った。

「じいじ、パパとママはねーラブラブなの」

「そーだよー。おかいりなさいのはぐもするの」

　事実とはいえ、ご両親に知られると居たたまれなくなる。これ以上変なことを言わないように、慌てて口を開いた。

「星斗、星七。そろそろブランコで遊んできたらどうだ？」

「どーして？　せいと、もっとじいじにパパとママのラブラブなはなししたい」

「せなもー」

　無邪気な双子にタジタジとなる中、お父さんは大きな咳払いをした。

「香坂さん、なにか私と妻に知られたらいけないことをしているのですか？」

「いいえ、そんな滅相もない！」

　慌てて答えたところで、星奈とお母さんは声をあげて笑い出した。

　こっちはご両親に嫌われまいと必死なのに、笑うなんてあんまりでは？

「おい、星奈」

　少しばかりムッとしながら小声で言えば、星奈は笑いをこらえながら「ごめん」と謝る。

「だっていつの間にかお父さんと優星君、仲が良くなってるから」

「えっ？」

　仲良くなってるって、俺とお父さんが？

「ねぇ、お母さん」

「そうね、今のやり取り、本当の親子みたいだったわよ」

　星奈に続きお母さんまでそんなことを言い出した。

「なにを言ってる！　まだ私はお前たちの結婚を認めていないんだぞ」

「そうですよ」

　すぐさまお父さんに加勢すれば、星奈とお母さんは顔を見合わせてまた笑い出した。

「ほら、息ぴったりじゃない」

「よかったわね、あなた。昔から息子が欲しいって言っていた夢が叶って」

　愉快そうに言われ、俺とお父さんはなにも言えなくなる。

　でも星奈たちにつられて星斗と星七が笑う姿を見て、幸せな気持ちで満たされていった。

　今はまだ認めてもらえなくて当然だ。でもすべての問題が解決すれば、心からみんなとこうして笑い合える日が来るはず。

　そのためにも一刻も早くケリをつけようと心に誓った。




「美野里が俺のいない間にうちに来るとは、……本当に悪かった」

　この日の夜、双子が寝てから俺は改めて美野里のことで星奈に謝罪した。

「ううん、日中も言ったけど尾上さんが来たことをすぐに言わなかった私も悪いの。でもまさかうちの親に会いに行くとは、夢にも思わなかった」

　そう言って隣に座る星奈が苦笑いする姿を見て罪悪感が増す。

　美野里が星奈のお父さんにあんなことを言いに行くと予想さえできなかった。母たちが勝手に決めた婚約であって、会社のためだと割り切っていると思っていたが違ったのか？　もしそうならば、俺にとって美野里は幼なじみであり、妹のような存在でそれ以上には見えないとはっきりと伝えるべきだ。

「でも尾上さんのおかげで両親と会うことができたから、感謝するべきかな」

　前向きすぎる星奈が健気で愛おしくなり、たまらず抱き寄せた。

「両親が突然目の前に現れた時は、星斗と星七が一緒にいることも忘れちゃうくらい頭の中が真っ白になったの。……お父さん、ずっと後悔していたんだって。私たちのことを見守っていてくれたの。私、お父さんの期待を裏切ったのに……っ」

　声を震わせた彼女を強く抱きしめた。

「俺が一緒に暮らす前にご両親にちゃんと挨拶をしに行っていれば、もっと早くに誤解が解けていたはずだ。段階を踏まずに星奈と一緒にいたい一心で動いた俺が悪かった」

　まずは星奈の心を引き戻すことで頭の中がいっぱいだった。それよりも先にするべきことがあったのに……。

「ううん、私から両親に会いに行く機会はいくらでもあったのに、行かなかった私が悪いの。勇気を出して会いにいけばよかった」

　ズズッと鼻を啜り、彼女は続けた。

「だめだね、私。優星君だけじゃなく、両親からも双子と過ごせる貴重な時間を奪っちゃった」

「なにを言ってるんだ？　それは星奈のせいじゃないからな」

　身体を離して大粒の涙を流す彼女の頬を包み込んだ。

「星奈がひとりで双子をここまで育ててくれたから、俺もご両親も星斗と星七に会うことができたんだ。俺の方こそ星奈にこれまでひとりで子育てをさせてしまって、申し訳ないよ。……きっとご両親も俺と同じ気持ちだと思う」

「優星君……」

　俺の話を聞き、さらに星奈の瞳からは涙が溢れ出る。それを拭いながら続けた。

「星奈も俺も、自分を責めることをやめないか？　さっきの星奈のように前向きに考えよう。せっかくご両親とのわだかまりもなくなり、これからはいつでも会えるようになったんだから」

「う、ん……そうだね」

　やっと笑顔になった星奈に胸を撫で下ろした。

「今日さ、星奈と星斗と星七、そしてご両親と過ごして、幸せってこういうことなんだと思ったんだ。家族で笑って過ごすのは当たり前のようで、実は一番難しいことだと。現に俺たちがそうだろ？」

　星斗と星七が生まれてから、俺の両親も含めた家族全員が揃ったことはない。

「正直なところ、周りになんて言われようと星奈と結婚できればいいと思っていたけど、それじゃなんの意味もない。結婚したら家族が増えるんだ、その家族にも祝福してもらわなくては、本当の意味で幸せになれないよな」

　俺が今日、星奈のご両親に認めてもらいたいと思ったように、星奈もうちの両親に対して同じ気持ちを抱いているはず。

「明日、母さんに連絡するから。一度会う機会を設けてもらおうと思う。……その時は星奈も一緒に来てくれないか？」

「うん、もちろんだよ。優星君がうちの親に挨拶してくれたように、私もちゃんと優星君のご両親にご挨拶したい」

「ありがとう。……最初はふたりだけで行こう。星斗と星七は星奈のご両親にお願いしても大丈夫だろうか」

「そうだね、聞いてみるよ」

　本当なら星奈も連れていかずに、まずはひとりで会いに行った方がいいのかもしれない。でも今日、星奈のご両親と話をさせてもらって、ふたりでないと意味がないと思ったんだ。

　それに星奈とふたりで頑張ろうと約束した。いくら母といえど、星奈を悲しませるようなことを言ったら許さない。俺が絶対に守ってみせる。




　次の日。いつもより早い時間に出社し、真っ直ぐに向かう場所は社長室。昨日の夜、無理を言って永山に今日の父のスケジュールを確認してもらったところ、朝一で開かれる会議に出席すると聞いた。

　時刻は八時前だが、父なら早くに出社しているだろう。案の定社長室に入ると父はすでに出社していて、資料に目を通しているところだった。

　連絡もなしに会いに来た俺に最初は驚いていたが、ただならぬ様子に気付いてなにかあったと察したようだ。

　そんな父に俺は事の経緯を話した。

「そうだったのか、美野里さんが……。母さんにも困ったものだな、何度も説得しているんだが、一向に優星の気持ちを理解しようとしないんだ」

「そっか」

　そんな母を説得するのは、容易ではなさそうだ。

「本当は母さんにも理解してもらった上で、星奈と実家に挨拶に行きたかったんだけど、美野里の話を聞いてそうも言っていられないと思って。……父さん、今週末にでも星奈と実家に行くから会ってくれないか？　母さんとふたりで」

「そうだな、その方がいい。私からも母さんに話そう。尾上頭取にも言っておくよ、子供をビジネスに使うつもりはないし、優星には美野里さんと結婚する意思がないことを」

「ありがとう、頼むよ」

　まずは母を説得してそれから美野里とも、ちゃんと話をつけよう。

「ところで優星、週末うちに来る時は双子も連れてくるのか？」

　どこかソワソワした様子で聞いてきた父には悪いけど、「双子は星奈のご両親に預けて、ふたりで行くよ」と伝えると、あからさまにがっかりした。

「そうか。でもそうだな、反対している母さんが双子になにか言って傷つける可能性もある以上、連れてこない方がいいだろう。しかしその間、向こうのご両親は双子と過ごすのか」

　哀愁を漂わせながらブツブツと呟く父は、早く双子に会いたくてたまらないようだ。だが母の手前、自分だけ会うわけにもいかずに我慢しているらしい。

「よかったら昨日撮った双子の写真でも送ろうか？」

「すぐに送ってくれ」

　星奈のご両親も双子のことをだいぶかわいがってくれそうだと思ったけど、父も例外ではないな。

　できることなら母にも双子をかわいがってほしい。きっと、そんな日が来ると信じよう。

　双子の写真を愛しそうに眺める父と実家で土曜日に会う約束を取りつけ、社長室を後にした。




「優星君、本当に今日の恰好、変じゃないかな？」

「変なところなんてひとつもないよ」

「手土産はロールケーキでよかったの？」

「大丈夫、母さんの好物だって何度も言っただろ？」

「でも……」

　このやり取りを、朝起きてからこうして車で実家に向かっている間もずっとしている。

「星奈、昨夜はあまり眠れなかったんだろ？　まだ着くまで時間がかかるから少し寝たらどうだ？」

「寝るなんて、そんな……！　寝られるわけがないよ」

　そうは言っても星奈のことが心配になる。もちろん緊張するなって言う方が無理だと思うし、なにより俺と別れるよう言った母に会うんだ。緊張して当然だよな。いや、不安で眠れなかったのかもしれない。

「星奈」

「なに？」

「なにがあっても俺が守るから」

　少しでも安心させたくて、赤信号で車を停車させたところで彼女の手をギュッと握りしめた。

「それに昨夜も言ったけど、父さんは俺たちのことで反対していない。むしろ双子にも早く会いたいんだ。今日、双子の面倒を見てくれている星奈のご両親に嫉妬するほどなんだよ」

　社長室で見た父を思い出して笑いながら言うと、星奈は少し安心した顔を見せた。

「そっか。……じゃあ今度は星斗と星七も連れて四人で来られるように今日、頑張ってこないとだね」

「そうだな」

　お互い強く手を握り合う。

　信号が青に変わり、俺は再び車を発進させた。その後、星奈から不安がる言葉は聞かれず、星斗と星七はちゃんといい子にしているかなど、双子の話ばかりしながら実家に向かった。




「えっと、ここが優星君の実家？」

「あぁ」

　家の駐車場に車を停めると、星奈は不安の声をあげた。

「大きな家だろうなとは思っていたけど、まさかここまで大きいとは思わなかった」

　後ろに下がらないと見えないほど高い門構えがあり、家に続く庭先は芝生が茂り、噴水やプール、専属の庭師が手入れをしている花壇がある。

　家は三階建ての７ＬＤＫ。父は昔から天体観測が趣味で、屋上には大型の望遠鏡を設置した部屋まである。

　初めて家を訪れた友達はみんな口を揃えて「大きな家」だと言っていた。

　どうしたものだろうか、車を降りる前からこんなに不安がっていて大丈夫か？

　約束の時間までは、まだ十分ある。車の中で星奈が落ち着くのを少し待ってから行った方がいいのかもしれない。

　幸いなことにタイミングよくスマホが鳴った。

「ちょっと出てもいい？」

「うん」

　星奈に断りをいれて電話の相手を確認すると、父からだった。

「もしもし、どうしたんだ？」

《悪い、運転中だよな？　手短に話す。急な仕事が入って今まだ会社なんだ》

「えっ！　どういうことだよ」

　思いがけない話に大きな声が出てしまい、星奈は何事かと心配そうに俺を見る。

　そんな彼女に「大丈夫だ」と口を動かしながら顔の前で手を合わせ、父の話に耳を傾けた。

《朝、急に秘書から呼び出されて行ってみたら、尾上バンクから融資額の変更の申し入れがあったっていうんだ。今、尾上頭取に連絡を取っているんだが繋がらなくて、確認が取れないことには帰れそうにない》

「ちょっと待ってくれ、まさか……」

　そこまで言いかけると、俺より先に父が言った。

《私が家を出るタイミングで美野里さんがやって来た。星奈さんにこの前の非礼を詫びたいと言ってな。こんなことを考えたくないが、もしかしたら母さんとなにか企てているのかもしれない》

　やっぱり父も同じことを考えていたようだ。

《だから私が帰るまでどこかで時間を潰していてくれないか？　星奈さんにこれ以上我が家の醜しゅう態たいを晒さらすわけにはいかない》

「俺もそうしたいところだけど……」

　チラッと車の外に目を向けると、いつ俺たちが来たことに気付いたのか、母と美野里が待ち構えていた。

《どうしたんだ？　優星》

「実はもう家の前なんだ。さらに母さんと美野里は、俺たちが車から降りてくるのを待っている。ここで待つわけにはいかなそうだから父さん、少しでも早く帰ってきてくれ」

《なんだって？　わかった、できるだけ早く帰るから、星奈さんをしっかり守りなさい》

「わかってるよ」

　通話を終えたら星奈が「優星君」と不安そうに俺の手を握ってきた。

「大丈夫、俺がいるから」

　彼女を安心させるように言い、先に車から降りた。

「久しぶり、優星。待ってたのよ。ほら、美野里さんにご挨拶なさい」

　開口一番にそんなことを言ってきた母に、深いため息が漏れた。

「なにを言ってるんだよ、母さん。言ったよな？　今日は星奈を連れてくるって。そこにどうして美野里がいるんだ？　俺から挨拶？　その前にふたりが星奈に謝るべきだ」

「謝るって、どうして私と美野里さんが？」

　声を荒らげる母につられ、感情の赴くままに気持ちを吐き出したいのを必死に抑える。そんなことをしたって、話が平行線をたどるだけだ。

「美野里、なぜ突然俺たちの家に来て、星奈にひどいことを言ったんだ？」

「それはっ……！」

　静かに尋ねると、美野里は言葉を詰まらせて俯いてしまった。

「黙ってちゃわからないだろ？　星奈のお父さんの会社を脅す権限がなぜお前にある？　この際だからはっきりさせておく、婚約は母さんたちが勝手に決めたことであって、俺は美野里と結婚する意思はいっさいない」

「そんな、ひどい優星君……っ」

　わっと大きな声をあげて泣き出した美野里の姿を見て胸が痛んだものの、星奈にしたことを考えれば同情の余地はない。

「私はずっと優星君のことが好きだった。だから婚約できた時はどんなに嬉しかったか。それなのに、他の女にうつつを抜かして妊娠までされた私のつらさがわかる？」

　目に涙をいっぱい溜めて訴えてきた美野里に、すかさず母も加勢した。

「美野里さんの言う通りよ、優星。この子はずっと優星だけを想ってきたの。美野里さん以上にあなたに見合う女性なんていないのよ。あんな女とはさっさと手を切りなさい。優星の同意も得ずに勝手に産んだ子ですもの、慰謝料も支払う義務はないわ」

　星奈を車に乗せたままにしておいて正解だったな。こんな話を星奈に聞かせて傷つけるわけにはいかない。

　憎しみを込めた目で助手席を見た母から守るように、星奈にはこっちの様子が見えないように助手席のドアの前に立った。

「母さん、星奈以上に俺に見合う女性はいないよ。それに前にも言ったけど、結婚相手は俺が決める。いくら親だからと言って、俺の人生を勝手に決める権利はない」

「なにを言って……っ！」

　激昂する母を横目に美野里に目を向けた。

「今まで美野里の気持ちに気付かなかったのは悪かったと思う。だからといって、敵意を星奈に向けるのは違うだろう？　恨むなら俺を恨め。これ以上星奈になにかしようものなら、いくら美野里でも許さない」

「優星君……」

　俺の怒りを感じ取ったのか、美野里は力なくその場に崩れ落ちた。

「大丈夫？　美野里さん」

　母は美野里の身体を支え、大声で叫んだ。

「優星、あなたって子は……！　どうして自分があの女に騙されていると気付かないの！　必ず後悔する日が来るわよ」

「それは母さんの方だ。星奈自身のことを知ろうともせずに反対したことを、いつか絶対に後悔する日が来る。それよりも美野里、お前ちゃんと星奈に謝れ。そのために今日うちに来たんだろ？」

　俺がそう言うと、美野里の身体がビクッと震えた。

「なにを言ってるの！　美野里さん、あんな女に謝る必要などないわ。あなたがしたことは正当なことよ。あの女の父親は親として子供の悪行に責任を取るべきだもの」

「母さん、いい加減にしろよ！」

　あれほど冷静に話をしようとしていたのに、母のあまりの横暴ぶりに声を荒らげてしまった。

　だけど愛する女性とそのご両親を侮辱され、黙ってなどいられない。

「優星君、待って」

　母を責め立てようとしたその時、星奈が車から降りてきた。驚く俺に彼女は微笑み、そして呆然とする母を見つめる。

「ご無沙汰しております」

　そう言って深々と頭を下げると、星奈は凛とした声で言った。

「ご挨拶が遅くなってしまい、申し訳ございません。今日はお時間を作っていただき、ありがとうございます。……車の中まで聞こえてきたので、お三方の話を聞いてしまいました。おっしゃりたいことはごもっともです。だから私も三年前に身を引いたんですから」

　星奈はいったいなにを言うつもりだ？　まさか母の要求通りにまた俺と別れるなんて言わないよな？

「だったら話は早いわね。一刻も早く優星と別れてちょうだい。そしてもう二度と私たちの前に現れないで」

「それはできません」

　すぐさま否定した星奈に、母は顔を歪ませた。

「なんですって？」

「できないと言ったんです。三年前は優星さんと離れることが彼のためだと思い身を引きましたが、今は後悔しています。離れたって気持ちが消えるどころか、大きくなるばかりでした。こんなに好きになれる人とは、もう二度と出会えません」

「星奈……」

　よかった、星奈が俺と別れると言い出さなくて。少しでも星奈の気持ちを疑った自分を恥ずかしく思う。

「彼が私を嫌いにならない以上、なにがあっても離れません。そして双子や私たち自身のためにも幸せな結婚をしたいんです。……それには、大切な彼の母親であるお義か母あさんに認めてもらわなくてはいけません」

　そう言うと星奈は母に向かって深々と頭を下げた。

「少しでも彼に見合う女性になれるよう、今後努力いたします。至らない点はたくさんあると思いますが、優星さんを想う気持ちだけは誰にも負けません。……どうか私を優星さんの相手として認めていただけませんでしょうか？」

　星奈の真摯な気持ちに胸がいっぱいになる。

　母や美野里がしたことを考えれば、俺のように怒鳴り散らしてもいいくらいだ。それなのに星奈は声を荒らげることもせず、母に深々と頭を下げるなんて。

　本当に星奈のことを好きになってよかったと心から思う。

　彼女の誠意を目の当たりにして俺も冷静さを取り戻し、星奈と一緒に頭を下げた。

「俺も星奈以上に好きになれる相手はいない。星奈と星斗と星七を幸せにしたいんだ。……いや、三人がいないと幸せになれないのは俺の方。星奈たちと会社を天秤にかけられたら、迷いなく俺は星奈たちとの未来を取る」

「優星、あなたそこまで……」

　俺の固い意志に母は言葉を失う。

「あぁ、どんなに反対されたって俺は星奈と一緒に生きていく。でもそれじゃ星奈を本当の意味で幸せにすることができない。だからどうか俺たちのことを認めてほしい」

「お願いします」

　俺に続いて頭を下げた星奈の肩をたまらず抱き寄せた。

　星奈だけはなにがあっても譲れない。離れるなんてもう二度と無理だ。

　その時、一台の車が駐車場に停まった。そして運転席から降りてきたのは父の秘書。そのまま後部座席に回ってドアを開けると、父が降りてきた。

「すまなかった、遅くなって」

「あなた……」

　父は俺たちの状況を見て察したのか、母に厳しい目を向けた。

「優星が選んだ女性だ。母さん、いい加減に認めてやりなさい。それと美野里さん」

　父に呼ばれ、美野里はおびえながらゆっくりと立ち上がった。

「は、い」

「尾上頭取が怒っていたよ、あなたが勝手に行員にうちへの融資額を減らすよう指示させたことを。それと私もね。母さんとは違い、私は星奈さんとの結婚には賛成なんだ。あまりうちの嫁に意地悪をするなら、私も黙ってはいられない」

「……っ」

　優しい口調ながらも怒りを感じるのは、美野里もだろう。彼女の身体は小刻みに震えていた。

「それ以前に人を脅すような女性を、優星の嫁にするわけにはいかない。わかったら早く帰って尾上頭取に謝りなさい」

　父にそう言われると、美野里はなにも言わずに逃げるように去っていった。

「彼女を自宅まで送ってくれ」

「かしこまりました」

　父に指示された秘書は、すぐに車に乗り込んで美野里の後を追った。

「さて、立ち話もなんだし家に入ろう。昨夜のうちに星奈さんが好きそうなケーキを買っておいたんだ」

「あ、ありがとうございます」

　母とは違い、歓迎モードの父に星奈は動揺している。しかし母はいまだに立ち尽くしたままだ。

　それに気付いた父は、母の肩をそっと撫でた。

「母さん、結婚とは愛し合う者同士がするものだ。私はなによりも優星の気持ちを大切にしてやりたいんだ。それを一番理解できるのは母さんだろ？」

　父が言っていることは、どういう意味だろうか。

「勝手なことを言わないでください」

　母は父の手を振り払い、足早に家に入っていった。

「すみません、星奈さん。せっかくいらしてくれたのに、こんなことになってしまい」

「いいえ、そんな」

　恐縮する星奈の隣で、俺は気になっていることを切り出した。

「父さん、さっき言っていた母さんが一番理解できるってどういう意味なんだ？」

「それは部屋でゆっくり話そう」

　そう言って家に入っていく父に、俺と星奈は付いていくしかなかった。










『なにがあっても、一生そばにいます』




　優星君の実家は三階建ての洋風なお宅だった。門扉からして立派で私は怖気付いてしまったほど。

　お義と父うさんに案内されて足を踏み入れた玄関は吹き抜けになっており、天井にはシャンデリアが吊されていた。

　リビングに向かう廊下には高そうな絵画や美術品が飾られていて、目を奪われる。そしてリビングは広々としていて、置かれている家具類はすべて一級品のよう。

　緊張でいっぱいになる中、まるでホテルのアフタヌーンティーのように、三段になっているケーキスタンドにはたくさんの種類のケーキと、私が持ってきたロールケーキが並んでいる。それと香り豊かな紅茶を出してくれた。

「どうぞ召し上がって。星奈さんの口に合うといいんだが」

「ありがとうございます」

　とても喉を通るような雰囲気じゃないけれど、せっかく用意してくれたんだもの、食べないわけにはいかない。

　取り皿にイチゴタルトを取り、さっそくいただく。すると口いっぱいに絶妙にマッチするイチゴの甘酸っぱさとクリームの甘さが広がり、、その美味しさに目を見開いた。

「とても美味しいです」

「それはよかった。遠慮しないでたくさん食べてください」

　とはいえ、そうたくさん食べられそうにない。お義母さんはここにおらず、部屋に閉じこもったままだもの。

「それで父さん、さっきの話の続きを聞かせてよ」

　気になって仕方がないのか、紅茶をひと口飲んだ優星君が聞くと、お義父さんはゆっくりと口を開いた。

「母さんが星奈さんと優星の結婚に反対している理由は、私たちに似ているからなんだよ」

「えっ？　どういうこと？」

　私たちと似ているって、どこがだろうか。

　お義父さんの言いたいことが理解できない私は、口を挟むことなく耳を傾けた。

「私たちは親同士が決めた政略結婚だったが、出会ってから恋をしてお互いを好きになった。しかしいざ結婚となった時に、母さんのお父さんが経営する会社が倒産してね。私の両親は手のひらを返して私たちの結婚に猛反対をした」

　そうだったんだ。どうやらこの事実を優星君も知らなかったようで、言葉を失っている。

「だが私たちはどうしても結婚したかった。しかし利益のない結婚は許してもらえず、母さんは大口の取引先に養子縁組をして後ろ盾を得る必要があった。そのために母さんには親子の縁を切るというつらい選択をさせてしまったんだ」

「親子の縁って……待ってくれ、じゃあ俺が何度も会っていたおじいちゃんとおばあちゃんは？」

「おふたりは、母さんの本当の両親じゃない」

「そう、だったのか」

　衝撃の事実に優星君はただ、驚くばかり。それはもちろん私もだった。でも、そうしてまで結婚したいほど、お義母さんはお義父さんのことを愛していたってことでしょ？

「それでも私たちに対する風当たりは強くてね。私は母さんがそばにいてくれるだけで十分だったんだが、母さんはそうではなかった。自分のせいで私の会社での立場を悪くさせてしまったと、親戚中から嫌味を言われていることをひどく気にしていた」

　境遇は違うけれど、お義母さんの気持ちが痛いほど理解できる。そしてお義父さんが言った言葉の意味がわかった。

　お義母さんは優星君に、お義父さんと同じ思いをさせたくないんだ。それはおそらく、私に対してもだ。だからあんなにも反対しているのかもしれない。

「だからといって、母さんが星奈さんにしたことは許されない。しかし、母さんが優星と星奈さんを想う気持ちも理解してほしい」

「父さん……」

　優星君はお義父さんの話を聞いて、どう思っただろう。

「時間はかかってしまうかもしれないが、母さんのことは私が責任を持って説得する。きっと母さんもいつかわかってくれる日が来るだろう」

　お義父さんがこう言っているのだから、私はただ待てばいいだけ。でも本当にそれでいいの？　後悔しない？

　自分にそう問いかけて、答えはすぐに出た。

「あの、私……これからもお義母さんに会いに来ていいでしょうか？」

「えっ？　星奈、なにを言って……」

「そうですよ、星奈さん。また母さんがあなたを傷つけるようなことを言うかもしれないのに」

　困惑する優星君とお義父さんに、自分の思いを打ち明けた。

「お義母さんはきっと、自分たちと同じつらい思いをさせないために、私に優星さんと別れるように言ったんだと思います。そんなお義母さんに、だからこそ優星さんの相手として認めてもらいたいんです。それに私、お義母さんとゆっくり話がしてみたいんです」

　ずっと私に向けられているのは憎しみのみだと思っていた。でもお義父さんの話を聞き、そうじゃないのかもしれないと思った。

　お義母さんの本音を知りたい。できることなら仲良くしたい。だって愛する人の母親だもの。

「わかった、できる限り俺も一緒に母さんに会いに来るよ。ふたりで来なければ意味がないだろ？　それと双子も連れてこよう」

「優星君……」

　すると優星君はお義父さんを見つめた。

「そういうわけだから父さんもできる限り休日は家にいてくれ」

「あぁ、もちろんだ。なにより双子が来てくれるなら大変だ。急いで準備をしないと」

　家政婦を呼びつけたお義父さんを、優星君は慌てて止めた。

「待ってくれ、父さん。双子におもちゃなんかを用意しようとしているならいいから」

「なにを言ってる、うちに来てくれるんだ、退屈させるわけにはいかないだろう！　なにより私にとって初孫なんだぞ？　今までの分をプレゼントさせてくれ」

　どこかで聞いたことのある話に、思わず笑みがこぼれる。

「どうして笑うんだよ」

「ごめん、だって優星君も以前、お義父さんと同じことを言っていたでしょ？　それがおかしくて……」

　口に手を当てて笑いをこらえながら言うと、優星君とお義父さんは気まずそうに頭をかいた。

　それがまたおかしくて私は笑ってしまった。

　きっとこの和やかな空間に、双子とお義母さんが入るのはそう遠くない未来のはず。そのためにもお義母さんに認めてもらえるように頑張ろう。

　それからお義父さんと少し話をして、私と優星君が家を後にするまでお義母さんは一度も顔を見せなかった。




　次の日から私は、両親に星斗と星七を預けて優星君の実家に通い始めた。しかし初日は門前払いをされた。

　それでも諦めずに翌日も向かうと、今度は家政婦にリビングに通されたものの、お義母さんに会うことは叶わず。

　しかし三日目にはやっと顔を見せてくれた。

「お会いしてくださり、ありがとうございます」

「三日連続で来られていい迷惑よ。買い物にも行けないじゃない」

　嫌味を言いながらも、お義母さんは席を立とうとはせずに、家政婦が淹れた珈琲を飲んでいる。

「それにいい加減、毎晩主人に言われるのに疲れたの。まったく、あの人ったら一気に孫がふたりできたことがよほど嬉しいみたいね」

　初めて見るお義母さんの優しい顔に目が釘付けになる。そんな私の視線に気付いたのか、お義母さんは慌てて顔を引きしめた。

「それよりもあなたがここにいる間、双子はどうしているの？　まさかふたりだけで留守番させているわけではないでしょうね」

「いいえ、実家の両親に預けてきました」

「ご実家って……あなた、ご両親に縁を切られたはずじゃ」

「今は以前と変わらない関係を築けています。双子もすっかり懐いているんです」

　私の話を聞き、お義母さんは目を見開いた後に「そう」とだけ呟いた。

　それ以上お義母さんが口を開くことはなかったけれど、私が帰ると言うまで席を立つことはなかった。

　四日目も訪れたらすぐに出てきてくれて、庭園でお茶をしようと誘ってくれた。

「立派なバラですね」

　庭先にはちょうどバラの花が咲き乱れていて、視線を奪われるほど美しかった。

「ありがとう。……私がバラを好きだと言ったら、すぐに庭師を呼んでバラを植えてくれたのよ」

　どこか嬉しそうに話すお義母さんからは、お義父さんに対する愛情が伝わってきて心が温かくなる。

「ねぇ、優星とはどうやって知り合ったの？」

「え、優星さんとですか」

「だってあなたたち、接点なんてなかったはずでしょ？」

　話を聞く態勢に入ったお義母さんに、優星君との出会いを話した。

「私が働いていたカフェの常連客だったんです。そこで私が淹れた珈琲をいつも美味しいと飲んでくれて、指名をしてくれるようになりました。それから話をするようになって、どんどん惹かれていったんです」

「そうだったの」

　お義母さんはなにか考え込んでいる。

「告白はどっちからしたの？」

「えっ！　告白ですか？」

「えぇ、聞かせて」

　どこか楽しそうに私の話を聞いたお義母さんは、他にも初デートはどこに行ったのか、私と一緒にいる時に優星君はどんな感じなのかを、事細かに聞いてきた。

　そのたびに恥ずかしくなりながらも話すと、お義母さんの表情は少しずつ明るくなっていった。

「ありがとう、いろいろと聞かせてくれて」

「いいえ」

　この日もそれ以上お義母さんが口を開くことはなかったけれど、以前よりも一緒にいても緊張することはなかった。

　そして通い始めて五日目。お義母さんは開口一番に「週末は優星も一緒に来るんでしょ？　それなら双子も連れてきなさい」と言った。

「いいんですか？　連れてきても」

　信じられなくて聞き返すと、珈琲を飲みながらお義母さんは深く頷いた。

「えぇ、主人もうるさいしね。それに優星の子供だもの、祖母として会わないわけにはいかないでしょう」

　そう話すお義母さんの耳はほんのり赤くなっていた。

　もしかして照れているの？　本当は双子に会いたいと思ってくれている？

「ありがとうございます。明日、四人でお邪魔させてもらいますね」

「変な気遣いは無用よ。この間みたいに手土産なんて用意しなくていいから。わかったら、早く帰りなさい。いくら実家に預けているとはいえ、母親がいつまでも不在にしたら子供は寂しがるわ」

「はい」

　言葉はまだまだ厳しいけれど、優しさも感じるのは私だけだろうか。




「そうか、母さんがそんなことを」

「うん」

　この日の夕方、私は嬉しくて玄関先で帰宅したばかりの彼に今日の出来事を告げた。

「ママ、どーしたの？」

「いいことあったの？」

　不思議そうに首を捻る双子にも喜びを抑えきれずに伝えた。

「星斗、星七。明日はお出かけよ。もうひとりのじいじとばあばに会いに行くよ」

「もうひとりの？」

「じいじとばあばは、ひとりじゃないの？」

　混乱するふたりの姿がかわいくて、私と優星君は笑みがこぼれた。

「そうだ、じいじとばあばはひとりじゃないんだ」

　そう言って双子と同じ目線になるように膝を折ると、優星君はわかりやすいように話し始めた。

「星斗と星七が知っているのは、ママのパパとママだろ？」

「うん」

「明日会うのは、パパのパパとママなんだ」

「パパの？」

「パパにもいたの？」

　そんなことを言う星七に、私は笑いをこらえるのに必死。

「そうだ、パパにもいるんだ。……ママのパパとママに言っているように会った時、じいじとばあばって呼んでくれる？」

　優星君に聞かれ、双子はお互い顔を見合わせるとすぐに笑顔で頷いた。

「うん」

「あしたたのしみだねー。じいじとばあばがふたりいるなんて、せな、びっくりだよ」

「せいともだよ。もうひとりのじいじとばあばは、おかしいっぱいくれるかなー」

「ちょ、ちょっとふたりとも？」

　明日、お義父さんとお義母さんを前に失礼なことを言わないかと一気に不安になってしまった。

　どうやらうちの両親は相当双子を甘やかしているようだ。預けている身で強く言えないけれど、双子のためにもよくない。今度会った時に、あまり甘やかしすぎないように言わないと。

「それじゃふたりとも、今日は早く寝ような」

「そだねー」

「じいじとばあばにあいにいくもんね」

　双子は優星君の手を握り、仲良くリビングへと向かう。そんな三人の背中を微笑ましく眺めながら私も後を追った。




　次の日の朝、双子はよほど楽しみなのかいつもより一時間早く目を覚ました。そして私と優星君を起こし、早く行こうと急かす。

　あまりに双子が駄々をこねるものだから、仕方なく優星君からお義父さんに連絡をしてもらうと、早く来いと言ってくれたようだ。

「初めまして、星斗君、星七ちゃん。あぁ、写真で見るよりかわいいな」

　双子と会うなりお義父さんはデレデレ状態。そんなお義父さんに呆れながらも、お義母さんは双子が気になるようだ。

　一方の双子はあんなに楽しみにしていたのに、いざふたりを前にすると緊張するのか、優星君の後ろに隠れてモジモジしている。

「ほら星斗、星七。ご挨拶は？」

　双子に挨拶をするように促すと、照れくさそうに優星君の前に出た。

「はじめまして、せいとです」

「せなです。じいじ、ばあばだよね？」

　星七に聞かれ、お義父さんはすっかり心を奪われたようで何度も首を縦に振った。

「あぁ、そうだよ。偉いね挨拶ができて。ほら、母さん見て。星斗君は優星の小さな頃にそっくりじゃないか？」

「え、えぇ」

　戸惑いながらも、お義母さんは双子と目線を合わせる。

「初めまして」

　そう言ったお義母さんに、双子は満面の笑みを向けた。

「はじめまして、ばあば」

「ばあば、きれーだねー」

「うん、きれーだね！」

　口々にそう言う双子にお義母さんは目を潤ませた。

「ありがとう。……いらっしゃい、お菓子を用意したのよ」

　俯きながら立ち上がり、お義母さんは双子に来るよう言う。お菓子と聞き、目を輝かせた双子はお義母さんの手を握った。

「おかし？　わーい！　ばあば、ありがとう」

「ばあば、だいすきー」

　現金なふたりにお義母さんは不快に思わなかったか心配したが、それは杞き憂ゆうだった。

　足を止めたお義母さんの目からは、次々と涙がこぼれ落ちる。

「どーしたの？　ばあば」

「いたいいたいなの？」

　慌てふためく双子にお義母さんは声を震わせた。

「違うの、ごめんなさいね、突然泣いたりして。びっくりさせちゃったわね」

　そしてお義母さんは優しい笑みを双子に向けた。

「本当によく来てくれたわね。ばあばとじいじと、一緒にお菓子を食べましょう」

「うん！」

「たべる！　じいじもはやくおいでー」

　私たちと一緒に様子を見守っていたお義父さんの手を、星七が掴んだ。

「ありがとう、行こう星七ちゃん」

「いこうー」

　星七に手を引かれ、お義父さんは嬉しそう。

「どうしよう、星奈。俺、泣きそうだ」

「えっ？　大丈夫？」

　びっくりして優星君を見れば、本当に彼の目は赤くなっていた。

「こんな日が来てほしいと願っていたけれど、まさかこれほど早くに願いが叶うとは思わなかったからさ。……嬉しいものだな、両親が自分の子供と一緒にいるところを見られるのは。幸せすぎて泣きたくなるよ」

「うん、私もそうだった。両親が星斗と星七と楽しそうに遊ぶ姿を見て、泣いちゃったもの。なんだろうね、この感情は」

「きっと自分が親になってみないとわからない感情だろうな」

「そうかもね」

　仲睦まじい彼のご両親と双子の姿を、ずっと見ていられる。

「パパとママもいくよー」

　星斗に呼ばれ、私と優星君もみんなの後を追った。

　この日は一日中彼の実家で過ごし、それからというもの、頻繁に双子を連れて遊びに行くようになった。

　そして一カ月が過ぎた頃には、双子はすっかりお義父さんとお義母さんに懐いていた。週に三日は訪れるようになり、平日の今日も私と双子でお邪魔している。

　双子はお義父さんが用意したおもちゃに夢中。私とお義母さんはそんな双子を眺めながらお茶をするのがすっかり日課になっていた。

「星奈さん、そろそろ星斗君と星七ちゃんの幼稚園探しをした方がいいんじゃないかしら」

「幼稚園ですか？」

「えぇ、そうよ」

　なんの前触れもなく言われて驚いたけれど、確かに双子もこっちでの生活に慣れてきたし、幼稚園探しを始めた方がいいのかもしれない。

「そうですね、探してみます」

　家から近くて、双子がのびのびと過ごすことができるところがいいな。

「だったら私も協力するわ」

「お義母さんがですか？」

「えぇ、小さい頃からの英才教育はとても大切なの。それと過ごす環境も重要よ。週末までに何カ所か見繕っておくわ」

　やる気十分のお義母さんに、自分の希望を伝えられるはずもなく、「お願いします」としか言えなかった。




「母さんが幼稚園探し？」

「うん、そうなの。星斗と星七には小さいうちから、英才教育を受けさせたいって言ってた」

　この日の夜に双子が寝静まってからいつものように、優星君とリビングのソファに並んで腰かけた。そこで毎夜、その日の出来事をお互い報告しているんだけれど、今夜は幼稚園の件を相談したら、彼は呆れたようにため息を漏らした。

「さすがは夫婦だな、実は父さんにも今日同じことを言われたんだ」

「お義父さんにも？」

「あぁ」

　どうやらお義父さんも双子には、質のいい教育を受けさせたいと意欲的だったそう。

「どうしようか、せっかくのふたりのご好意を無駄にはできないし、勧められた幼稚園に見学だけでも行ってみる？」

　それに教育を受けることは悪いことじゃない。ふたりにとってもいい影響を与えてくれるだろう。

　しかし優星君はなにか考え込んでいる。

「優星君？」

　名前を呼ぶと、彼は私の様子を窺いながら言った。

「俺は星斗と星七を幼稚園ではなく、保育園に通わせたいと思っているんだ」

「保育園に？　どうして？」

　そもそも保育園は原則、両親ともに働かなくては、預けることができない。

「前にも言っただろ？　星奈にも夢を諦めてほしくないって。そろそろ社会復帰したらどうだ？　双子も手がかからなくなったし、なにかあったらお互いの両親も喜んで協力してくれるはずだ」

「それはそうかもしれないけど……でも、本当にいいの？　私が働いても。やっとお義父さんとお義母さんといい関係を築けてきたのに、ここで私が働きたいって言いだしたら、水の泡になったりしない？　それにまだお義母さんに認めてもらえてもいないんだよ」

　不安に思っていることを伝えると、優星君は真剣な瞳を向けた。

「俺たちには俺たち夫婦のかたちがある。俺は星奈に夢を叶えてほしいと願っているし、そのためならいくらでも協力を惜しまない。俺たちの気持ちを、父さんと母さんなら必ず理解してくれると信じている」

「でも……」

　そう簡単に理解してくれるとは思えない。なにより今がとても幸せだから、この幸せを壊す引き金にならないか不安でたまらないよ。

　そんな私の心情を察したのか、優星君は優しく私を抱きしめた。

「大丈夫、なにがあっても俺が守るさ。それに何度も言ってるけど、俺は心から星奈を幸せにしたいんだ。俺との結婚のせいで夢を諦めてほしくない」

「優星君……」

　そうだ、出会った頃から優星君はずっと私の夢を応援してくれていた。老後はふたりでカフェを経営しようとまで言ってくれたよね。そんな彼の優しさを無む下げにはできない。

「ありがとう。じゃあ今度、市役所に保育園の申し込みに行こう。あ、その前に職場を探さないと」

「そうだな、これから忙しくなるぞ」

「うん」

　微笑み合い、どちらからともなく唇を重ねた。だけど一度だけでは足らず、何度も求め合う。

「んっ……あっ」

　次第に息が上がり、漏れた甘い声に触発されたように口づけは深さを増す。

「星奈……」

　ゆっくりとソファに押し倒され、彼は余裕ない手つきで身体中を撫でていく。

「え？　あ、待って優星君」

「待てない。ここで抱かせて」

　すっかり私の感じやすいところを熟知している彼は、すぐに私の抵抗を奪っていく。

「んっ」

　優しい愛撫に思考回路を断たれ、抗あらがうことができなくなる。

「痛くないか？」

「う、ん」

　早急に繋がった身体を気遣い、キスをしながらゆっくりと揺すられる。そのたびに快楽が押し寄せてきて声を抑えるのに必死だ。

「星奈」

　名前を呼ばれるたびに、胸がきゅんとなる。彼に呼ばれると、自分の名前がいつも特別なものに聞こえるんだ。

「優星君、大好き」

　たまらず愛の言葉を囁けば、彼もまた「俺も愛しているよ」と言ってくれた。

　大好きな人に抱かれ、私は幸せで満たされた。




　迎えた週末。お義父さんとお義母さんに、双子を観光地となっている電波塔に連れていきたいと言われ、六人でやって来た。

　当然双子はこんなに高い場所に来るのは初めて。怖がらないか心配だったけど、反応ははっきりと別れた。

「わぁ～！　じいじ、ばあば！　たかいたかいだよ！」

「そうだろう？　びっくりしたか？」

「星七ちゃんとは違って、星斗君は怖いのね」

　星斗はお義母さんにギュッとしがみつき、恐る恐る外の様子を眺めている。

　しかしそれも少し経つと平気になったようで、星斗は星七とともに楽しそう。

「優星、子供たちは私たちが見ているから、少し星奈さんとゆっくりしてきたらどう？」

「そうだぞ、デートなんて久しくしていないんだろ？　ふたりの時間を大切にしなさい」

　そう言われ、私たちはお言葉に甘えてふたりでゆっくりと見て回った。

「俺、来たの初めてなんだ」

「実は私も」

　お互いカミングアウトして笑い合い、見える景色に目を奪われた。

　休日ということもあって、展望台デッキには多くの家族連れが来ており、何度も双子と同じくらいの年齢の子供とすれ違う。

　お義父さんとお義母さんは、景色を見飽きたふたりを連れてショッピングモールの方に行ってみると言っていたけど、大丈夫かな？

「星斗と星七、迷子になったりしていないかな？」

「実は私も同じことを考えてた」

　せっかくお義父さんとお義母さんが気遣ってくれたというのに、私と優星君は双子のことが気になって仕方がない。

「ふたりの時間ならこれからいくらでも作れるし、そろそろ合流しようか」

「うん、そうだね」

　展望デッキから降りてショッピングモールに向かい、優星君に電話をかけてもらった。

「あ、もしもし父さん？　どこにいる？　……え、星斗と星七がいなくなった？」

　優星君に焦りの色が見え、本当なのだと実感する。

「あぁ、わかった。とにかくそっちに行くから」

「星斗と星七がいなくなったって本当なの？」

　気になって電話を切った彼に聞けば、優星君は私の手を握って走り出した。

「ちょっと目を離した隙に、いなくなったらしい」

「そんな……」

　こんなに大勢の人がいる中で迷子になるなんて。星斗と星七は一緒なの？　泣いていない？　まさか誰かに連れ去られたりしていないよね？

　次から次へと不安が押し寄せて胸が張り裂けそう。

　優星君も同じ気持ちなのか、ひと言も話さない。息を切らしながらお義父さんたちがいる場所へと向かう。しかし……。

「パパー、ママー！」

「えっ？　星斗に星七？」

　たどり着くとそこにはお義父さん、お義母さんとともに双子もいて、私と優星君を見るなり駆け寄ってきた。混乱しながらもそれぞれ双子を抱き上げる。

　すると双子に続いてやって来たお義父さんとお義母さんは、私たちに向かって頭を下げた。

「ごめんなさい、私たちが目を離したばっかりに」

「だけど幸いなことに、ふたりが近くにいてくれてよかったわ」

「この先のおもちゃ屋にいたんだ」

　そうだったんだ、本当によかった。

　胸を撫で下ろし、優星君とともに双子を降ろした。そして私が言い聞かせるより先に、優星君がいつになく厳しい声で双子を叱った。

「だめじゃないか、勝手にいなくなったりしたら」

　いつもは優しいパパに叱られ、ふたりはビクッと身体を震わせた。

「なにもなかったからよかったものの、いい人ばかりじゃないんだ。悪い人に連れていかれることだってあるんだぞ！」

　次第に双子の目には涙が溜まっていく。それを見たお義父さんとお義母さんは、慌てて間に入った。

「もういいじゃないか、優星。なにもなかったんだから」

「そうよ、ふたりも反省しているじゃない」

「いや、だめだ」

　ふたりの制止に従わず、優星君は双子の手を握った。

「じいじもばあばも、そしてパパもママもどれほど心配したと思ってる？　約束しなさい、もう二度と勝手にいなくならないと」

　優星君に強く言われ、双子は泣き出した。

「やくそくするー」

「ごめんなさい、パパぁ」

　そんな双子を見て優星君は安堵し、星斗と星七を抱きしめた。

「よし、いい子だ。泣きやんだら、ふたりが見ていたおもちゃ屋さんに行こう」

　いつもの優しいパパに戻り、双子も安心した様子。

　最初はびっくりしたけど、優星君は間違っていない。こういう時は厳しく言い聞かせるべきだ。

　だけど私は彼と同じ毅然とした態度で叱れる自信がない。どうしても甘くなってしまうと思う。こういう時に父親の存在の大きさを痛感する。

「あなた、優星もすっかり父親になったのね」

「そうだな」

　そう言うと、お義父さんとお義母さんは私と優星君を交互に見た。

「優星がこんなにもしっかりとした父親になれたのは、星奈さんのおかげね。……これまで頑なに反対をしてごめんなさい。あなた以上に優星に見合う女性はいないわ」

　驚く私にお義母さんは深く頭を下げた。

「どうか息子をよろしくお願いします」

「そんなっ……！　こちらこそ」

　慌てて私も頭を下げたけれど、すぐに信じることができない。

　本当にお義母さんに、優星君の相手として認めてもらえたの？

「顔を上げてちょうだい、星奈さん」

　言われるがまま顔を上げると、目が合った私にお義母さんは優しく微笑んだ。

「これからはあなたを本当の娘だと思って接させていただきますからね？　仲良くしましょう」

「お義母さん……」

　認めてもらえたんだ、私。やっとお義母さんは優星君の相手として認めてくれたんだ。

　じわじわと実感すると同時に涙がこぼれ落ちた。

「あぁー！　ママもせいととおなじだぁ」

「ママもおこられたの？」

　私が泣いていることに気付いた双子に言われ、急いで涙を拭うもなかなか止まってくれない。

「ママは嬉しくて泣いているんだ。怒られて泣いた星斗と星七とは違うんだよ」

　優星君に抱きしめられ、星斗と星七は「パパがいじわるいう」と言って、私たちに助けを求めてきた。

　それがおかしくて、私とお義父さん、お義母さんは声をあげて笑ってしまった。

　本当に夢のようだ。こうしてお義父さんやお義母さんと、心から笑い合える日が来るなんて。

　星斗と星七をからかう優星君とお義父さんには聞こえないよう、お義母さんはそっと私に耳打ちした。

「この先、どんなに私たちが星奈さんを守ったとしても、親戚中から理不尽なことを言われて、心を痛める日が来るかもしれない。もしかしたら優星と一緒になったことを後悔する日だって来るかもしれないわ。……それでもどうか、あの子のそばにいてあげて」

「お義母さん……」

　お義父さんから聞いたふたりの過去の話を思い出して苦しくなる。

　お義母さんは今、どんな気持ちで私に言っているのだろうか。考えれば考えるほど胸が痛んで仕方がない。

　だけどこれだけは自信を持って言える。

「なにがあっても、優星さんのそばを離れたりしません。一生そばにいます。たとえまた、お義母さんに別れるように言われても」

　冗談交じりに言えば、お義母さんは目を瞬かせた後に表情を崩した。

「それは頼もしいわね」

「はい、安心してください」

　お義母さんに絶対に心配させない。この先、どんなに嫌なことや悲しいこと、つらいことがあっても優星君と一緒になったことを後悔する日は絶対に来ない。

　だって大好きな人と離れる以上に苦しいことはないから。










『幸せな瞬間』




　お義母さんに認めてもらってから、早いもので一カ月の月日が流れた。

　平日にもかかわらず、今日は両親に双子を預け、私は久しぶりにオシャレをしてひとり外出をしていた。

　向かった先は家に近いオープンカフェ。そこで待ち合わせをしているのは公佳だ。

　お互い注文を済ませ、さっそく私がこれまでのことを報告すると、公佳からは驚きの声が上がった。

「ちょっと会わないうちに、とんだ急展開を迎えていたのね。さすがの私もびっくりしちゃった」

「ごめんね、もっと早くに言わないで」

「ううん、忙しかったんでしょ？　それもさっき聞いたからちゃんとわかってるよ。よかったね、星奈が働くことにも理解してもらえて」

「……うん」

　そうなのだ、お義母さんは私が双子を保育園に預けて働くことも認めてくれた。うちの両親もお義父さんも賛成してくれて、私と優星君はさっそく双子を預ける保育園を探し始めた。それと同時に私は新しい職場も探しているところ。

「ねぇ、ここのカフェもなかなかいいんじゃない？　家からも近いんでしょ？」

「そうだね」

　公佳に言われて店内を見回した。

　店内とテラス席を合わせて百席以上ある広々としたカフェは、オシャレな小物や観葉植物もあって、過ごしやすい雰囲気だ。

　ここのカフェメニューも有名で、なにより珈琲が美味しいと評判。働くには最高の環境だと思う。

「でもここはいいかな」

「え、どうして？」

「自分のカフェをオープンさせるのが夢だって言ったでしょ？　だから自分の理想と近いカフェで働きたいんだ」

　できるならずっと働けるような、素敵な場所で。

「そっか、じゃあ妥協せずにいい職場を探さないとだね」

「うん」

　優星君も慌てずに探した方がいいと言ってくれている。いざとなれば、彼の会社の保育所に双子を預ければいいとも。

「それにしても香坂さんと再会してからというもの、すべてが順調に進んでいってるね」

「そうなの、あまりに幸せでちょっと怖いくらいだよ。……明叔父さんと佳代さんにも報告をしたら泣きながら喜んでくれたし、両親たちも顔を合わせてから、あっという間に仲良くなっちゃって。今ではどっちが星斗と星七を預かるかで、ちょっと揉めたりするほどに」

「へぇ、そうなんだ。でも助かるんじゃない？　強力な助っ人が四人もいるわけだから」

「確かに」

　そう言って公佳と笑ってしまった。

　だけど本当にあまりに順調に進みすぎていて、怖くなるほどだ。

「ねぇ、公佳。そのうち大きな不幸が訪れたりしないかな？」

　不安に思って言えば、公佳が目を瞬かせた。そして少しして声をあげて笑い出した。

「アハハッ！　やだ、なに言ってるのよ。不幸が訪れるわけがないでしょ？　今までさんざん苦労してきたんだもの、神様が星奈にご褒美をくれたんだよ」

「そう、なのかな」

「そうだって」

　ちょうど注文した料理が運ばれてきて会話は一時中断。店員が去っていくと、パスタを頬張りながら公佳は話を続けた。

「だから不安に思うことなく、素直に幸せに溺れなさい。大丈夫、これ以降につらいことなんて起きないよ」

「公佳……」

　公佳に言われると、不思議とそんな気がするよ。

「また不安になったら、いつでも話を聞いて言ってあげる。安心して今の幸せに浸りなさいって」

「ありがとう。じゃあその時はお願いするね」

　それから久しぶりに公佳とお互いの子供の話や、公佳の旦那さんへの愚痴など様々な話をして、また会う約束を交わして別れた。




「ママ、たのしーかった？」

「うん、楽しかったよ。今日はママにお休みをくれてありがとうね」

　実家からの帰り道、お礼を言うと双子は嬉しそうに顔を綻ばせた。

「えへへー、よかったねせな」

「せいと、これからもママにおやすみをいーっぱいあげようね」

「そだね」

　なんて優しい子たちだろうかと思うのは、親ばかだと言われる？　ううん、お互いの両親と交流を持ってからというもの、双子は明らかに変わった。一段と成長したと思う。

　きっと保育園に通い始めたら、もっとお兄ちゃん、お姉ちゃんになっちゃうんだろうな。

　双子の成長は喜ばしいことなのに、それが寂しくも感じているとスマホが鳴った。

「あ、パパからだ」

「え！　パパ？」

「なになに？」

　双子は立ち止まって早く私に電話に出るよう言う。

「はいはい、待ってて。……もしもし、優星君？」

《ごめん、急に電話して。ただ、ちゃんと星奈が今夜の約束を覚えているか心配でさ》

　今夜はずっと前から四人で食事に行く約束をしていた。

「大丈夫、ちゃんと覚えているから。十八時には家に迎えに来てくれるんでしょ？」

《あぁ、急いで帰るから待っててくれ》

「わかったよ」

　すると私たちのやり取りを聞いていた星斗と星七が、スマホに向かって「パパ、はやくかえってきてねー」「まってるからね」と口々に言った。

《双子にわかったよって伝えておいて。じゃあ仕事に戻るから》

「うん、頑張ってね」

　通話を切ったスマホをバッグにしまい、双子と手を繋いだ。

「早く帰ろうか」

「うん！」

「かえろー」

　双子としりとりをしながら楽しんで帰った。




「お疲れさまでした。どうぞ素敵なひと時をお過ごしください」

「あ、ありがとうございます」

　えっと、なにがどうなって私はここにいるんだろう。

　優星君が私たちを迎えに来て連れてきてくれたのは、都内でも有名な一流ホテルだった。しかしまさかこんな場所とは夢にも思わず、ロングシャツにジーンズという場違い感半端ない服装を気にしていたら、優星君がこのドレスショップに案内してくれたんだ。

　どうやら事前にドレスを用意してくれていたようで、着替えはもちろん、ヘアメイクまで施してもらった。

　彼が選んでくれたのはレースがあしらわれた黒のロングドレス。ドレスアップした姿を見ると、まるで自分ではないようだった。

　スタッフに見送られてドレスショップを出ると、同じように着替えを済ませた優星君たちが待っていた。

「あぁ！　ママ、きれーになってる！」

「ほんとうだぁ」

　私を指さしてそう言う双子もそれぞれタキシードとドレスを着ていて、写真を撮りたいほどかわいい。

「星斗はカッコいいし、星七はかわいいね」

　私に褒められてふたりは照れくさそうに笑う。

「すごく綺麗だよ、星奈」

　愛しそうに私を見つめる彼も黒のスーツを身にまとい、いつもに増してカッコいい。

「優星君もすごくカッコいいよ」

「ありがとう」

　お互いを褒め合っていると、星斗と星七が「ママとパパ、らぶらぶー」と言ってからかってきた。

「そ、それで優星君、どうして今夜はここに？」

　こんなドレスアップまでして連れてきてくれたの？

「それは後でわかるよ。ほら、早くレストランに行こう。星斗と星七がさっきからお腹が空いたって言うんだ」

「そうだよね、いつもだったらとっくにご飯を食べている時間だもの」

　双子を連れて向かった先は最上階にあるフレンチレストラン。完全個室で双子も食べられる食事を用意してくれた。

「夜景が綺麗だね」

「あぁ」

　食事を終えた双子は、持参したスケッチブックにお絵かきを始めた。私たちは食後の珈琲をいただく。

「ごちそうさまでした。すごく美味しかった！」

「それならよかった。また何度も通おう。……ここは思い出の場所になるから」

「えっ？」

　意味深なことを言い、優星君はスーツの内ポケットから小さな箱を取り出した。蓋を開けて私の前に差し出された箱の中には、ピンクダイヤモンドがあしらわれた指輪が入っていた。

「三年前のプロポーズは、失敗に終わったからな。リベンジさせてくれ」

　そう前置きをすると、優星君は愛しそうに私を見つめた。

「星奈を想う気持ちは何年たっても変わらない自信がある。今度こそ絶対に幸せにする。星奈、俺と結婚してくれないか？　ふたりで……いや、星斗と星七の四人で幸せになろう」

　優星君……っ！

　嬉しいプロポーズの言葉に、たまらず涙がこぼれ落ちた。

「は、い。……はい！」

　三年前は嘘の返事をした。でも今は違う。

「プロポーズを受けて、逃げるのはナシだぞ？」

「わかってるよ」

　意地悪な顔で言う優星君にムッとしながらも答える。すると優星君は無邪気な笑顔を見せた。

「よし、星斗と星七。パパとママと一緒にみんなで結婚式をするぞ」

「えぇ？　ママとパパはもうふーふでしょー？」

「またけっこんするの？」

　双子の中で私と優星君は、とっくに結婚していたことになっていたらしい。その事実に目をぱちくりさせた後、どちらからともなく笑ってしまった。

「星奈、絶対に幸せになろう」

「うん」

　今度こそ永遠の愛を誓おう。大切な友人や家族、そして愛しい宝物の双子の前で。




　半年後。大安吉日に大勢の人に見守られ、私たちの挙式は執り行われた。

　お父さんと腕を組んで、憧れのバージンロードを進んでいく。その先には愛しい優星君が待っていた。

「優星君、星奈をよろしく頼みます」

「はい、必ず幸せにします」

　ふたりの交わした言葉を聞いただけで、もう泣いてしまいそうだ。

「ママ、すっごくきれー」

「パパもカッコいい」

　それぞれドレスとタキシードを着た双子は、お義父さんとお義母さんと一緒におとなしくしているようだ。

　神様の前で誓いの言葉を交わし、そしていよいよ誓いのキス。

　彼にベールをめくってもらうと、鮮明に見えたのは大好きな人の笑顔だった。

「何度も誓うよ、星奈を幸せにする」

「うん、私も優星君を幸せにするからね」

　偶然出会った私たちは、長い時間をかけて気持ちを通わせ、そして離れた。再会した時には親という立場で、今まで色々なことがあったよね。

　それでも今日という日を迎えられたのは、私と優星君は運命の赤い糸で結ばれていたからだと信じたい。

　彼と繋がった赤い糸は永遠に切れない、強くて太いものだと……。
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『命の誕生の瞬間をあなたと』




　もう何度目の絶頂を迎えただろうか。それでも優星君は身体を離してくれない。

「優星君待って。私、もう……」

　力が入らない手で彼の胸を押し返すものの、その手を強く握られた。

「まだ全然足りない」

「あっ、嘘っ……！」

　奥深くで彼と繋がり、甘い刺激にくらくらする。

「明日から三カ月近くも離れるのに、星奈はこれで満足なのか？」

　大きく身体を揺すられながら聞かれても、うまく声が出せない。

「言ってくれなきゃわからないよ。答えて、星奈」

　なんて言う優星君の顔は、どこか楽しげ。私が声も出せないほど感じていることに気付いているんだ。その証拠にさっきから私の弱いところばかり責めてくる。

「俺は寂しいよ」

　額にキスを落とし、切なげに放たれた言葉に胸がきゅんとなる。

　私だって同じ。仕事だと理解していても毎日会えないのはつらい。

　それを伝えるように彼の首に腕を回してしがみつく。

「……星奈っ」

　苦しげに顔を歪め、優星君は私をきつく抱きしめた。

　結婚式を挙げて一年以上が経つ。星斗と星七は三歳になった。言葉もしっかりと話せるようになり、自分でできることも増えてきた。

　私が自分の理想に近いカフェを見つけ、短時間で働き始めたと同時に、双子も保育園に通い出した。すぐに友達ができて、楽しく通えている。

　双子の成長を彼と見守りながら、私たちはとても幸せに暮らしている。こうしてほとんどの夜を共に過ごすほどに。

　身体を重ねた夜、決まって優星君は腕枕をしてくれて甘い余よ韻いんに浸る。

「やっぱり出張に行きたくないな」

　私の髪を指に絡ませて遊びながら、彼はため息交じりに言った。

「国内ならまだしもイギリスだぞ？　星奈たちになにかあっても、すぐには帰ってこられない」

　優星君は意外と心配性なところがある。双子が保育園に初めて登園した日は、朝からなぜか彼が緊張していて、しきりに双子に「大丈夫か？」って聞いていた。

　私にも友達ができるか、馴染めるかなんて心配の声を漏らしていたっけ。

　思い出してつい笑ってしまうと、優星君は不満そうに私を抱き寄せた。

「なぜ笑う？　家族のことを心配するのは当然だろ？」

「ごめん。ただ、改めて優星君のことが好きだなぁって思って」

　付き合っていた頃よりも結婚してからの方が、もっと好きになっている。

　素直に感じた想いを告げれば、優星君は私のうなじにキスを落とした。

「なに？　そんなかわいいこと言って俺をどうするつもり？」

「えっ？　どうするつもりもないよ？」

「それは無理な話だな。責任取ってもう一度俺に抱かれて」

「えぇっ」

　その後、私たちは朝方まで甘いひと時を過ごした。




　次の日の朝。彼は名残惜しそうに双子たちと時間ギリギリまで過ごし、空港へと向かった。

「ねぇ、ママ。あれパパのひこーき？」

「うーん、違うかな？　パパはもうお空の上だと思うよ」

「いいなぁ、パパ。せなもひこーきにのりたい」

　仕事を終えて保育園に迎えに行った帰り道、上空を飛行する飛行機が目に入り、私たちは足を止めた。

「せいとも、のりたい！　ママ、のりにいこー」

　星斗がぐいぐいと繋いだ手を引っ張るものだから、困惑してしまう。

「じゃあ今度パパが帰ってきたらね」

　三歳になったし、そろそろ飛行機に乗っても大丈夫だよね。優星君も戻ったらまとまった休みが取れると言っていたから、この機会に飛行機で旅行に行くのもいいかもしれない。

　その思いで言えば、ふたりは大喜びした。

「さぁ、早く帰ろう。今夜はじいじとばあばが来るから」

　心配性の優星君が彼の実家と私の実家に、ちょくちょく私たちの様子を見に行ってほしいと連絡をした。

　それを聞いた彼のご両親にさっそく今夜、一緒に食事をしようと誘われたのだ。

「そーだった！」

「はやくかえろー」

　切り替えの早い双子に手を引かれ、家路に就いた。




　彼が出張に出て早二カ月が過ぎたある日、公佳が圭君とともに遊びに来てくれた。子供たちが仲良く遊ぶのを眺めながら、私たちは近状報告をし合っていた。

「えぇ、じゃあなに？　香坂さんが出張に出てから、ほぼ毎日どっちかの両親が来ているんだ？」

「そうなの」

　最初は優星君がいない生活が寂しくてたまらないだろうなと思っていたけれど、その寂しさを感じる暇もないほど、両親たちは頻繁に家を訪ねてくる。

　休日は双子が喜びそうなところに連れ出してくれて、本当に感謝しかない。

「香坂さんだけじゃなく、家族にも愛されて幸せだね」

「うん、本当にそう思う」

　少し前の私は、こんな幸せな日々が来ることを想像することさえもできなかった。

　好きな人と結婚して、大切な親友と昼下がりにお互いの子供たちが遊んでいるのを見ながら、穏やかに過ごす。ささやかな幸せを感じる時間がとても愛おしい。

「叔父さん夫婦も明日からこっちに来るんでしょ？」

「そうなの、会うのは引っ越して以来だから楽しみなんだ」

　母から優星君が出張に出ていることを聞いた明叔父さんと佳代さんは、牧場の運営を従業員に任せて、一カ月の休みを取った。

　ずっと私たちの新居を訪ねてみたいと思っていたようで、ついでに東京観光もしていくようだ。

　ホテルを探すと言っていたけれど、これまでさんざんお世話になったんだもの、うちに泊まるよう勧めた。

　優星君もぜひそうしてくれと言ってくれて、明叔父さんたちは一カ月間、我が家に泊まることが決まった。ふたりがこっちにいる間に彼も帰国予定だから、会えるのを楽しみにしていた。

「じゃあ叔父孝行しないとだ」

「フフフ、そうだね」

　東京観光にも付き合うつもりだ。そのために勤め先から休みをもらっている。明叔父さんと佳代さんがこっちにいる間は、できるだけ一緒に過ごしたい。

「星斗君と星七ちゃんも、久しぶりに会えて嬉しいんじゃない？」

「うん、ちゃんとふたりのことを覚えていたしね」

　一年以上会っていないから、もしかしたら忘れているかも……と不安に思っていた。でもそんな心配は、杞憂だったようだ。

「楽しんできてね」

「ありがとう」

　それから公佳と他愛ない話をして、子供たちが遊び飽きるまで穏やかな時間を過ごした。




　次の日。明叔父さんと佳代さんを出迎えるために、いつもより早起きしたものの、体調が優れない。

「なんだろう、身体がだるい」

　それにちょっと気持ち悪さもある。昨夜、変なものでも食べたかな？

　しかし思い当たる食べ物はない。なかなかベッドから起きられず、時間だけが過ぎていく。すると一緒のベッドに寝ていた双子が目を覚ました。

「んんー……ママぁ？」

「あ、おはよう」

　さすがに双子が起きたらベッドから出ないわけにはいかない。

「起きようか」

「うんー、おきる！」

「おきよう！」

　星斗と星七とともに起きて寝室を出る。いつものように洗面所に向かって、顔を洗わせようとしたけれど、急激な吐き気に襲われ、私はトイレに駆け込んだ。

「ママ、だーじょーぶ？」

　戻す私の姿を見て、双子は今にも泣きそうな顔で見つめてきたものだから、安心させるように笑顔を取り繕う。

「大丈夫だよ、ごめんね心配かけて」

　洗面所でうがいをした後も、まだ胃がむかむかしているというか、なんだかすっきりしない。

　念のために検温をすると、やや微熱があった。

「どうしよう」

　もしかして風邪？　明叔父さんたちが来る日に引くなんて最悪だ。

「ママ？」

「いたいいたいなの？」

「ううん、違うよ」

　とにかく双子にうつさないようにしないと。

　急いでマスクをつけて、まずは双子の朝ごはんの準備に取りかかる。

　明叔父さんたちが来るから、双子も私の休みに会わせて保育園は休みにしてしまった。病院に連れていくわけにはいかないし、申し訳ないけれど明叔父さんと佳代さんに、お願いするしかない。

　双子が朝ごはんを食べている間も吐き気は続き、私は明叔父さんに電話をして事情を説明した。

　それから数時間後の十時過ぎに、明叔父さんと佳代さんがやって来た。

「大丈夫か？　星奈ちゃん」

「うん、どうにか。ごめんね、、来て早々に双子をお願いしちゃって」

「それは構わないけど……」

　ふたりを招き入れて、テレビに夢中な双子がいるリビングへ向かう途中、佳代さんがバッグの中からあるものを私に差し出した。それを見て足が止まる。

「電話をもらってからドラッグストアに寄って買ってきたの」

　それは妊娠検査薬だった。

「えっ？　これって……」

　ふたりは顔を見合わせた後、困惑する私を見つめた。

「症状を聞いて、妊娠初期のものに似ていると思ったの。……私、何度も妊娠したらどんなふうになるのか調べたから、そうじゃないかなって思って。星奈ちゃん、心当たりあるんじゃない？」

　佳代さんの言う通り心当たりはある。優星君とは何度も肌を重ねているし、言われてみれば星斗と星七を妊娠した時も、同じような症状があった。

　じゃあまさか本当に私、妊娠しているの？

「まずはこれで検査してみたら？」

「あ、うんそうだね」

　ぬか喜びしたって仕方がない。まずはしっかり調べてみないと。

　緊張しながらトイレに入り、さっそく検査をする。その結果は陽性だった。

「陽性……。いるんだ、ここに赤ちゃんが」

　思わず自分のお腹を撫でてしまう。

　そしてもう一度検査薬の陽性のしるしを見て、じわじわと実感していく。

　どうしよう、すごく嬉しい。

　感動で胸がいっぱいになる中、佳代さんに「どうだった？」と声をかけられた。急いでトイレから出てふたりに報告をすると、目を赤くして喜んでくれた。

「やっぱり！　よかったわね、星奈ちゃん。おめでとう！」

「おめでとう」

「ありがとう」

　ふたりにもらい泣きしそう。

　胸がいっぱいになっていると、騒ぎを聞きつけた星斗と星七も駆け寄ってきた。

「ママ、なにがおめでとーなの？」

　不思議そうに聞いてきた双子に膝を折り、笑顔で伝えた。

「星斗、星七。ふたりともお兄ちゃんとお姉ちゃんになるんだよ」

「おにいちゃん？」

「おねえちゃん？」

　同時に言って首を捻った双子。

「ママの中に、赤ちゃんがいるの」

　それを聞いた双子は理解したようで、パッと目を輝かせた。

「ほんとー？　やった！　あかちゃんがきたー」

「せな、おねえちゃんになるんだね」

　あまりの喜びように目頭が熱くなる。

　それから私は明叔父さんたちに双子をお願いして、産婦人科医院を受診。再度検査をした結果、妊娠していると告げられた。

　その足で市役所に寄り、母子健康手帳を発行してもらった。

「これをもらうのは、もう二度とないと思ったのにな」

　またこうして手にすることができたのが、嬉しくてたまらない。

　帰宅後、すぐに優星君に電話で報告をしようとしたけれど時差があって電話には出られない可能性がある。それに佳代さんから、こういう大切なことは直接会って言った方がいいと言われ、帰国までみんなで秘密にすることにした。

　両実家や公佳にも報告をすると、みんな喜んでくれた。優星君には帰国してから話すことを告げると、お互いの両親たちもその場に立ち会いたいと言い出し、彼が帰宅する日に集まることとなった。

　星斗と星七の時よりもつわりがひどく、明叔父さんと佳代さんは私に代わって家のことや、双子の面倒を見てくれた。

　両親たちも頻繁に訪ねてきて、なにかと手伝ってくれている。

　父は明叔父さんたちに会うなり、三年近く私がお世話になったことに対し、深々と頭を下げて感謝を述べた。

　妊娠の影響だと思うけれど、最近涙もろい私はその姿を見て目頭が熱くなった。

　なにからなにまで助けてもらって本当に感謝する毎日を過ごした。




　そしていよいよ、優星君が帰国する日。

　この日はみんな朝早くから集まり、双子も久しぶりにパパに会えるのと、私が妊娠したことを告げるサプライズに興奮している様子。

　優星君は羽田に十六時半着の便で帰国予定だ。家に帰ってくるのは、おそらく十八時近くになる。

　一日家でみんなとゆっくりと過ごしていると、和やかな時間はあっという間に過ぎていった。

　リビングで、教育番組の歌に合わせてダンスをする双子をみんなで眺めながらお茶をしていると、優星君からメッセージが届いた。

【今、羽田に着いたよ。なにか買ってきてほしいものある？】

　優しい彼の気遣いに笑みがこぼれる。

【おかえりなさい。お疲れさまでした。なにもないから大丈夫。待ってるから早く帰ってきてね】

　そう返信して一時間が経った頃、インターホンが鳴った。その音にみんな反応した。

「パパだー！」

「じいじたち、シーだからね！」

　双子が先導を切り、私たちはみんなで玄関へ向かう。すると大勢に出迎えられ、優星君は目を瞬かせた。

「え？　なに？　どうしてみんな集合しているんだ？」

　抱きついた双子を抱えて、優星君は私たちを見た。そんな彼にどう切り出すか考えると、自然とみんな笑みがこぼれる。

「なんですか？　みんなして俺の顔を見て笑ったりして」

　首を傾げる優星君を見て、双子が「きゃはは」と笑う。

「星斗と星七までなんだよ、パパはのけ者か？」

　優星君にギューッと抱きしめられ、双子は彼の耳に口を寄せた。

「あのねーパパ、ママのおなかのなかにね、あかちゃんがいるんだよ」

「そうだよー」

「えっ？」

　双子の話を聞き、優星君は目を丸くさせて私を見た。

「ほら、星奈からちゃんと報告なさい」

　母に肘を突かれ、照れくさくなりながらも彼に告げた。

「半月ほど前に妊娠していることがわかったの。ごめんね、すぐに言わなくて。こうしてちゃんと顔を見て伝えたかったの」

「妊娠……そっか、子供が」

　やや放心状態に陥った優星君だけれど、その目は徐々に赤くなっていった。

「あぁー！　パパがえんえんしてるー」

「パパ、いたいいたいなの？」

　心配する双子の頭を、優星君は優しく撫でた。

「ううん、違うよ。パパ、嬉しくて泣いているんだ」

「いたいいたいじゃないのに？」

「あぁ、そうだよ」

　双子はまだ、嬉しくて泣くということを理解できない様子。そんな双子に優星君は続ける。

「ママに赤ちゃんができたのが嬉しくて。きっとふたりも大きくなったら今日、パパが泣いた理由をわかる日が来ると思う」

「そっかー。じゃあせいととせな、はやくおっきくならないとだね」

「ぱぱのこと、わかってあげないとかわいそーだからね」

　双子の愛らしい思いに、みんなが笑顔になる。

「星斗と星七も、お兄ちゃんとお姉ちゃんになるんだ。今まで以上にパパと一緒にママのお手伝いをしような」

「するー！」

「せなもがんばる！」

　双子は元気よく返事をした。

「さあ、優星も帰ってきましたし、みんなでお祝いしましょう」

　お義父さんの声を皮切りに、この日はみんなで幸せな時間を過ごした。




「気持ちよさそうに寝てるな」

「ね」

　朝から興奮していたからか、双子はいつもより早めに寝た。星斗と星七を起こさないように寝室に入ったものの、まったく起きる気配がない。

　私と優星君も双子を間に挟んで横になる。

「だけど本当にびっくりしたよ。帰ってきたら、明さんたちだけじゃなく、父さんたちもいたんだから」

「じゃあサプライズは大成功だったね」

「あぁ、大成功だったよ」

　伸びてきた手を掴み、指を絡ませた。

「俺、今世界で一番幸せな自信があるよ。それくらい嬉しくて浮かれてる」

「そんなに喜んでくれる優星君を見ていると、私まで幸せな気持ちになるよ」

　星斗と星七の時は、こうして妊娠した喜びを共有することができなかったもの。

「ありがとう、星奈。今度はしっかりサポートさせてくれな」

「うん、頼りにしてるね」

　お腹の中で赤ちゃんが育っていく過程を、一緒に感じていきたい。そして優星君と一緒にこの子の誕生を見届けたい。

「せっかくだから、家族みんなで立ち会いたいな。今は子供も分娩室に入れるようだし、双子も立ち会わせないか？」

「星斗と星七も？」

「あぁ。ふたりにとっていいことだと思うんだ」

　確かに出産の瞬間を見届けさせることは、星斗と星七にとってもいい経験になる。

「じゃあ今度、検診の時に相談してみるね」

「その時は俺も付き添うよ。検診の時はできる限り一緒に行くようにするから」

「え？　でも仕事は大丈夫なの？」

　私としては心強いけれど……。

「大丈夫。一生に一度のことなんだ。仕事よりも大切なことだろ？」

　すぐさまそう答えてくれた優星君に大切にされているのが伝わってきて、嬉しい気持ちでいっぱいになる。

「ありがとう」

「お礼を言うことじゃないだろ？　子育てはふたりでするものなんだから当然のことだ」

　そう言い切っちゃう優星君と結婚できて、本当に幸せだよ。




　宣言通り、優星君は検診のたびに仕事を休んで私に付き添ってくれた。それだけじゃない、マタニティ教室にも出席して、一緒に様々なことを学んだ。

　星斗と星七も私のお腹が大きくなるにつれ、お兄ちゃん、お姉ちゃんになるという自覚が芽生えていき、今まで以上にお手伝いをするようになった。

　両親たちもなにかと気にかけてくれて、出産を待ち望んでいる様子。その証拠に空き部屋には、生まれてくる赤ちゃんの洋服やおもちゃなどで溢れ返っている。四人ともうちに来るたびに、なにかしら買ってくるのだ。

　優星君とともに呆れながらも、みんなに心待ちされているのが伝わってきて怒るに怒れないでいる。

　妊娠中はトラブルもなく、赤ちゃんは順調に育っていった。双子にも、出産とはどういうものなのかを説明し、万全の態勢を整え、迎えた出産の瞬間。

　分娩台の上で痛みに耐える私の手を、優星君と双子がギュッと握ってくれた。

「頑張れ、星奈」

「ママ、がんばれ」

「がんばってママ！」

　助産師にも「あと少しですよ」と励まされ、最後の力を振り絞る。そして……。

「オギャー」

　分娩室中に響いた産声。

「ママ、あかちゃんだよ！」

「すごい……！」

　赤ちゃん誕生の瞬間を目にして、双子は興奮しているようでパパの手をぐいぐい引っ張っている。

「おめでとうございます、元気な男の子ですよ」

　体重測定や異常がないか確認し、綺麗に拭かれた赤ちゃんを胸の上に乗せてもらうと、温もりを感じた。

「優星君」

「あぁ」

　そっと生まれたての赤ちゃんに触れると、彼の瞳からは涙がこぼれ落ちた。

「ありがとう、星奈。……本当にありがとう」

　感謝の言葉を繰り返す優星君に、私も涙が溢れる。

「あぁー！　パパとママ、ないてるー」

「せいと、パパとママはうれしくてえんえんしているんだよ」

　すっかりお姉さんらしくなった星七に言われ、星斗は「そうだった！」とハッとなる。

　そんな双子のやり取りに私たちはもちろん、その場にいた助産師たちの顔にも笑顔が見えた。

「はい、では記念に一枚お写真お撮りしますね」

　新しい命の誕生の瞬間に、家族みんなで立ち会えた今日この日を、きっと私は一生忘れないと思う。こうやってかけがえのない幸せを、これからもたくさん積み重ねていきたい。

　愛する家族とともに。
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あとがき




　この度は『双子を身ごもったら、御曹司の独占溺愛が始まりました』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　星奈と優星がお互いを好きになる過程は、私の中でとってもお気に入りのシーンでした。

　何気ない日常の中だけど、そんな中で出会えた運命の人と結ばれるなんて、とてもロマンチックですよね。

　出会いは突然だったり、ゆっくりと育むことで生まれたりと様々ですが、ふたりのように従業員と客という立場で出会うのもまた素敵だなと思います。

　読者の皆様もすでに運命の相手と出会っていたり、これから出会う方だったりと様々だと思います。優星と星奈のような出会いをした方が、もしかしたらいるかもしれませんね。

　これから運命の相手と出会う読者の皆様に、素敵な出会いがありますように……。

　そして一度は離れても忘れられず、運命の再会を果たして愛を育むふたりのラブストーリーを、少しでもお楽しみいただけましたのなら幸いです。




　出版にあたり、今作から担当いただいた内田様をはじめ、多くのかたに大変お世話になりました。いつも本当にありがとうございます。

　カバーイラストを描いてくださった、漫画家の龍本みお様。他社での刊行の際に昔からずっとファンだと綴りましたが、再び自分の作品のカバーイラストを描いていただけて幸せでした。ありがとうございました！

　そしてなにより、いつも応援いただいている読者の皆様。自分の描いたストーリーをお楽しみいただけることが、なによりの活力となっています。

　今後も読んでくださった皆様に、少しでも幸せな気持ちになっていただけるような作品を書き続けていけたらと思っています。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。




田た崎さきくるみ
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